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推積度． 
1. 5 m 

ロ経

薇密

周構． 
酪化焔焼成． 

3 紫波群 • 平底風庭；． 
15 類以．． 
• 20 無調勢 ・縁釉陶器

27 I西へ 117.26 m~  113. 06 mの地点

内外国色坪

26 I体下端と底部を調整 ・体部下半と底部に回転

直刀と砥石がみられる. 
県道三本柳一湯本線

- 20 I JOY R 

2
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北2.58 m -14. 95 ． 
ほは東南東ー西南西

101 JOYR 

遺構 ・遺物一覧表 溝状工壊． 
7 環元炎焼成． 
→ 12 東南東向きである。． 
1 黒褐色腐色土

~ 23l10YR 
第 6図中の断面 ID

12 完成品

31 
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6・7・9の3である

1個体ずつ底面を

第 1表の最下段I1号溝状土演と切合

誤 正

大動脈．． 
堆積土以下 「推」とある部分は 「堆」と訂正
． 
1. 5 cm ． 
竪穴住居跡以下 「堅」とある部分は 「竪」と訂正． 
口縁

緻密
． 
口縁

周況． 
酸化焔焼成． 
紫波郡 • 平底風
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上から順にlOYRの次に 2/2 6/4 2/2 ． 
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完形品以下「成」とある部分は「形」と訂正． 
6 • 7 • 9の3基である

• 
1個体ずつ外底面を． 
5号溝状土城と切合
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ほぼ東南東ー西南西

!OYR ． 
溝状工演． 
環元炎焼成． 
東南東向きである。． 
黒褐色腐色土

!OY R 

D ． 
完成品

6 • 7 • 9の 3である

1個体ずつ底面を． 
7号溝状土痰と切合． 
環元炎焼成

・灰
•

山・火｝
 

．．．．．． 
外底部は中心部が凸む．． 
底部は平担である。． 
硬質砂粒

....... 
外底部は上底ぎみである．． 
底部は平底である

硬質砂序・占
．．． 

回転糸切り糸切痕 .E類が不明． 
下端に急に屈曲 ・灰オリープ色の釉が． 
推定口縁約 18.0 cm ．． ． ． 
残存で、底径で、底径 ・完成品．． 
その下場から．． 
シルト質土層の下と

2.2 

ほぼ東北東ー西南西

上かヅ頁IQOYRの次に2i22i1 1.1i1 2/2 2/2 3/i 2/1 si4 2)2 3/2 ． 
溝状土漿． 
還元炎焼成

南東向きである。. 
黒褐色腐植土

上から順にlOYRの次に 2/2． 
C D ． 
完形品以下「成」とある部分は「形」と訂正． 
6• 7・9の3基である． 
1個体ずつ外底面を． 
5号溝状土壊と切合． 
還元炎焼成． ． 
左端がS右端がN

シルト

6/4 2/2 

回転糸切り痕 .E類か不明． ． 
下端が急に屈曲・灰オリープ色の灰釉が． 
推定口経約 18.0 cm ． 
残存で、底径 ・完形品．． 
その底面から

南壁南端

重負． 
「屋外」

らしい） 。． 
1,120 m ． 
長さ径7寸

和行
東廂梁行柱間寸法南から 2.2 ． 
東廂は桁行21.2 m ． 
1. 97 m + 2. 64 cm+ 1. 97 m ． 
建部群

2.8 

．． 
シルト質土の下から

スケールの単位cm． 
東壁南端

重複
「屋内」．

らしい）、． 
I. 120 nf 

長径7寸

簗行．． ． 
1. 97 2. 64 1. 97 ． 
東廂は桁行2.12 m 
ヽ ． 
1. 97 m + 2. 64 m + I. 97 m ． 
建物群
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序

本県には、原始 ・古代から各時代にわたって数多くの遺跡があることは周知のとおりであり

ます。これらの遺跡は、先人のたゆまぬ努力の中から培われ育まれてきた文化遺産であります。

この貴重な文化迫産を保存し活用するとともに、未来に伝えることは、現代に生きる私達の

きな責務と考えます。近年、地域開発事業が進展するにつれて、これに関連する文化財の保護

が重要施策の．一環として重視されてきたのも当然のことといえます。

産業 ・経済開発の大動派として、各方面から期待を寄せられている東北縦貫自動車道の建設

が、昭和40年、 仙台 ・盛岡間の基本計画に始まり、昭和43年の施行命令によ って具体化され、

昭和52年11月には一関 ・盛岡間 110kmが開通されました。現在は更に、秋田県境へと工事が進

んでおります。

この東北縦貫自動車道は、きょく力遺跡を避けるように計画されましたが、調査の結果、新

たに発見された遺跡を含めて、最終的には、一関 ・西根間 140kmで、99遺跡が調査の対象と な

りました。発掘調査は、文化庁と日本道路公団との覚え書にもとづいて、日本道路公団仙台建

設局からの委託事業として岩手県教育委員会が調査主体となり 、関係各方面の御協力を得て、

昭和47年から実施してまいりました。

この調査によって県南から県中央部の歴史解明に数多くの貴重な資料を得ることができまし

た。本報告書は、調査した99遺跡のうち矢巾地区12遺跡について、第 2分冊として取り上げ、

刊行するものでありますが、いささかでも埋蔵文化財の活用と学術研究のために役立つことが

できれば幸いです。

ここに、調査について長期間にわたり御援助 ・御協力いただいた地元教育委員会をはじめ関

係各位に対し心から感謝申し上げます。

昭和 54年 3月

岩手県教育委員会

教育長 畑山新 信
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例 口

本書は東北縦貫自動車道関係遺跡発掘調査報告書第 2分冊として、矢
巾地区（都南村 ・矢

巾町）所在の12追跡について作成したものである。

調査は昭和49年度から51年度（一本松遺跡の一部は昭和48年度）に実
施されたものである。

2 遺跡の記載は北か ら順に編集 した 。 （宮田 A •B遺跡は記述の関係上、南から記載した）

3 調査および整理にあたって、次の方々と機関のと教示を賜わった。
（敬称略 ・順不同）

田中喜多美（県文化財審議員） 板橋源（県文化財審議員） 草間俊
一（県文化財審議員

岩手大学） 林謙作 （北海道大学文学部） 清水芳裕 （京都大学文学部
） 吉田義昭 （盛岡

市教育委員会） 池田俊夫（岩手大学工学部） 江坂輝弥 （慶応大学文
学部） 藤沼邦彦

（東北歴史資料舘） 加藤道夫（宮城県文化財保護課） 伊藤鉄夫 （水
沢市） 青森県教育

庁文化課青森県立郷土舘 秋田県立博物舘 秋田県教育委員会払田
柵調査事務所 宮城県

教育委員会文化財保護課 東北歴史資料舘 宮城教育大学 （財）岩
手県埋蔵文化財センタ

盛岡市教育委員会一戸町教育委員会 二戸市教育委員会 水沢市教
育委員会 北上市

教育委員会

4 資料の鑑定、分析等については、次の方々と機関のこ教示、ご協力
を賜わった。 （敬称略・

順不同）

• 石材鑑定 佐藤二郎（岩手県立杜陵高等学校） ・獣骨鑑定 見上晋ー・兼
松重任（岩手大

学農学部獣医学科） ・樹種鑑定 吉田栄一（岩手大学農学部林学科）
・火山灰 橘行ー（岩

手大学教育学部） ・緑釉鑑定 楢崎彰一（名古屋大学） ・種子鑑定
村井三郎（県文化財審

議員） ・カーボンディティング 日本アイソトープ協会 ・土器胎土分
析 岩手県工業試験場

5 本書に掲載した地形図は、建設省国土地理院発行の 5万分の］地形
図 ・20万分の 1地勢圏

を、空中写真は、日本道路公団の 2万5千分の 1を使用した。

6 グリッ ト配置図は、日本道路公団作成による「TOHOKU EXPR
ESSWAY PLAN」図

を使用し、遺跡 ・遺構等の方向表示は同図の第10系座標系の北方向で
ある。

7 遺跡における層相の色調観察は、小山 ・竹原編著「新版 標準土色
帖」日本色研事業（株）

を使用した。

8 遺物 ・写真 ・実測図等の資料は岩手県教育委員会事務局文化課にお
いて保管している。

9 調査主体者 岩手県教育委員会 日本道路公団

IO 調査担当者 岩手県教育委員会事務局文化課

発掘調査、整理報告書作成担当者(R執筆者 0 整理のみ関係 • 発掘調査のみ関係）

．． 



序文
R 

1 経過 吉田努

2 調査の方法について ③吉田努

c 

3 整理について 相原康二
c 

地区概観 相原康二

下羽場遺跡 ・勝又国夫 ・瀬川司男 ・三浦謙一 菊池茂樹 ・千葉周秋 ・佐伯研二

・佐藤和男 鈴木ヨネ子 阿部裕子 °う＼重樫良宏 責況く明美
c 

湯沢A遺跡 三上昭佐藤和男佐伯研ニ ・菊地郁雄 ・阿部省吾

湯沢B遺跡 ⑨三上昭佐藤和男佐伯研ニ ・島隆 ・菊地郁雄 ・阿部省吾

湯沢C遺跡 ・菊地郁雄 戸゚上昭 ・阿部省吾

稲荷遺跡 ◎三上昭 ・畠山喜一 佐藤和男佐伯研ニ ・菊地郁雄 ・阿部省吾

c 

一本松遺跡 三上昭佐藤和男佐伯研ニ ・斉藤淳 ・四井謙吉

c 

大渡野遺跡 相原康二 勝又国夫島隆

宮田B遺跡 ・瀬川司男 ・三浦謙ー °信 田義男

宮田A遺跡 頂川司男 ・三浦謙ー °信田義男

南野遺跡 ・瀬川司男 ・三浦謙ー °届野敏男

桜屋遺跡 ・菊地郁雄 ・阿部省吾 ・高橋義介 °居田努

c 

久保屋敷遺跡 菊地郁雄高橋義介 菊゚池茂樹 ゜渋谷英保 佐゚伯研二



目 次

序文

］経過

2 調査の方法について

3 整理について

本文

］ 地形概観・・・・・・・・・・・・

矢 巾地 区 概観

. .......... .. . . . . . . ... . . . . . . ... .. . . . . . 3 

2 調査地周辺の諸 「遺跡」 とその占地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・・・・・ •・・・・・・.4 

下羽場遺跡

1 位置と立地・・・・・・・・・・・・・・・・・ ● ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

II 層序と土質・・・・・・・・・・・・・・・...................................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

I11 発見された遺構と遺物・..................................................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

1 竪穴住居跡と出土追物・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・ 15 

2 竪穴状遺構 ・焼土逍構 ・ピットとその出土遺物..・・・・・・・・・・・・•... . •.... .... ............ ...... • 72 

3 溝状遺構と出土遺物・・.........................................................•• ···· ·• •••... • ・・・・・・・・・・90 

4 鉱滓分布iこつしヽて・・・...•• ·· ···· ·· •• ·· •·•··· ··· ·· ·•... •.. •••.....•••..•.•.• •.. ... ···· •· ······............. 94 

IV 分類と考察・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・........................·· ·•···· ······· ·· · ••···• •·•·· ······· ····•·•· ··•••... •• •. .• 95 

1 遺構,cつしヽて・・・・・・・・・・・・・ ・・ •• .•.... •... • • ・ • ・ •.. • •... • ・ • • ・ •• .... • • ・ • ・ •. .•.. •... • • ·• .... .... •. . ..... •. .. • • • ・ 95 

2 出土遺物iこつしヽて・・..............•····...... ........... . •·· ··· • ·····...•.............. .......... ..... • ・・・102 

V まとめ ー総合的な立場から一 ・・・・・・・.....................................··• •...•.• •. .. • •.... • • • • ・120 

1 県内におけるロクロ成形土器生産の概観につしヽ て・................................·····• •..... 120 

2 本遺跡出現以前の概観・................................................................................123 

3 本遺跡の編年的位置・・....······.... .... .. .• .....•....•.•.......•.•.. ·· ···· ···· •. • • ・.... • •... . ••.... •... 125 

湯沢 A 遺跡

I 遺跡の位置と環境・・・・・・・・・.....................................................•.. ••... • ・ • ·........ •... • ・ • ・133 

n 調査の方法と経過・・・・・・・・・・・・・・・ •.. ·•... • • ···•· • ・ •. ...... •... . • • · •.... . • ・ •. .. • • ・ •. .... ... ・・・・・・.. ·..•.. •.. . 134 

I11 発見された遺構と遺物・・・・・..・・ ・・・・..・ • • • ・ •.. •.. •... • • ・ • •...• • • ・.. • • • ・.. •..... . ···• · ・ ・ • • ··• ·.... • •.. .. • ・ • ・136 

IV 遺構と出土遺物の検討・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・161 

|ー＇
』



: : と：構成 ：： :::: :: ::: :: ::: ::::::: :::::: :: : :::: :: ::: ::: : : ::::: :: ::: : : : :::::::: ::::::: :::::: :: : ::: : ~:: 

湯沢 B 遺跡

I 遺跡の立地 ・環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • • • • • • • •••••• ••.••• • ••.••• • • •..• •••••.•• • • ·•·· • ・169 

II 調査の方法と経過・··························• •· · ·· ·· · · ·· · · · · ·· ·· · ·· ··· ·· · · ·· · ·· ·· ·· ・・・・.....................170 

II1 発見された遺構と遺物・・・..................•••• •••• ••••• ••..• ·····• ·· · ·· ···· •• •·· ·•• ·• •·· ••••••··•••••·••• ・172 

IV 遺構と出土遺物の検討・・・・・・ •• ••.• •..•• • •• • •• ••. •• •.•.•• •••...•••....• •••. .. •• ••..•..• •....• ••. ..• .•••.•• • ・201 

: :::  構成 ． ．． ．． ．．． ．： ： ：． ．：． ． ．．： ．． ：：： 

1 遺跡の位置と環境・・・・・・・・ 7
 ゜
2
 

．
 

跡
~

遺C

[
 

沢湯

2 調査の方法と経過・・・·· · ·•· " ·· ·· ·· · ..., ................................................................. 208 

稲 荷 遺 跡

I 遺跡の位置と環境・・・・・・・・・・・• • • ・... • • ・.. • • • ・.. • • • • • • • ・.... • ・.. • • ・.. • • • ・... ・...... • ・...... • • ・..... • • • ・... • • ・211 

II 調査の方法と経過・.........................................................................................212 

m 発見された遺構と遺物・...................................................................................214 

IV 表土などから発見された遺物・・・・・・．．．．．． ・・・・・・..........................................234 

v 遺構と出土遺物のまとめ.................................................................................235 

VI 遺跡の構成・・・・・・・・・・・・.......................................................................................236 

V11 まとめ・・・・・..・・・・・・・...........................................................................................237 

本松遺跡

I 遺跡の位置と環境・.........................................................................................241 

ll 調査の方法と経過・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・"・ ・・・・・・・・・・・・"0・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・242 

皿 発見された遺構と遺物・・・・・・・・........................................................................・・・・245

IV 表土などより発見された遺物・..................................・...............................・・・・・ ・・・290

v 遺構と出土遺物の検討・・・・・・・・・ ・・ ・ ・・ • ● ● ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 292 

VI まとめ・・・・・・・・・・・............................・・・・・・・・・--・............... •••••·•• ·•• •·•· •·• •···· · ••••·· · •• ··•••• 296 



大渡野遺跡

I 遺跡の位置と立地・.................................................................•• ••• •·••••••••••••••••• 300 

II 層序と土質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • • • • •..• • • ••• ..• • • ••.. • • • ••••..••• ••... • ••• • • • ・300 

皿 検出した遺構と遺物・・・........................•• · ••• ••• • • • ••• • • •.• ••••••. • • • • • •. • ••• ••• • • • • • • • ••.• •• •• •• • ・303 

l 縄文時代の遺構と遺物・・・・

2 弥生時代の遺構と遺物・・・・：:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

303 

363 

：：二：：：::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ::: 
5 まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・...........................•• •• ••.•• • • • • •• .• • • ••• •• .• • • ••.•• ••• •.. ••• ••• •• .• ••• •• • • • • 373 

6 出土土器の胎土分析につしヽて・.......••• •.. ••• ••• • • • ••• • •··••• •• •••..• . ••.. ..• ••• •.•• •• •. .. ••• • • • • • • ・373 

宮田 A 遺跡

l 宮田A • B遺跡の位置と環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • • ・..... • • • • • ・.... • ・.... • • • ・...... ・... ・.... • •· · ・.. 419 

2 調査経過・・.................................................................................................421 

3 調査結果・・・・・・・・・ ・・・.......................................................................................421 

(1) 発見された遺構・・・・・・・・・・・・・・.........................................................................421 

4 ( 2 )ま~=遺物:::: :::::::::::::::::::::::::::::::::::: :::::::::::::::::: ::::::::::::::: :::::::::::::::::: ::: 

宮田 B 遺跡

1 調査の経過・··· · ·· · ··· · ················· · ·· · · ··· ·· ·· ·· · · ·· ······· · ····· · ········· · · · ·• ・・・••• • • • • • • • • • • • • • • ・436 

2 調査結果・・・・・・・・・・・・・・・..................•••·· ••••• •·••• •••• •••••••• ••••••••• ••• ·· ·•··· ···· ·. .. . .. ........ . 436 

：：：：二た遺構 ・・::::::::::::::::::::::::: :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ::: ::: 
3 まとめ ・・・・・・・• •... ••••. . .. ••• ••.. . • •••. ..••• •.. ••• •... ... • • ••. •. • •• • • • • ••• •...••• • • •• ..•• • • • • • • • • ••...•• • • • ・442 

南 野 遺 跡

1 遺跡の位置と立地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...............................................................447 

2 調査経過と結果.......................................................................・ ・・・・・・・・・・・・...... 447 

3 まとめ・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・ •• • • ••••• •••••••• • •••OO••• • O OO• •• • • ••• • •••••• •••• ••OOO•••• • • • • • ••••••••••• • • •••• • 448 



桜 屋 遺 跡

1 位置と立地

2 経過と内容

................................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・451 

....... ・ ・ ・.... ・ ・ ・... ・ ・ ・ ・ ・.... ・ ・ ・・・・・ ・ ・ ·· •·· ・ ・ ・ ・... ・.. ・ ·•· ・ ・ ・ ・.... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・452 

: : とめ ． ．． ：． ． ： ：： ： ● ： ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ::: 
久保屋敷遺跡

I 遺跡の位置と立地・・・・・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ............................... 455 

II 調査の経過と方法・・・・・・・....................................................................................451 

m 遺跡の層序・・・・・・・・・・..........................................................................................462 

lV 検出された遺構と遺物・・...................................................................................463 

1 遺 構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ • ・・・・・・・・・・・・・・...............................463 

2 出土遺物・・・.................................................................................................470 

v 考察とまとめ・・・・・・・・・..·••·.... ·•· ·... .. .................... ··• ••••••.•• ••• ••.•• •••. . • ••• •. •. • • ••• • ••• ••• ••• ・472 

写 真 図 版

4
9
7
5
3
5
5
4
5
5
5
3
5
6
1
5
7
7
6
2
9
6
3
3
6
3
7
6
4
1
 

~
~

「
~
~

~
「
~
~

­

~

i

~

~
[
~
~
~
~
~
 

~
 

.

.

 

~
 
．

．

．

 

~
 

.~

~~.. 

•

• 

~
 

~
~
~

~
~

~
 

．

．

 

~
~
 

い

5

~
~

~
~

i

i
 

い
~
~
~
．
~

[

[

．
 

~

~

~
 

••

••••• 

~
~
 

~

~
．
~
~

~

~
~
~
~
 

~
~
~

~
 

~
~
 

~
~
~
~
 

~
~
~
i
~
 

[
 

~
~
~
「

~

i
~
り
~

ぃ

[

~
~
~
~

~

~
 

~
i
[
~

~
~

~
~
i
~
 

．

．

 

~

~
 

ぃ

~

~
~
~
~

~

~
~
~
 

~
~
~
i
~
~

~

~
~
~
 

~
~
 

．

．
 

~
~
 

．
~
~
 

~
~
i
~
~
~
i
.
 

~
~
~
 

．

．

 

ぃ

~

~

.
i
~
~

~

i

i
~

~

~
 

~
~
 

.i~ 

．

．

 

~
~
 

~
~
 

．
 

．
 
~

~
 

~i 

．

~

~
 

．
ぃ
~

．

．

 
~

i

. 

.~

~

. 

~

~
ぃ

i

i
i

~

[

~i~~• 

い
~
・

●
し
~

~
ぃ．

．

 

~

ぃ

．

．

 

.
~

~

·

~
~
~
~

~
 

．

．

．

．

 

跡

．

遺

~
跡
跡
跡
跡

．

跡

遺

遺

遺

遺

跡

敷

跡

跡

跡

遺

遺

遺

場

A

B

遺

松

野

A

B

遺

屋

羽

沢

沢

荷

本

渡

田

田

屋

保

下

湯

湯

稲

一

大

宮

宮

桜

久

参考文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・··········•···· ·· · ...... .. . ····•···· •··••• • 659 

岩手県教育委員会事務局文化課餓員一覧（埋蔵文化財関係） •••••• ••• •·• •• ••••.•• •••· · ••• • 664 



序 文

ト
1

_

|

．―

-11

ー

1 経過

県内の東北縦貫自動車道建設は、昭和40年11月仙台 ・盛岡間の基本計画の決定に始まり、昭

和43年 4月の施行命令によ って具体化される。

これによ って破壊される埋蔵文化財の取扱いについては、文化庁と日本道路公団の覚書によ

り、岩手県教育委員会がおこなうことになった。

まず、 一関 ・盛岡間の路線予定地内の分布調査が、昭和42年及び43年に実施され、昭和45年

2月19日水沢 ・花巻間40km、同年11月25日ー関 ・胆沢間30km、46年 2月10日石鳥谷 ・盛岡間29

kmの路線発表がなされたことに伴ない、昭和47年 8月~9月に、用地巾50mで現地確認調査、

同年10月インターチェンジ及び付帯施設予定地内の現地確認調査等が順次実施され、一関 ・盛

岡間の調査対象遺跡は当初82ケ所確認された。

これらの破壊される遺跡について、できるだけくわしく調査記録し、遺跡のもつ歴史的価値

を永く後世に伝えることを目的とし、昭和47年度に北上市 ・花巻市 ・金ケ崎町所在の遺跡から

調査が開始され、用地買収、着工順位に従って順次すすめられた。

この間、調査除外としたもの 4ケ所がある。ー関市苅又遺跡は過去の開田による破壊の程度

が大きく煙滅、 一関市松の木遺跡は宅地化による破壊、衣川村桝形陣場跡は所在位置が路線か

らはずれる、衣川村二枚貝化石層は遺跡としての調査対象としないことなどの理由による。

また、路線変更によって保存されたのが、平泉町伝護摩堂跡である。この遺跡は奥州平泉文

化との関連か考えられ、路線発表後に路線内に所在することが確認され、急逮日本道路公団と

協議し、路線を西側に変更した。一方、工事直前もしくは工事中に新しく確認追加されたものに、

土取場の和賀町梅ノ木 I-VII遺跡、路線内では江釣子村下谷地B遺跡・紫波町墳舘遺跡および

柳田舘遺跡がある。

昭和49年 6月20日、盛岡 ・安代間53kmの路線発表があり 、この区間のうち、盛岡 ・西根（松

川まで）間が調査対象の日程にくりこまれ、 当初、 8遺跡が確認されたが、工事中に滝沢村卯遠

坂遺跡が発見追加され、更に紫波インターチェンジの誘致新設に関連し、栗田 I-ID遺跡が調

査対象となる。

以上のように、 一関 ・西根（松川まで）区間の調査対象遺跡数は、除外、新規発見などによ

る変動を見て来た。このことは、埋蔵文化財保護の基本の一つと して、分布調査の重要性が改

めて問われる一面でもある。結局、調査遺跡数は、第1表のような99遺跡、18市町村におよぶもの

とな った。



調査をすすめる一方、文化庁、日本道路公団との協議によ って、前述の伝護摩堂跡を完全保

存したのをはじめ、江釣子村鳩岡崎遺跡の縄文中期の大竪穴住居跡の一部分、水沢市石田遺跡

では、奈良時代末から平安時代初期に相当する焼失家屋l棟、紫波町上平沢新田遺跡では、平安

時代相当の焼失家屋 1棟の路線境検出遺構を一部精査の上、それぞれ埋めもどし現地保存をした。

また、江釣子村猫谷地遺跡の古墳 l基、紫波町墳舘遺跡の墳墓 l基、柳田舘遺跡 ・盛岡市太

田方八丁遺跡の一部は、施工方法や設計変更等によって可能な限りの保存策をと った。

しかし、これらの保存遺構や遺跡の管理、活用は今後十分に留意しなければならないもので

あり、それがなされなければ完全な保存策であったとは言い得ない。

昭和47年度に始ま った調査は、昭和53年度の紫波町栗田皿遺跡を最後に終り、現在、整理作業

をすすめているが、東北縦貫自動車道建設の具体化以来、事業をすすめるに当って、終始指導と助言

をくださ った県内外の協力者、および献身的な協力を得た関係市町村教育委員会、学校、関係

諸機関、地元作業員の方々をはじめ各位に改めて敬意を表したい。

なお、西根町以北の東北縦貫自動車道関連遺跡は、（財）岩手県埋蔵文化財センターによ っ

て調査されることになり、昭和53年度から実施されている。

2 調査の方法について

(l) 調査対象範囲の選定は、遺跡の中で用地内および付帯施設を含む関連部分は、すべ

て調査対象とした。更に、当該遺跡周辺の分布調査を可能な限り実施することにつとめ、調査地

とそれをとりまく遺跡群との関連解釈の一助に資することとした。

(2) 調査対象全域に次のような地区設定をした。

①地区設定のための原点は、日本道路公団測量の路線内中心杭の任意のものに定め、それと他

の中心杭の 2点間を見通す直線と、原点を通りこれに直交する直線を座標の基準線とした。

②南北の基準線をもとに、 30mを 1プロックとし、北から順にA・B・・・…の記号を付し、これを東

西、南北に 10等分し 3mx3mのグリットを設定、グリット名は北から順に a- j、南北基準

線から東方へ50 · 53 • 56 ・・ ・ … 。 西方へ 03 • 06 • 09 .. ・ ・ ・ ・。の記号を付し、これとブロック記号

の組合せで表わした。 例えば、 Aa03 • Aa50のようになる。

(3) 発掘および記録について 発掘調査は絶対にくりかえしの出来ない作業である。特

に、緊急調査と言う性格と記録保存を考えるとき、調査の過程で観察された事項は可能な限り

詳細に、しかもすべて客観的データーとして記録されねばならないし、記録者の解釈と観察され

た事実とが混同されぬよう留意しながら①遺構群をひとつのまとまりとして把握すること、文

化層が重な っている場合、層序とともにそれぞれの文化層のひろがりを確実に把握すること、

更に緊急調査の場合、事後の保存が困難である以上、 トレンチによる部分発掘は回避すべきで
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あることからグリット設定にもとづく平面発掘につとめた。

②原則として 3mx3mのグリットで、調査地における遺物 ・遺構の分布状況を把握するため、

「ちどり」状に人力による粗掘をすることにしたが、結果的に機械力の導入も多かった。遺物・

遺構の検出を見た場合、その具体的内容を究明するため必要な範囲の全面発掘を実施した。

③遺構が検出された場合、 該当グ リット名を付した。その場合もつとも北西に位置するグリッ

ト名で呼称することを原則とした。精査に当っては、 2分法・4分法による平面発掘に留意し、

遺構の性格と内部堆積状況 ・構造 ・重複等を把握しながら完掘することとした。

④遺物は、原則としてグリットごとに取り上げ、遺跡記号・出土年月日 ・出土地点・出土層位を

記録し、遺構に直接関係するものや、年代決定の資料となり得るものについては出土レベル、

位置を平面圏に記録し遺物番号を付して取り上げた。

⑤遺物の出土状況 ・層位 ・遺構に関する所見等の記録は実測図 ・遺構カード・フィルドノート

を用い、全体の問題点、進行は調査日誌に記録した。

⑥写真記録は 35 mm版モロクロ、カラー • 6 x 7 cm版モノクロを主として用いた。

(4) 実測方法 ①発掘された遺構の実測は、原則として遣り方実測を用い、平板実測は

補助にとどめた。②原図の縮尺は 1/20に統一したが、遺構・遺物の細部については、必要に応

じて 1I 10縮尺を採用した。

(5) 関連科学との連けいについて 総合的な見地からの記録作業という意味で、考古学

のみならず関連科学の研究者、とくに自然科学系統の分野との連けいに留意し、調査現場の実

見と見解を求めることにつとめた。

3 整理について

整理にあたっては調査の性格（「緊急調査」と「記録保存」）を十分に考慮した。したがっ

て可能な限り詳細な記録を作成することと、その公開を主目的とした。なおいわゆる「行政調

査（とくに緊急調査）」と「学術調査」の異同を、その「現場」に投入された技術、方法の次

元に還元して論ずるのは妥当ではない。 「緊急調査」の「現場 ・調査」の位置づけについては、

本課にも若干の反省点がある。

(1) いわゆる「珍品主義」 ・「一番主義」を排し、得た資料のすべてを観察し、それぞれに

応じた記録を作成することを目ざした。各調査地（「遺跡」） ・調査資料の正当な評価の資料を

提示するためであるし、それが「記録保存」の趣旨にも連なるからである。その結果として記

述が若干繁雑になった。ただし実際上は、調査担当者の設定仮説が整理担当者に十分に伝わっ

ていないなどのことも目立ち、満足のいく整理を必ずしもなしえなかった調査地もまた多い。

遺憾である。また本書に提示した諸仮説、見解は本課の統一見解ではなく、整理担当者のそれ



である。具体的には ①観察事項の正確な伝達 ②仮説の提示とその展開、吟味 ③新規の仮

説 問題点の提起 ④新しい資料操作法の提示などを目ざしたが、前述のように必ずしも十分

には実施できなかった。

(2) 調査地はそれのみ単独での評価は避け、一定の地域内とりわけ他の「遺跡」との関係を

重視して解釈 ・評価するように努めた。 「周辺の遺跡Jの項がやや繁雑にわた っているのはそ

の為である。これは(1)の実践をめざすのみならず｀遺構存在を遺跡成立の絶対条件視する見解、

への反論のためにも必要であり 、とりわけ埋蔵文化財保護にはきわめて重要な観点である。

(3) 調査時と同様に「関連諸科学 ・諸技術との連携」に留意した。(1)でのべた目的を満足さ

せる為に必要不可欠であり、さらにはその保存処理 ・ 各種データの蓄積 • その公開も本課に課

せられた責務だからである。今後の継続実施を考慮し、可能なものは努めて本県内の機関 ・公

所 ・その他に連携ないし委託先を求めた。具体的実施例は、年代測定 （カ ーボンディティ ング

・熱Jレミネッセンス法他） ・材質鑑定（石材他） ・樹種鑑定（木器 ・木材 ・柱脚他） ・種子鑑

定（炭化米 ・雑穀類 ・雑草類他） ・花粉分析 ・人骨（歯）鑑定 ・獣骨（家畜を含む）鑑定 ・組

成分析（釉薬 ・土器胎土 ・火山灰他） ・燐分析 ・地質学的諸分析等にわたるが、今後も新分

野を加える必要がある。保存処理は木器 ・木材 ・柱脚類、鉄器類を中心に実施しているが、こ

れも今後さらに新分野のものについて実施する必要がある。地質学的知見 ・教示は(2)などとの

関連で、調査地および周辺の「遺跡」の立地・占地に関して、また遺物と出土層（とくに火山

灰層）との関連に留意して援用した。大規模調査地については航空写真 ・ステレオカメラにも

とづく作図を採用した。

(4) すべての対象（遺構 ・遺物 ・「遺跡」）について、技法的分析に加え組みあわせ重視の

観点をも加えてある。

(5) 以上の技術的基準 ・指標として 「出土遺物の整理について」 （昭和47年作成のち一部修

正）を作成し大略それに準拠した整理を実施した。細部は省略するが、大枠は①観察事項を正

確に伝えるための作図法他の技術的部門、②文章表現上の留意点とからなる。後者については

観察事項と解釈の峻別 ・不明事項の不明の理由の明示などがとくに求められている。

(6) 得た厖大な資料の公開は、別途計面のもとに実施されるであろう。
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第 1表 東北縦貫自動車道関係調査遺跡一覧

農市町村名 洵~ 遺跡名 調査年度 農市町村名 ぬ 遺跡名 調査年度 襲市町村名 No 遺跡名 調査年度 農市町村名 ぬ 遺跡名 調査年度

西根町 1 松 Ill 52 26 上平沢新田 50 51 梅ノ木 V 49 76 石 田 49•50· 51 
滝沢村 2 木 賊川 52 27 栗 田 I 53 賀 52 梅ノ木 VI 50 11 南矢 中 49 • 50 

盛 3 卯 遠 坂 52 紫 28 栗 田 a 53 53 梅ノ木 vn 50 沢 78 西 田 49 

4 根 掘坂 52 29 栗 田 m 53 北上市 54 飯 豊 49 79 前谷地 49 

5 高屋敷 皿 52 • 53 30 浦 田 B 50 55 藤 沢 49 80 袖 谷地 49 

6 高屋敷 。 52 31 浦 田 A 50 江釣子村 5fi 鳩 岡 崎 48· 49•50 胆沢町 81 中 ノ 森 48 

7 大久 保 51 32 柳 田 館 50・51 北 57 下・谷地 A 48 前沢町 82 泊 ケ 崎 48 

8 大 緩 51 33 大 明 神 50 58 下谷 地 B 49 83 新 城 48 
ヽ

9 高 柳 51 34 墳 館 50 • 51 59 上 藤木 48 84 徳沢一 里塚 49 

岡 盛岡市 10 幅 51 35 後在所 A 49 60 猫谷地 48・49 衣川村 85 東 裏 48・49 

II 太田方八丁 51 • 52 波 36 後在所 B 51 北上市 61 成 沢 47 86 :lt . 館 48・49 
12 竹 花前 51 37 後在所 C 49 62 下成沢 47 87 伝大手門跡 48 

都南村 13 下羽 場 49· 50•51 38 後在所 D 50 63 大谷地 47 88 衣川柵凝定地 48 

14 湯沢 A 49・50 石烏谷町 39 大地 渡 49 6~ 上大谷地 47 平泉町 89 大 沢 48・49 

矢 15 湯沢 B 49 • 50 花 40 大瀬川 A 48・49 上 65 土井 A 47 90 第二月見山 48 

16 湯沢 C 49 41 大瀬川 B 48 66 土井 B 47 91 毛越 B 48 

I 7 稲 荷 49・50 42 大瀬川 c 49 67 土井 C 48 92 毛越 C 48 

矢巾町 18 本松 48・50 43 野 田 48 68 土井 D 50 93 毛越 A 48・49 

19 大渡 野 49 44 上 台 49 金ケ崎町 69 中 荒 巻 47・50 94 片 岡 49 

20 宮 fEI B 49 巻 花 巻市 45 南万丁目 48 70 上 餅 田 50 95 白幡神社 51 

21 宮 田 A 49 46 古 館 47 水 71 西 根 50 関 ー 関市 96 宮 田 49 

巾 22 南 野 49 • 和賀町 47 梅ノ木 I 49 72 鳥海 B 50 97 月 町 49 

23 桜 屋 49 48 梅ノ木 [J 49 73 烏海 A 47 98 下モ下釜 48 

24 久保屋敷 51 和 49 梅ノ木 m 49 水沢市 74 今 泉 50 99 鈴 ケ 沢 51 

紫波町 25 宮 手 49 · 50 •51 50 梅ノ木 IV 49 75 西大畑 49・50 
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第 1図 岩手県における東北縦貫自動車道関係遺跡分布回
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24. 久保困敷遺跡

I : 50,000 士
口＿＿―-ロ

, ooom I 000 2000 3000 

第 1図 調査遺跡位置図
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第2図地形区分ならびに「遺跡」立地図
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矢巾地区概観

1 地形概観
となん ゃは"

本調査区は行政区画上は都南村 ・矢巾町の二町村からなるが、地形のま とま りとの関連上、

しづくいし たきな

以下の説明は「雫石川以南～滝名川周辺以北」を中心とする範囲について行なう。したがって

しわ いしどりや

蘊箇市 ・紫波町 ・石鳥谷町の一部を含むこととなる。

本調査区の地形は大別して山地 ・丘陵地 ・台地 （段丘） • 河岸低地などからなる。中央部に
きたかみ

は、北端部の雫石川に沿ってやや西方に折れ曲がる他はほば南北にのびる北上川河岸低地があ

り、北上川はその東縁を直線的に南流する。北上川に沿って巾 1~3kmの谷底平野か形成され

ているが、そこには旧河道 ・自然堤防などが数多く見られる。
あづま ね

北上川西方には東根山 (950m)を最高峰とする標高 500m以上の第三系よりなる山地が

ひかえ、断層線崖と思われるその東縁には大小の扇状地群が発達している。また山地東縁のさ

いなり いいおか ゆざわもり じようない きたやら ひづめ しろ

らに外方には安山岩の露出が見られ、稲荷山 ・飯岡山 ・湯沢森 ・城内山 ・北谷地山 ・日詰の城

やま
くづまる

山などとして残丘状に存在する。山地からは若干の河川が東流するが、本調査区付近には葛丸

たきな あさじま

川 ・滝名川などがある。北上川東方には朝島山を中心とする北上山地の西縁部を構成する山地

と、 その前縁に標高300m以下の丘陵が見られる。

北上川に沿って巾J~3krnの谷底平野が形成されているこ とは既にのべたが、これを除けば

北上川西岸の河谷平野のその他の部分の大半は台地 （段丘）である。これらはいずれも扇状地

や旧河床が段丘化したものである。中川久夫氏らによれば、盛岡～花巻間の段丘群は大別して
IC まいばし はなまき いいおかの

四面からなり、 古期から順に①石鳥谷段丘 ②二枚橋段丘 ③花巻段丘 ④都南（飯岡野）段

丘である。
つら t;'"C かたよせ

高位の石鳥谷段丘は本調査区内には見られず、南方の土舘 ・片寄など西部山地東縁の山麓部

に顕著に見られる。他には日詰付近から石鳥谷付近にかけて、後述の花巻面上に残丘状に残片

的に分布する。

中位の二枚橋段丘は日訳以南に発達するが、本調査区では西端の山麓部に部分的に見られる

じん おか さようでん

のみである。石鳥谷までの間では陣ケ岡の周辺（陣ケ岡そのものは高位段丘）、京田付近など

石鳥谷段丘にともなって分布する。

低位段丘は細分されており 、まず花巻段丘は本調査区周辺の主面をなし、西部後背山地東麓

から東方に広範に発達する。既述の二段・丘よりは新鮮な面をもち傾斜も急で、複合扇状地状の

等高線配置をなす。それは西半部においてとくに顕著である。

都南段丘は花巻段丘の外方またはこれを刻む河谷に沿って見られる。日詰以北においては一
おお た

般に河岸面との比高が小さく、その境界が不明瞭になる部分が多い。盛岡市太田周辺 ・都南村

どめさ

百目木付近では比較的顕著である。
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飯岡野段丘は都南段丘に相当するものと思われるもので、西方後背山地山麓に存在し、とく

に北西部の飯岡野に顕著に見られ、花巻段丘面をおおう礫屑として発達している。
おと ベ ICしながおか

北上川東岸においては段丘の発達は不良であり 、乙部から西長岡にかけてやや顕著に見られ

る程度である。北上川の両岸における段丘発達の非対称性は特徴的なものである。
ひらさわ

本地区内における主要な水系は北上川水系のみであり 、他には葛丸川・滝名川• 平沢川 ・五
な9ヽ

内川などと、それらの中小河川に注ぐ谷および沢がある程度である。北上川西岸の段丘発達部

分には水系はほとんど発達せず、段丘を切 って北上川に注ぐ支流が見られるにすぎない。

なお本地区における火山灰層は顕著ではなく、 二枚橋段丘および石鳥谷段丘上に薄く見られ
しぶたみ くろさわじり

る程度である。他地域と比較すると北部のものは渋民火山灰の、南部のものは黒沢尻火山灰の

それぞれ一部を含むと考えられている。

2 調査地周辺の諸「遺跡」とその占地

以上のうち北上川西岸部を模式図的に第 2図に示した。基図として中川久夫氏他の業績、佐

藤二郎氏の最新の研究成果を用い、他に岩手県農地林務部北上山系開発調査室編集「北上山系

開発地域土地分類基本調査、盛岡」 、 「同 H詰」をあわせて用いた。これに昭和53年11月現

在、当文化課が把握している「遺跡」 （ただし現段階では埋蔵文化財包蔵地的な把握にしかす

ぎない）その他を重複させて示した。

これを概観すると大略以下の特徴を指摘できる。ただし以下にあげた各「時代」内の細かい

「時期」についてを本課では正確に把握していないので、時代の大枠を示すにとどめたし、「遺

跡」名はとくに著名なもの以外は示さなかった。その個々が「遺跡」の概念にまで高められて

いないゆえである。

(1)縄文時代の「遺跡」は河岸低地と都南段丘面上には極めて稀という特徴をもち、花巻段丘

とそれより高位の二段丘上、後背山地山麓緩斜面上、残丘状の上位段丘、山地などに大部分が

占地するらしい。この占地は他の時代に比し、比較的強い規制力をもっていたように思われる。
にしだ

後背山地近くや、上 ・中位段丘上に大規模集落が立地する例が知られる。紫波町西田「迫跡」
ゆざわ

は高位段丘に、都南村湯沢「遺跡」は中位段丘にのる。大規模集落と中小規模の「遺跡」とり

わけ「遺物のみ検出されて遺構が無い遺跡」は、それらを個別にではな く総合的視野からとら

えるべきである。集団領域論的視点は「遺跡」観に必要不可欠のものである。その意味で、稀

にではあっても低地 ・都南段丘面上の段丘崖近くに占地する例は、 「生業論」 ・「集落の社会

的分業 ・機能論」的観点からも考察されるべき対象であろう。

(2)弥生時代については該当例が少ないので不明な点が多いが、(1)と重複することが多く 、(1)

と類似した占地といっておく 。ただし低地に見られないことは既述の観点からすると重大な問

題を提起するが、類例の増加をまつべきであろう。
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(3)奈良 • 平安時代（古代）の「遺跡」 はその数がもっとも多く、はとんど全域にわたり分布
おおた

する。とくに都南段丘面上や自然堤防上などの比較的低地への進出が顕著である。盛岡市太田
ほう"つちょう とくたんじよう えぞもり

方八丁 ・矢巾町徳丹城擬定地の城柵 ・官街遺跡、矢巾町秋森古墳群、都南村百目木 「遺跡」な
かみおお た え ぞ もり

どは都南段丘面上に、盛岡市上太田蝦夷森古墳群はおそらくは自然堤防上にのるものであろう。

城柵 ・官衛遺跡の周辺にいわゆる集落址 ・古墳群といわれるものが存在する事実は、既述の総

合的視野を必要とする具体的事例の一つであろう。蛇足ではあるが 「窯跡」とみなされるもの

が花巻段丘相当面上に数例知られるが、その中の一例は平安時代も比較的古い段階のものと思

われる。今後この種のものの追求も意図的になされるべきであろう。なお西方の後背山地山麓、

高位段丘上の頂部の平坦な丘陵上など比較的高位置をも占地している事例には、(1)でのべたの

と同様の観点を導入すべきことはいうまでもない。

(4)中世 ・近世は「遺跡」視された対象が限定されてしま った調査上の不備もあり 、その限界

はおのずから明らかであるが、まず城舘は後背山地の斜面、高位段丘上の頂部の平坦な丘陵の

一部、残丘状の高位段丘、・山地などに立地するものがはとんどである。これには当時の交通路

という要素も作用していることはいうまでもなかろう。中世の「豪族屋敷」は花巻段丘面上の

沢にのぞむ位置に一例が知られている。一里塚は街道との関係で低地、都南段丘面上などに見られる。

なおいずれの時代においても、より日常的と思われる「遺跡」は段丘崖、段丘面上に刻まれ

た河谷 ・沢にのぞむ地点などのような水辺に近くかつそれより上位を占地する特徴をもつ。

第 2図に示した東北自動車道関連の調査地の立地を一覧すると、まず調査区内のものとして

⑬下羽場 ⑭湯沢A ⑮同B ⑮同C ⑰稲荷 ⑱一本松 ⑲大渡野 ⑳宮田A ⑪同B ⑫ 

南野 ⑬桜屋 ⑭久保屋敷があるが、これらはすべて花巻段丘面上にのる。⑬～⑱は段丘崖で

しかも面を刻んだ沢の沢□（谷口）部分にあたり 、⑲～＠は段丘崖よりやや西方に入った段丘

面上で、それを刻んだ沢をのぞむ緩斜面に位置する。⑭は扇状地地形をよく保った部分の東縁

部に近い。調査区以外では⑪太田方八丁 ⑫竹花前 ⑮宮手 ⑮上平沢新田 ⑰栗田 I ⑱同

II ⑲同Ill ⑳浦田A R 同B ⑫柳田舘 ⑬大明神 ⑭墳舘 ⑮後在所A ⑮同B ⑰同C

⑱同Dがあるが、⑪ ・⑫は都南段丘面上で、前者の北限部はその北縁部、後者はその南端部近

くにあたる。⑮ ・⑰～⑲は花巻段丘面上で沢にのぞむ部分、⑮は中位段丘の西南縁部の段丘崖

近くにあたる。⑳～⑱は後背山地東縁に比較的顕著に残存する石鳥谷段丘上の頂部の平坦な丘

陵部、緩斜面などに立地している。

最後に再述するが、 「遺跡」を個別にとり扱うのではなく 「遺跡群として総合的、ダイナミ

ックに扱う」ことは、今後の埋蔵文化財保護運動 ・同行政とくに後者に必要とされるものであ

る。 「遺構のある部分のみが遺跡J的な旧態依然たる「遺跡」観は早急に払拭されるぺきであ

るし、それは本県の如き環境の中ではことにも保護行政側にまず求められるべきものである。
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下 羽場遺跡

遺跡名：下羽場（略号SHB76)

遺跡所在地：紫波郡都南村羽場11地割

調査期間：昭和51年9月18日~12月11日

調査対象面積： 4,800m' 

発掘調査面積：ほぼ全域
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I 位鴛と立地

本遺跡は、東北本線岩手飯岡駅より西方約 4kmの矢巾町界に近い都南村羽場に所在し、北上

川西方に南北にのびる段丘岸を有する盛岡段丘面上の段丘縁に立地する。東南方somのところ

は、湯沢川によって開析されている。標高約 127m、段丘岸上と岸下との比高は約 4mである。

周辺は、近世の鹿妻堰用水路、幹線水路が走り 、西側は山際付近まで畑地が多く 、東側には水

田が開ける。本遺跡範囲内の土地現状は、宅地と水田である。

なお、南側同一段丘面上には、湯沢A、B、稲荷、 一本松等の諸遺跡が存在する。何れも平

安時代の遺跡と目され、時期的には本迫跡との関連が推察される。

II 層序と土質

第2図下羽場遺跡甚本土層図

第I層：黒渇色土 0耕作而 （稲作）
20cm前後、削平激しい、円礫含

む。

第0層：黒 色 土 OR卜けが極度に削平されている為、
(20cm) 現在の耕作土。遺物含む、遺構

検出面。

第Ill層 ．・黒 色 土 〇樅乱が及ぶ、遺物含む。浮遊焼

(5 ~10cm) 土面、シルト含む。

第N層：素色粘土質 0住居跡の床面を形成、調査時の検

シルト (30-35) 出面。
粘性が強い。

第v層：浅黄橙色 05号溝が形成、粘性が極度に強
粘土質土 ぃ。下層は白色化した粘土層。

I. 1J. ill<>耕作時の授乱で移動が激しい。
Il m⇒遺物が集中して含まれる。

下羽場追跡基本土圏は、上圏に示されるように 5層に分けられる。但し、調杏以前の段階で

工事あるいは耕作による削平、撹乱を受けた部分もある。特に、北側段丘面から凡そ6Qm以南

は、それが激しく地山粘土質シルトUVか硲出している場合もある。総じてA、B、C、Dブロ

ック共、東側部分である。

基本層補足

I層 ： 本遺跡内中央部分から西側部分にかけて残っている。他の部分にあっては前述の
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如くである。

I脳中には、表採に於ても遺物が確認されるが、大半は細片であり 、基本的には、

撹乱による結果として、Il~ ID屑からの浮上遺物としてと らえられよう。
JI層 ： 厚さ 20cm前後の層である。この層も耕作が及ぶ層であり、上部ほど土の移動が激

しいと思われる。

同層からは、各種杯類の他、 須恵器甕片、 土師器甕片等が数多くみられる。土質

は、ほとんど下語 (ID層）と変わりない。緑釉陶器は、m層に近い下層部分に存し

ていたものであり、浮遊焼土面に も近く 、本来的には、rr層下部段階における遺構

の存在も考えられるが、確定し得なかった。

rn層 ： JI陪と同一の土性、土色を呈す層であるが、粒子の細かい、ン）レトが霜降り状に混

入する。脳の厚さは 5~!Ocrn程度であり 、多くの住居跡内最下層部に推積している

土に近い性質のものである。なお、土中に含まれる粒子の細かいシル トは、第lV暦

にもみられるが、 0I層と同じく全体の色調を変えるほどの量でもない。

また、住居跡内に入りこんだと思われる黒色土中には、第13号 ・23号竪穴住居跡

のように浮遊焼土と呼ばれる焼土遺構が存在する場合もあり 、0I屑段階における遺

構の存在の可能性が考えられる。即ち、住居跡がある程度まで埋ま った時点での再

利用があ ったということである。

なお、0I層は、 上層推積層が極端に薄い部分においては、耕作等の撹乱が及び、

遺構そのものが破壊されている例もあると思われる。

VI層 ： 調査時点における遺構検出面としてとらえられる層である。粘土質土的であり、

ややザラザラした感じが手に残るような土質である。また、シル ト的な特徴を有し

ている。厚さは約30~35crn内に留まる。

本調査地内において確認された各遺構は、この層を基底として掘り込んで形成さ

れており、住居跡、ヒ°ソト 、溝等の底面（床面） 、壁面などを構成しているもので

ある。但し、6号大溝は、同陪を更に掘り込んで形成されており 、底部面はV層の

粘土圏にまで逹している。

v層 ： 浅黄橙色を呈し、粘性の強い脳である。下部にいくにしたがって、黄橙色から灰

白色的色調とな っている。他の混入物はま ったくみられない。

この陀まで掘り込んでいる遺構は、前述の如く 6号大溝だけであり、 他例はない。

追構検出面 (ill胴）より約50~55cm下部に存在する陀である。

また、V岡以下にあ っては砂礫厨が続くものと思われる。
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m 発見した遺構と遺物
/.2>. 

鯛
胃
）

第1表堆積土層一覧

八 堆積十．色 甚本 陪 杵 徴

① 暗褐色土
（カマド）

焼十ー、遵物混人

R 暗褐色士 （坪/P.:祁）
焼十:,,、くまず

③ 
にぶい 黄褐

焼十． 達物ふくむ
色シルト

④ 懇色土 焼七 ・多1,tにふく

15) 明赤褐色焼 （カマド：¥ill 
土

⑥ 赤褐色焼士 （坪迅；祁I

⑦ ほりすぎ部分

ピッ ト堆積十．廣一t.;

① 黒色土 ピ・， 卜1 

② 昭褐色土 ピ／卜2 3 4 5 

I

L
O
 

2m 

第4図 第1号竪穴住居跡実測図

ム ⑦

1 竪穴住居跡と出土遺物

第 1号竪穴住居跡 第 4- ]図写真 2~4

本遺跡内北西部に位置しており 、西側 3分の 2程度が調査範囲外にくい込むため未調査部分

も多く全容は明らかではない。

東壁 3.5 m、南 ・北壁の残存辺長は各々 2.5 m、0.8mであるが、本来的には隅丸方形のプ

ランを呈するものであろう。壁高は、残りの良い東壁部分で約10cm平均で若干の傾斜を持って

いる。

床面は褐色粘土質シルトで、推積度に比していくらか堅い程度である。住居跡南壁から東南

隅付近にかけての床面には、 L 2 x 0. 6 m径の範囲で焼上の広がりがみられ、且辺から遺物が

出土している。ピットは住居跡内に 2個 CP1~P2)、 屋外に 3個 (P3~Ps) が検出された。

P1を除くピットの推積土は、住居跡とのそれとは異っているため、当遺構に直接的に伴う もの

であるかは断定できない。P1は調査区外に及ふ部分もあり、全体のプランは判明しないか、残

存部分で南北約 Jm弱位であり 、深さは床面から10cm程度である。遺物は一点も出土せず、当

遺構内での性格は不明である。

カマドは、東壁南隅付近に位置しているか、袖部の施設は確認されない。焚口部分は30cm径

の楕円形状に焼土が広がり 、2~3 cmの段差をも って煙道部につながる。焚口部分は、断面でみ
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ると若干掘り込んだ窪みがみられる。煙道は全長70cm、巾約30cm平均で、地山を25cm内外丸底

状に掘り込んだものである。煙道の周壁は赤く焼けており、また煙出し部分からはB類杯が伏

せた状態で出土している。なお、他の施設は検出されていない。

出土遺物 実測された土器は、内外面に器面調整を施さない酸化焔焼成の杯（以下B類と

記す。なおA、B、C各類については102P.a各類についてを参照されたい。）が 1点、破片な

がらも鍔を持つ器形の土師器一点である。須恵器（杯類にあっては以下A類と記す）は、底部

を含む杯の破片、甕類も極少の破片が出土する。内黒の土師器杯（以下C類と記す）は床面上

からの出土はなく 、埋土中に体部片が僅か一片ある程度である。

A類は前述の如く破片だけの出土であるが、床面からヘラ切と回転糸切による切離

しの底部片が各 1個体づつみられる。ヘラ切による杯は他にJO号住居跡にも散見するが、何れ

の場合にも回転糸切との共伴をみせる（写真No37)。なお、これらの遺物は、全て再調整を有し

てはいない。

B類はNo53の杯があり 、比較的深目で口縁が若干外反する器形である。底部には明瞭な糸切

痕を残し、再調整はみられない。胎土中には粗砂、石英細粒を混入しており粗悪であるが、焼

成は良好である。この他に同類の底部片が 3点みられるが何れも回転糸切による切離しであり、

残存部分にあって再調整の痕跡はみられない。量的には、この種の杯片が最も多いようである。

甕類は、焼土上よりロク ロ成形の土師器底部片が出土している。これは回転糸切による切離

しのものである。この他にロクロ不使用の体部片がみられるが、この場合は外面にヘラ削り、

内面に刷毛目痕をみせる。須恵器は、内外面に叩目を持つ体部片が一点あるだけである。

その他の土器としては、 NoJOIの土師器がある（写真No.73)。これは口唇下約 1.5 m付近に

鍔を持つ釜形の器形であって、土師器では他に例をみない、須恵器では、小片ながらも第23号

住居跡に 1点だけある。

―-

ーニ ニロ
No.53 -—-

No.101 

第4-疫] 第 1 号竪穴住居跡出土遺物実測図 S -½
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第2表
堆積土層一覧

＼ 堆積土色 基本層 特徴

① にぷい カマす［上れ部構造
褐色粘土 の〈 たもの

② 暗赤褐色 カマド部
焼土 煙道部

＠ 
③ 焼明赤土褐色

④ 褐色土

⑤ 黒色土 III 

⑥ 黄褐色粘土

⑦ 黒褐色土 I 1層と類以する
が焼土混人

⑧ 
極暗赤褐色
焼土

ピッ ト堆積土層

黒色土(ffi) ピピッットト 6I黒-褐5色土(I)

④ ⑤ 

'""1"ヽI'"I I I ii'I I I I I I I』
第5-1図

0 1 2 3 m 第 2号竪穴住居跡平・断面図

第 2号竪穴住居跡 第 5- 1図 写真 5~7

当遺構周辺は、表土が薄いため耕作時の撹乱等が広範囲に及び、遺構の北壁から東壁にかけ

ての破壊が激しく全容は明らかでない。

南壁4m、西壁約 4.5 m、東壁の残存長4mで隅丸方形の平面プランを呈す遺構であり、残

存する壁の高さは遺存状況が最も良い南壁で約10cm程で外傾気味である。床は褐色粘土質汐レト

で推積土に比して若干固い程度である。東壁中央部付近の床面直上には、 1. 65 ID X 1. 15 IDの広

範囲で炭化物の多い焼土層が見られ、多量の土器片が出土している。ヒ°ッ トは屋内に 5個 (Pi

~ P5)、屋外に 1個 (p6)、計6個確認されている。 P,~P5の推積土は黒色土一層で占められ、

住居跡の推積層と一致することから遺構に付随するピットと判断される。なおPi、p4は床面か

らの深さが36cm、10cm、直径45cm前後の円形で垂直に掘り込まれており、 P1に於ては掘方を有

しはほ柱穴と思われる。又、 p6については推積土が必らずしも住居跡推積土と一致しないこと

から当遺構に直接的に関わるものであるかは確定しない。

カマドの遺存状況は削平などの撹乱が多く全容は明らかでないが、東壁中央部に位置し、燃

焼部は30X 20cmの楕円形を示し、床面を若干掘り窪めた状態で形成している、底部面は赤く焼

け、固くしまって確認された。煙道の長さ約63cm、巾25cmで、地山を 7cm程度U字状に掘り込ん

で形成されているが、部分的に撹乱を受け全容は不明である。煙出部は、径30cm前後の楕円形
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で若干掘り込んで構築しており、周壁は赤く焼けていた。貯蔵穴はカマドの南側に位置し、長

径65cm、短径35cm、，深さ16cmの楕円形で底面はほぼ平担である。なお周溝は確認できなかった。

出土遺物 ： 実測可能な土器は、内黒土師器杯 cc類） 一点、内外面無調整の赤褐色を呈す
坪 (B類） 二点である。後者の杯類が量的には最も多く 、以下内黒土師器杯、須恵器杯と続く 、

須恵器は杯類のみならず甕類にあっても微少である。

(1)坪類 ： 内黒土師器杯はNo.2 (写真No.20)であるが、これは回転糸切無調整で、この種

の坪の中では最も器高が低く小さ目である。体部は若干ふくらみを持ちながら外傾する口縁に

つながり 、体部外面には沈線状の ロクロなで痕が見られる。内面は平滑である。ヘラ ミガキ仕

上げと思われるが単位は、はっきり しない。また、胎土は比較的良質であり 、焼成は普通の仕

上がりである。須恵器杯は、くすぺ色を呈すが細片のため詳細は不明である。

酸化烙焼成と思われるNo.1、No.3の杯は、何れも住居跡内の焼土上よりの出土である。両者

とも回転糸切無調整の杯であるか器形を異にするものである。No.3は小型で土師器的なタイ プ

の杯であり、体部の凹凸は目立たず、ふくらみを持って立ち上がり 、直口気味の口縁につなが

る。体部と底部との境界は明瞭であり 、底部の器肉は厚目である、体部外面には部分的に黒色

変化の痕跡がみられ、また、胎土中には石英砂粒を若干混入しているが、そう悪くはない。ま

た、外面中央部付近には、実測図の如き墨書を有している。

No. Iの杯は、口径が大き目で外傾の度合が強くなる器形で、その分、口径と底径との比は大

きい。体部は若干ふくらみを持ち、外反する口縁につながり、全体的に器肉が薄く、軽い感じ

のする坪である。

他に同類の杯の底部破片が 2片出土しているが、何れも回転糸切の切離し痕を持つ。これら

はその残存部分にあ っては、調整を持たないものである。

(2)甕類

土師器の甕は多量に出土しているが、完形品はみられない。No.102 (写真No.68)のカメは ロ

クロ成形のもので、やや小型である。口唇部に窪みを持ち、 胎土、焼成共比較的良質のカメで

ある。推定口径はおよそ 18.9cm位である。

ロクロ不使用の破片には、外面ヘラ削り、内面ヘラナデの痕跡を持つものが含まれ、ロクロ

使用のものは、焼土中から回転糸切による切離しの底部片が出土。前者には、厚手の長胴カメ

があるが、外面には雑なヘラ削り、内面は刷毛目状の痕跡がある。口縁部分が短かく 、直角に

近い形で反るのが特徴である。胎土はあまり良くない様である。また破片の上での量的な比は

ロクロ成形のものが多いようである。須恵器では磨滅した体部細片が出土しているが詳細は不

明である。
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第5-2図 第 2 号竪穴住居跡出土遺物実測図 S-½

第3号竪穴住居跡 第 6- )図写真 8~9

東西に走る農道下に食込み、極度な撹乱を受けている為に全容が明らかでない遺構である。

（重複） ：同一床面、同壁を使用した二時期に渡る遺構で、旧床面を部分的に黄色粘土で固め

床面を形成している。南壁 3.75m、東壁 ・西壁の残存長は各々 1.7 m、 1. 4 mで隅丸不整方形

の平面プランを呈すものと見られる。壁の高さは遺存状況の最も良い南壁で約15cm程度であり、

部分的に10cm内外のところもみられる（貼床部のレベル） 。なお壁は外傾する。床は褐色粘土

質シルト（旧期）であり、部分的に黒色土と黄色粘土で固められている箇所がみられる（新期

住居跡床面） 。また、東壁中央部から50cmx 45cm程度の規模をもつ焼土痕と東南隅から45X 35 

cm程度の焼土痕が確認された。いづれの焼土痕からも土器片が出土している。

ピットは壁内に 3個 (P,~P3)、壁外から 1個 (p4)、計 4個確認された。P,は若

干焼土粒を含み土質は第 1期住居跡推積土層と同質であることから旧期に付随するものと考え

られる。直径35cm、深さ約10cm程である。p4は径30cm、深さ 10cmで楕円形の平面プランを示し、

推積土は P,と同質であることから旧期住居跡に付随すると思われる。なお P2~P3は近世に

おける撹乱ヒ°ットと思われる。柱穴と思われるビットは確認できない。
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第3表
堆積土層一覧

C!l 

＼ 堆積土色 賢 特徴
① 黒色土 皿 住舷屋卜跡層

② 黒渇色土 I 住I・.居跡層

粘土と 黒色土と

③ 黒色土 粘土の混土

の混土 （貼床部）

黒色土と

④ 
枯土プロ

貼床部
ックの浪
土

粘土料に
ピット

⑤ 若干)).¥色
土混人

3. 2 

⑥ 
浅黄橙

カマド部
色枯土

⑦ 黒褐色土 I 煙道部

⑧ 赤褐色焼土 カマド部

ピット堆積土層一覧

Il ピット
黒土色 I 

皿 I・4 

ぃ一—し」___j__J _____」
I 2 3m 

第6-1図 第3号竪穴住居跡実測図

カマドは、東壁中央部と南東コーナ一部に構築され、前者は袖部を伴わず燃焼部径が50cm内

外の楕円形を示すプランで、床面を若干掘込んで形成しており薄赤く焼けている。長さ約60cm、

巾約30cmで、ほぼ磁北から南東方向に突き出た煙道をもつ。焚口と煙道部の境は、はっきりせず

ほば直結する。後者は焼土範囲が前者に比してやや狭く 45cmほどで、焼土が東壁、南壁にもお

よび赤く焼けている。また袖部の基礎となる粘土の高まりや角礫等は確認されず、伴わないもの

と思われる。なお燃焼部は、床面を若干掘込んで形成されているようであり、煙道との境は 6

~ 8 cmの段をも って明瞭に区切られている。長さ 120cm、巾30cm、深さ 15cmのはぼ南向きに突

き出た煙道をもつ。煙出部は、直径30cmで円形のプランを示し、深さ 20cmに達し、煙道部より

若干深く掘込んで構築している。これら両者の前後関係は、遺構推積土層（黒色土）と各カマ

ド構築状況との比較で明らかであり、前者（第 2カマド）が旧住居跡に伴い、後者（第 1カマ

ド）が新期住居跡（貼床を伴う遺構）に伴うカマドと考えられる。なお両者のカマド周辺から

若干の遺物が出土している。両者の前後関係は、遺物の比較でみる限りではあまり時間的な差

はないものと思われる。

出土遺物は全て破片だけの出土である。貼床面から回転糸切の須恵器杯底部片、体部細片、
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内外面に調整を持たない種類の体部細片若干の出土である。

カメ類については、土師器では回転糸切の底部片、外面にヘラ削り、内面に刷毛目仕上げ痕

を持つ体部片、須恵器では叩き目痕を持つ体部片が見られる。

この他台付杯の一部と思われる破片があるが詳細は不明である。

8 ~ 吋讐g

第4表
堆積土層一覧

＼ 堆積土色 基本層 特 徴

① 黒褐色土 I 住居跡堆積層の上部

② 黒褐色土 I シル ト多貨に混入4号溝

③ 黒色土 Il 遺を物ふく（坪む片）、甕片

④ 黒色土 皿 シルSのトくをずふれくたむ層
（壁 ）

-8 ⑤ 黒色土 III 焼遺物土などをふくむふくむ

⑥ 褐色粘土質シルト N 
焼土が混入、遺物
（坪）をふくむ

⑦ 暗赤渇色焼土 カマド部堆積層

⑧ 明赤褐色焼土 カマド部堆積層

⑨ 明赤褐色焼土 上部層にシルト混人

⑩ 暗褐色土 焼土が多最混入

⑪ にぶい 炭固化物混入、やや
赤褐色焼土 くし まっている

⑫ 黒褐色土 焼土混入I 1111l 1111l1111l1111l111, l111, I 
0 1 2 3 m 

⑬ 黒褐色土 焼土、 シルト混入

第7-1図 第4号竪穴住居跡平・断面図

第4号竪穴住居跡 第 7- 1図 ・写真10~13 

北壁が東西に走る第 4号溝によって、また、住居跡内中央部分は第 3号溝によって破壊され

ており、あまりは っきりしない遺構である。南壁辺長 3.7 m、東 ・西壁の残存辺長は、各々2.7 

m、2.05 mで不整形なプランを示す。壁高は、残りのいい部分で約18cm位である。床面は、褐

色粘土質シル トであり、南から北に向って微傾する。また、特につき固められた形跡も観察さ

れず、埋土に比して若干堅い程度である。 ピット類は、はっきりと住居跡に伴うものと断定で

きるものはなく、周溝等の施設もみられない。

カマドは、東壁中央部付近に位置し、床面上に広範囲の焼土がみられた。遺物は、この焼土

内にもかなり集中している。焚口部は、直径50cm内外の円形状を呈し、床面をやや掘り込んで

形成されていたと思われる。焚口に関わる上部構造は特に確認されず、長さ約 lm、巾50cm、

深さ約25~30cm程度のやや巾広の煙道が残っていた。この部分は、撹乱された形跡があり 、本

来的には、もっと巾のせまいものであったと推察される。また、 焚口部と煙道部の境界は、 2

cm程度の段でも って区切られている。
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貯蔵穴については、精査以前の段階では、カマド南側に位置する張出し部分に想定されたが、

推積土胴が、粘土ブロック混じりの黒褐色一層で占められ、住居跡推積層とは一致せず、直接

的には、人為的な埋め込みを配慮してもなお、住居跡に関係する施設とは考えられない。

出土遺物 第 7- 2図

実測可能の土器は、杯類が 7点、須恵器］点あるが完形品は少ない。

(1)坪： 須恵器杯はNo.25があるが反転復元によるものである。体部は緩く立上がり、口縁

は直線的に外傾する。切離しは回転糸切無調整で、 形態は須恵器杯的な ものであるが、体部

上半と下半の色調が異なる。上半はくすぺ色的で下半は黄橙色を呈している。全体として良質

な胎土だが焼成が弱いためか若干もろい感じがする。他に須恵器と して底部が4片出土してい

るが、こ のうち 2片は、完全にくすべ色を呈し、硬質のもので、残る 2片は白橙色を呈する軟

質な感じのものである。後者については、須恵器、土師器の何れの範疇に入るかは問題のある

所であるが、No.25の須恵器杯のあり方から、赤褐色を呈する杯類や、内黒杯とは区別し、須恵

器として分類している。

量的に最も多く出土しているのは、酸化熔焼成で器面調整を持たない杯類 (B類）であるが、

実測可能なものはNo.22、No.23(写真No.23)、No.24、No.26、No.27(写真No.24)、No.80の6点を数える。

器形的には全体としてばらつきがあるが、口縁部の欠失しているNo.80の杯を除き、全て口縁

形が外反しているのが特徴の 1つとしてあげられる。この中でNo.27の杯は押しつぶされた格好

で歪んでいるが、この種の杯は、後述する第24号住居跡にも一点みられる。No.24、No.80は比較

的小型で直線的な立ち上がりの体部をみせ、No.22、No.26は緩やかな体部であるが、それだけに

前者に比して口径が大きい、No.22の場合は、更に底径も他の杯より大き目である。口縁の欠失

したNo.80の底部には、一部、ヘラによる削痕が観察されるが、これは糸切の切離し後に外周の

一部に残った粘土の隆起を軽く 削りとったものであろう。

胎土全般については、No.23を除き粗製である。特にNo.24、27、80は、粗砂、石英細粒等を多

量に混入しており粗悪である。一方No.23は、胎土中に若干の雲母を含み 4号住居跡内では最も

良質である。

この他に、東壁焼土上から台付杯の体部下端から脚部にかけての破片が 2個体分出土してい

る。これらは内外面に調整を持たず、黒色処理もみられない。つけ高台のものと思われるが、

底部には巾広の同心円状の痕跡がみられ、う ちー点は、脚高 1.1 cm、脚径 7.7 cmはどである。

この種のものは第 7号住居跡にも散見す るが、15号住居跡No.33の内黒高台付杯とは器形を異に

している。

(2)甕 ：土師器は底部の破片を 7個体分出土している。回転糸切痕を残すもの 2点、木葉

底No.103 (写真No.67)I点、他は磨滅のため不明である。 体部片は多量にあるが量的にはロク
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第7-2図 第 4 号竪穴住居跡出土遺物実測図 S -½
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ロ使用のものが多い様にみられる （写真Nu71) 

須恵器はNu78がある（写真Nu75)。これは体部下端から底部までしか残っていないため、

器種は不明である。外面下方には縦方向のダイナ ミック なヘラ削りを施し、ロクロナデ痕を完

全に消している。内面は刷毛目で仕上げており、底部周辺はナデつけている。刷毛目の及ばな

い上方部分はロクロナデ痕が明瞭に観察され凹凸が激し くなっている。

A
- 第5表

堆積土層一覧

-B' 

＼ 堆積土色 基本Iii 特 徴

① 黒色土 皿 f碑肋蚊―F層、第 1
カマド面、シルト混入

② 黒色土 Il 床2面一部に面確、i認、第
カマド 、浮遊焼土

③ 褐色帖土質シルト 堀りすぎ部分

④ 黒色土 D ②層より幾分焼土
鼠が少ない

⑤ 褐色土 焼土が混入

⑥ 黒褐色土 焼土との混土、 シ
ルト混入

⑦ 赤褐色焼土 第固1カマド部に堆積
くしまっている

⑧ 明赤褐色焼土 黒第2カマド部に堆積
色土混入

⑨ 黒色土
焼土層混にプロック
的に入

⑩ 暗赤焼土
第2カマド堆積層
カクランピソトで破壊

ピット堆積土層一覧

黒色土(III)ビット 1、黒褐色土とシルトの混土、 2、3

I
 

I
 

I,,,, I ,,1, I,,,, I 1111 I'I, ,I, 111 I 
0 1 2 3 m 

第8-1図 第5号竪穴住居跡平・断面図

第 5号竪穴住居跡 第 8- 1図写真14~17

第 6号住居跡と切合い、又複数のカマドを持つ遺構である。

切合いの前後関係は、平面プラン、断面実測図、遺物比較などから判断する限りにおいて、

6号住居跡よりも新しい時期の遺構と思われる。

当遺構は東壁南寄り付近（第 1カマド） 、南壁中央部 （第 2カマド）付近に広範囲な焼土の

散布がみられ、その中から若干の遺物が出土している。この遺構は生活面が単ーであり、継続

段階で、カマドの作りかえを行な ったものと考えられる。これらの前後関係は、住居跡推積土

層とカマド推積層の比較から明らかに判別できる。住居跡最下部に推積する黄橙色ンヽルト粒が

混じった黒色土層下に前者（第 1カマド）が構築されているのに対し、後者（第 2カマド）は、

同層の上部に形成されていることから明らかに前者が最初につくられたカマドであることが判

明する。

-24-



規模は東西3.97 m南北3.77mではぽ隅丸方形の平面プランを呈し、壁高は遺存状況の最も良

い部分で約15~20cmである。床面は褐色粘土質ヽンルトであるが、黒色土などでよどれている。

ピットは、いづれも屋内から確認された。全部で 3個 (P,~ P3)である。 P,は長軸 1.4 m、

短軸55cmで南北に長い楕円形のプランを示し、深さ約10cm程で、遺物は出土していない。なお

性格は不明である。P2、P3は、推積土層の相違から撹乱ヒ°ットと思われる。

柱穴、周溝、貯蔵穴は確認出来なかった。

第 1カマド ： 全体的に削平がおよび全容がはっきりしない。焚口部は、床面を若干掘り窪

めて構築しており、赤く焼け、固くしまっていた。なお燃焼部の両サイドには、粘土質の隆起

をみることができるが、切石、角礫等はみられなかった。煙道との区別はやや明瞭である。

煙道は、削平によ って、全容は明らかでないが、残存長94cm、巾30cm、深さ（遺存状況の良い

部所で）約 5cm程度で、周壁が若干焼けていた。煙出部は確認できない。

第2カマ ド： 焚口部は撹乱ピット (P3)によっ てあまりはっきりしないが、直径40cm内

外と推定される。構築状況は、は っきり しない。なお煙道との区別は、やや明らかで、焼土を

含まない。煙道部は、 削平がおよんでいる為に全容は明らかでないが、残存長で約72cm、巾40

cmで若干外傾する。深さは、遺存状況の最も良い部分で 8cm程で先端部は確認できなかった。

住居跡中央部付近の床面および床直上に径40cm~35cm程度の焼土散布が見られるが、これら

前後関係は、 レベル面からの考察によ って、前者は第 1カマド期に伴い、後者は、焼土下に黒

色土が推積していることから、ほぼ第 2カマド期に付随するものと思われる。なお性格などは

不明である。

出土遺物

実測可能な土器は、内外面共に器面調整を持たない B類 (No.29、写真No.32)の杯が一点だけ

である。床面上ではC類の杯はみられない。甕は土師器、須恵器とも量的には多く出土するが

No.104 

第8-2図 第 5 号竪穴住居跡出土遺物実測図 S-½

-25-



全て破片である。

埋土中からは、A類 4、B類 3、 c類 1個体分の底部片が各々 出てい る。これらは何れも回

転糸切による 切離しのものである 。 (A• B・C各類については、102Pのa、各類についてを参照

されたい）

(1)坪： 須恵器杯 (A類）は、回転糸切痕を残す底部 2片と口縁、体部片が出土している。

B類杯 （実測No.29、写真No.32) は第 2カマド内からの出土であり、回転糸切無調整仕上げで

ある。器肉は薄目で口縁が若干外反する。色調はにぶい黄橙色を星し、胎土、焼成とも比較的

良好である。

(2)甕類 ： 土師器は、磨滅して技法不明の細片がかなりある。概してロ クロ仕上げの方が

残りがいい様であり、回転糸切痕の底部が 2個体分みられる。このうちの 1点にはヘラ削りで

若干の調整を加えているのが観察される。また、体部片では、内面にカキ目状の痕跡を残して

いる例もある。 ロクロ不使用の破片は外面にヘラ削り 、内面に刷毛目痕を持つものが多い。須

恵器は外面にケズリ 、内面にカキ目状痕を持ち、土師器の場合と同様の仕上げによるものもあ

る。器種はカメが大半と思われるが、球体形を思わせる破片がある。この手は第16号住居跡に

も散見するが、 ロクロナデの上を叩きしめており 、それが口縁部にまで及ぶものである(No.104) 
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第9-1図

一③

0 I 2 3 m 

J ,,, ,I,,,, J,,,, I,,, ,I, .. ,I,,,,! 第6号竪穴住居跡

堆積土色 基本層 特徴

① 黒褐色土 1 南東部分の一部にみられる

② 煤褐色土 a カマ上ド1剖部
周溝部

③ 黒色土 Ill ヒッ トド下蔀部層
周溝

④ 浅黄橙色土 堀りすぎ部分

⑤ 黒褐色土 1 遺物、焼土混入

⑥ 赤褐色焼土 遺物化物(l混不片1
炭入

⑦ 焦褐色土 1 シルトが混人
している

⑧ 
にぶい

IV 
焼土とシルド

黄褐色土 の混土

⑨ 黄橙色粘土
カマド上部の
上 残痕か？

ピ・J 卜堆積土層一覧

黒褐色土(I) ピッ ト7-8
粘土プロ 9ク混人

黒色土｀
ピッ ト1-6

(ill シルトが幾分混人

-26-



第 6号竪穴住居跡 第 9- 1図写真18~20

第 5号住居跡と切合い関係にある遺構で、当遺構が古い段階に位置づけられる。

東西 5.3m、南北 5m、床面積 26.5面程で若干隅丸方形の平面プランを呈す。壁の残存状況

はやや良く 、約IOcm程度で床面より外傾する。床は、ほぱ平担であり、褐色粘土質ヽン）レト面に

構築され、特につき固められた様子は見られない。東壁中央部床面から広範囲に渡って焼土が

確認され、周辺より多数の遺物が出土している。 ビットは住居跡内から 8個確認されており、

壁外にはみあたらない。P,~ P5は推積土層が住居跡推積層と一致することからほぼ当遺構

に伴うものと思われる。いづれも直径約30~35crn内外で若干楕円形的なプランを示し、検出面

からの深さは15~20cm程度である。又民からは土師器甕片が出土 してい る。 なお P,、p5

は、位置、形態、構築状況などから推察してほぼ柱穴と思われる。Psは南東コーナ部に位置

し平均径が長軸1.25 m、短軸0.90 mの楕円形プランを示 し、深さが約10cm前後であるが、位置、

形態などから判断してほぼ貯蔵穴と思われる。しかし P1、Psの撹乱ヒ°ットによって一部破

壊され明らかでないが、底面ははば平担で粘土質土の強いものであった。周溝は、上巾60cm、

下巾30cm、床面からの深さ約12cm内外で推積土は黒色土で占められ明褐色の粘土粒が散在混人

しており、若干の土師器破片が出土している。なお、周溝は南東付近、東壁中央部付近で消滅

しており、南東付近は撹乱によ ってはっきりしない。

カマドは、燃焼部径が35x 40cm程の円形を示し、床面を幾分掘込んで形成され赤く焼けていた。

煙道部との区別はつかず、直結する。なお袖としての粘土状の隆起、切石、角礫等の設備は確

認できなかった。煙道は長さ 70crn、巾45crn、深さ 6cm程で煙出部を特に構築した形跡はみられ

ない。断面形はU字状を示し周壁は地山面を垂直に掘込んで構築している。
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出土遺物

(1)坪類 ： C類はNu28(写真Nu1)、No.83(写真Nu2)の2点出土している。Nu28の杯は体

部外面全体にも黒色処理がおよび、回転糸切痕を残す底面部分を除き単位の細いヘラ ミガキを

施している。丁寧なヘラミガキであるが、ロクロ成形時の凹凸は隠しきれずに残っている。器

形的には体部下方にふくらみを持ったちあがりをみせ、口縁部で外反する。口縁から体部上半

にかけて黒色処理が消しとんで灰白色を呈す部分があるが、逆にヘラみがきの単位は明瞭に観

察される。胎土中には雲母を混入しており良質である。No.83の杯は底部周辺が磨滅しているた

め切離しが不明である。大きさはNu28とほとんど同じ位であるが口縁形は異る。この場合 (No.

83) は直口気味になっており 、体部上半にはロクロによる段状の陵線が走る。全体としてはC

類中では体部の凹凸の激しい部類の杯である。内面の仕上げは、放射状のヘラみがきがあり、

その上部に横位、斜位のヘラみがきの単位が走る。また内面底部中央部分が窪みにな っており、

その分だけ器肉が薄くな っているのが特徴である。胎土中にはNu28と同様に雲母が多量に混入

しているが、比較的大粒の石英などを含み、粗雑である。しかし焼成は良く、固く締ま っている。

B類は体部片が若干出土しているが明確な共伴とはいい難い、 A類は、床面上からの出土は

なく、埋土中から回転糸切の底部が一片出ているだけである。残存する部分においての調整は

見られない。

(2)甕類 ： 土師器甕、須恵器とも体部の破片だけで全体の形状は知り得ない、土師器は外

面ヘラケズリ 、内面ヘラナデ、刷毛目仕上げのもの、磨滅のため技法の不明なものなどであり、

明らかにロクロ成形と思われるものは見られない。須恵器は叩目痕を持つ破片である。

(3)その他

鉄製紡錘車No.105 (写真Nu85) 1点、埋土中から高台付杯片が出土している。

第 1号竪穴住居跡 第10- 1図写真21~24

段丘崖に沿った農道下から検出された遺構であり、南壁、北壁が確認に到らなかった。

東西壁の残存長は各々約 1.8 m、 1. 2 mで壁の立上がりは床面から外傾し、現存している壁

の高さは、遺存度の良い西壁で23cmにおよぶ。床は粘土質であり起伏に富み、かなりの撹乱を

受けている。またカマド前面から住居跡全域に渡って遺物の散布がみられ、東壁南寄りに直径

50cm内外の楕円状に焼土が散布しており、これら焼土中からも遺物が出土している。

ピットは、東壁カマド南側に 1個確認された。直径40cm、深さ 15cm程度で、遺物は含まない。

なおこのピットの推積土が住居跡埋土と合致せず、柱穴とみるのは難しい。また、その他の施

設は検出されていない。

カマドは住居跡東辺南寄りに沿って確認され、燃焼部は床面を若干掘込んで形成し40cm程の

楕円的なプランを示す。またその両側には粘土状の隆起をみることができ、袖部と思われる。
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第ワ表
堆積土層一覧

＼ 堆積土色 基本層 特 微

カマド部中層
① 褐色焼土 黒混褐土色土との

② にぶい カマド部～
赤褐色焼土 煙道

③ 淡黄色
カマド上部構
造のくず？れた粘土 ものか

住居跡堆積層は農業道路施工時に第III層

（基本層）面まで堀り込まれたために遺

構自体も破壊され、明確ではない。

角礫、袖石等は確認できない。燃焼部から煙道に続く境は、若干段差をもって明らかである。

煙道の長さ 1.34m、巾25cm、深さ 17cm前後で正面形がU字形であり、壁は垂直に立上がる。煙

出部は、煙道先端を若干窪めた程度の形成で、径30cm、深さ19cm程でやや楕円的なプランを示す。

出土遺物

(1杯類 ： A類No82(写真No28)は反転復元による実測であるが、内外面とも体部の凹凸

が目立つ、特に内面が顕著である。体部のたちあがりは緩やかな外傾を呈し、口縁で若干外反

する。底部との境界は部分的には、は っきりしない所もある。胎土は粗砂が多く混入し、良質

とは言えないが焼成は良好である。この他に同種の体底部片が出土している。この場合も回転

糸切による切離しで、残存する部分に再調整の跡は見られない。

B類はNo37、38(写真29)、 81 (写真30)の3点があり、何れも回転糸切の切離しによるも

のである。No81の坪は煙道内出土であり、磨滅が激しいため体部凹凸の様子、底部との境界等

があまりはっきりしない。全体に器肉が厚目であり、直線的なたちあがりを示す。胎土中には

粗砂、石英細粒等を多量に混入しており、粗悪である。焼成も不良である。No37、38は埋土中

からの出土であり、何れも反転復元による実測である。両者とも回転糸切無調整であるが器形

は全く異なる。No37は、底部から直線的にたちあがる体部を持ち、上方部分に段状の陵線が巡

り、器高は高めである。No38は体部が一旦斜横方向に開き加減でたちあがり、口径が大きく、

器高は低い。他に B類の破片が多数出土しており、回転糸切痕の底部片も含まれている。また

台付杯の脚部と思われる破片が出土している（写真No57)
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(2)甕類

量的には多いが土師器、須恵器とも破片だけである。土師器は磨滅している為に技法の不明な

ものが多いが、他はロクロ成形と思われるものが多い。底部片が 2個体出土しているが両者と

も回転糸切による切離しである。体部片には内面カキ目状の仕上げを持つものもあるし、大き

目な破片の中には球体形状と推察せられる器形もみられる。一方、ロクロ不使用の破片は外面

にヘラ削り、内面に刷毛目を施すのが普通のようである。

須恵器は大型のものが出土し、 No.85(写真No.81)がその例である。これは口縁から肩部にか

けての実測図であるが、口径が25cmで口唇が深く窪む、外面には縦方向の平行叩目文、内面に

は布目紋が観察される。口縁部付近には自然灰釉の跡が残っており、胎土は粗砂を若干混入し

ているが焼成と共に良好である。この他に叩目紋を有する体部片が多数出土している。（写真No.82)
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第11-1図 第8号堅穴住居跡実測図

第8号竪穴住居跡 第11- 1図写真25~28

段丘崖に沿って東西に走る農道下から検出された遺構のため、北壁の詳細は不明であ る。ま

た、煙道部分にあ っては調査区域外に入り込むため未調杏である。

南壁 3.2 m、東 ・西両壁の残存辺長は各々 2.l m、 1. 6 mで、壁高は残りのいい所で約13cm

位である。床面は、褐色粘土質ヽンルト面であり、住居跡推積屁に比して若干固い程度である。

しかし、北側部分は、農道施行時の撹乱や礫の投入などによ って、起伏が激しく変形しており 、

遺物等についても確認できなかった。又、住居跡西側床面からは、板状の焼木材が検出され、

周辺から焼土痕が確認される ことから、焼失家屋と思われる。 ピットは屋内からは検出されず、

屋外から 1個 (pI)が検出された。 ヒ°ットの埋土は、焼土と炭化物を含む黒色土胴である。

上巾40X 60cm、深さ 10cm前後の楕円形を呈す。埋土中には多量の遺物が混入しているが、住屈

跡そのものが前述の撹乱のため推積層が明らかでないことから、住居跡に確実に伴うものかど

うかについては明言できない。

カマ ドは、東壁南寄りに位置し、50cm径ほどの焚口部と思われる部分と煙道の一部が検出さ

れている。焚口部分の近くに25X 10cm径、厚さ 15cm位の角礫が存在していたが、赤く焼けてお

り、カマド施設の一部に使用されたと思われる。煙道については、先端部が調査区域外に及ん

でおり、正確には把え難いが、残存部分にあっては、長さ 115cm、巾30cm、深さ 10cm位である。

出土遺物

全体として遺物の量は少なく破片のものが多い、鉄製品は、No.106の紡錘車がある。
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(1)杯類

床面上にあってはC類の体部片が 1片、 B類の体、底部片が

若干ある程度である。B類の底部片は 2片あるが、残存する部

分にあっては調整の跡がみられず、回転糸切の切離しによるも

のである。なおA類は一点もみられない。

(2)甕類

床面上では土師器片だけの出土であり、肩部を持たない ロク

ロ不使用甕とロクロ不使用甕の両者がある。前者は多くの場合、

外面に箆削りを施し、後者の内面には刷毛目痕がみられる。

(3)その他

埋土中からは、杯類ではB、C類の体、底部片が出ているが

何れも回転糸切による切離しで調整の跡はみられない。土師器

の甕類は、床面出土の在り方と大差ないが木葉底のものが 1片ある。須恵器は長頸壺が一点、

言
ー「
第11-2図第 8号竪穴住居跡
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（写真No.78) あるが、頸から上の部分が欠失している。内外面共にロクロナデの痕跡を残し、

外面中央から下方にかけて短かい単位の箆削りが縦方向に走る。ここでは須恵器が土師器と同

様の技法で整形されているのが特徴である。色調は緑灰色を呈し、胎土 ・焼成とも良好で硬質

の仕上がりになっている。なお当遺構出土炭化材は実年代測定のサンプルとして 14c測定値を出

しているが「付記」として最後に記す。

第 9号竪穴住居跡 第12-1図写真29

住居跡南壁東寄りから西壁北寄りにかけて撹乱を受けて検出された遺構である。

東壁 4.2 m、西壁 4.3 m、北壁 4.7 m、南壁 4.2 m程の隅丸方形の平面プランを呈す。壁の

遺存状態は削平のおよぶ部分もあるがやや明瞭であり、最も良い部分で10cm前後あり、床面よ

り外傾する。床は褐色粘土質ヽン）レトで、住居跡堆積層よりも若干固い程度である。構築状況は

平担である。なお東壁内に床面を10cm程度掘り込んで、上限巾65cm、下限巾40cm内外の周溝が

確認されている。カマドは東壁南寄り（第 1カマド） 、南壁西寄り（第 2カマド）の複数を持

つ。第 1カマドは北東方向を指し、燃焼部は50cm程の円形を示し、煙道との境も明瞭である。

煙道は削平によって一部確認できないが、長さ 95cm、巾約40cm、深さ 4cmで底部に焼痕が確認

されている。煙出部は特別な構築をもたず、煙道の先端を幾分窪めた程度のものである。

第 2カマドは、床面に直径70cm程度の広範囲に渡る焼土散布がみられた場所で、南東方向を

指す。煙道部、煙出部は削平による為か確認することができなかった。

これら両者の前後関係は、構築状況、 堆積土の比較、各層のレベル分類、遺物比較から判別

される。第 1は、住居跡最下層の黒色土を若干掘り込み、周溝を黒色土を主体とした黄褐色・ン
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第9表
堆積土暦一覧

＼ 堆積土色 基本層 特 微

① 黒色土 III 甚は削本平層のI為.不Il、

② 黒色土 III 
シルトが多駄
に混入

③ 思色土 ID 焼混土土炭化物の

④ 黒色土 ID 黄橙混色シルトの土

⑤ 黒色土 m 粘土がプロック状に混入

⑥ 黒褐焼色土 カマド部堆積層
⑥'Iよ焼Htが少ない

⑦ にぶい 焼土が混入
黄杞色帖土

⑧ 赤褐焼色土 焚（口第部I堆)積層

⑨ 砂礫層 粘の土混土、シルト

ビッ ト堆積土層一覧

黒褐色土(I): ピッ ト4-5柱穴か

黒免土(ill):ビット1、23 61第2カマド付層）

第12-1図 第9号竪穴住居跡平・断面図 赤褐色焼土ビット8、ピッ ト7は不明

ルト、黄色粘土で意図的に埋め固め、その上部に形成している。又、第 2は従来の褐色粘土質

シルト面を若干掘り込んで形成していることから、第 1の方が新しい時期のものと考えられる。

なお遺物からの時期差は決定的なものではない。

ピットは、壁内から 7個 (P1~ P1)、壁中から 1個、計 8個検出されている。恥は第
2カマドの焼土散布下から検出された落込み状ヒ°ットであり、深さは 5cm位で形状は不整形で

ある。おそらく第 2カマドの燃焼部であろう。なお埋土は赤褐色焼土一層で占められる。 P1 

は撹乱などによって新旧関係については不明である。p4、p5は堆積庖が住居跡堆積陪と一

致せず、黒褐色土 （基本 I層）で占められる事から、第 1カマドに伴うピットと思われる。深

さは両者とも20cm内外で形成されている。P1、Psは、いづれも周溝内から確認されたもの

で、深さ 9cm、径25cm程であり、埋土層は周溝部と同様である為に第 2カマド期に付随するピ

ットと思われるが性格は不明である。P2、p3は、直径30cm程の円形から方形状の平面プラ

ンを示し、深さ20cmほどである。埋土は、住居跡最下層の黒色土と同一であることから、第 2

カマド期に付随したピットと思われる。P2、P3、p4、P5の諸ヒ°ッ トは、その位置や形態からし

て柱穴と考え られるが、全て同時期の構築によるものかは定かでない。

出土遺物

床面からの出土量は多いが、復元可能な土器はB類杯の一点だけである。C類の杯は全く出
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土せず、量的にはB類で構成される遺構であ

る。甕類にあっては、土師器だけであり、須恵

器は、つまみのついた蓋の破片が一点だけであ

る。

(1)坪類

第12-2図 第 9 号竪穴住居跡出土遺物 S =½ B類No.42(写真No.38)の杯は、当住居跡内力

マド部上面からの出土であり、回転糸切無調整

である。体部は下方部分から直線的な立ち上が

りをみせるが、口縁部付近で直口気味になる。体部の凹凸は、磨滅のためあまり目立たず、胎

土中には粗砂を多量に混入し非常に粗悪であり 、焼成も弱いようである。他に、同様の底部片

が出土しているが、これも回転糸切によるものであり、内面には光沢がみられるが、ヘラみが

きによるものではないようである。

(2)甕類

土師器だけの破片である。ロク ロ成形のものは、肩部に段を持たずに頸部から胴部へつなが

る器形である。ロクロ不使用の破片は外面にヘラ削り、内面にヘラナデ痕を有している。

第10号竪穴住居跡 第13-1圏写直30~32

住居跡の½近くが調査区域外に入り込み、 全体の形状は確認されない遺構である 。西壁は4.8

m、南、北壁の残存辺長は各々 2.2 m、 3. 3 mである。西壁部での壁高は 8cm位であるが、撹

乱による破壊の形跡もある。

床面は、褐色粘土質シル トであり、比較的固く締まっている。東側に向かって緩い傾斜を示

す。ピットは本遺構内西壁付近に集中しており 、大小 6個、また屋外から 1個、計 7個確認さ

れている。P,は南西隅近くで検出され、 45X 35cm径、深さ 5cm程度の規模である。P2、Psは、

直径約30cm、深さ約30cm前後の規模であり 、埋土は住居跡堆積層と一致する。位置関係からみ

れば柱穴のようでもある。また、P3、P4、Psについても、本遺構に伴うもののようであるが、

性格については断定できない。P1は、屋外にあるピッ トであるが、堆積層からみる限りにおい

ては住居跡のそれとは異っている。しかし、 このピッ ト・中の埋土からは、土師器甕の破片が出

土しており 、何らかの形で他の遺構との関連が考えられる。

カマドは、西壁中央部に構築されており、焚口部分は35x 20cm径の焼土で覆われている。焼

土層は、床面より 2~ 3 cm下にまで及び、また、その両側には、黒色土と粘土の入りまじった

土によって袖部がつくられている。

焚口部と煙道との境界は明瞭であり、煙道部は西北西の方向にある。長さ 1.15 m、巾30cmほ

どで、地山面を20cm位掘り込んでいる。上部構造としては、粘土による被覆がある。また煙道
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第10表
堆積土暦一覧

A' 

＼ 堆積土色 基本層 特 微

① 謀褐色土 1 ほ部と分ん的どに削散ら在れ

② 黒色土 D 耕がll救（佳f土lL面いを遺ふで物授〈乱む

③ 馬色土 III 桂臀坪糧福
カマド部～煙道堆積土附一覧

@ 黄渇色粘土 IV 煙出部上附収シルト

⑧ 暗焼赤褐土色 カマト部堆積層

c 黒渇色土 焼土との混土

⑨ 極煙暗褐土色 カマト部堆積層

R 褐粘色シルト カマド堆上積部層
買土

R 赤色焼土 焚口部堆積層

c 黒色土 ID 煙出部堆積層

⑭ 明渇色 煙の出くす部れ上た部も層のシルト

ピット堆積土層一覧

黙色土 u ピット I-6 

黒褐色土 I 咋ヒク!，kJを卜:：がな血多し.tて混i:ヒ入プJロ卜詳ッ
I,,, ,I, 11,l ,,, ,I ,,,,I,,,, I,, ,,I 

3m 

第13-1図 第10号竪穴住居跡平・断面図

部の周壁は赤く焼けている。煙出部は地山面をほとんど垂直に30cmほど掘り込んで形成されて

いる。この部分の埋土内からは遺物が出土している。

他の施設は確認されないが、 P1は可能性として貯蔵穴の機能を持つヒ°ッ トとも思われる。

出土遺物

全体としての遺物量は少ないが、 実測可能な土器は 4点ある。これらは何れも坪だけで、甕

は体部片一点と少ない。杯類はA類が主体であり、その切離しは回転糸切によるもの 1点、ヘ

ラ切によるもの 3点である。しかも このうちの三点は、糸切の杯を一番下にして三枚重ねで出

土したものであり、本遺跡において第 1号住居跡と共に二者の切離しの杯が共伴する例でもあ

る。しかし、遺構の一部が私有地に入り込み全容は確認できない。

(1)坪類

A類は、 No.47(写真No.33)、No.48(写真No.34)、No.49(写真No.35)、No.87(写真No.36)の4

点である。

No.47の杯は、回転糸切無調整の杯である。体部は底部と明瞭な一線を画しながら、直線的に

立ち上がり、鮮明なロクロナデ痕を残している 。 器高の低い杯であり、底径は口径の½より僅
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かに大きい数値を示し、大き目である。口縁部周辺に黒変した部分が若干あるが、全体として

は鮮やかな灰オリープ色を呈している。胎土中には粗砂が含まれるが緻密であり、焼成もいい。

No.48、49は両者共ヘラ切無調整で、形態、大きさ、色調とも非常に類似している杯である。

体部凹凸はあまり目立たず、口縁部は僅かに外反する。器高は浅く灰褐色を呈し、胎土中には

粗砂を含み、決していいとは言えないが徴密であり、焼成も良好である。これらの特徴は、 No.

47を除く他の糸切による杯に比し、明瞭な相違点といえる。

この他にNo.87の杯があるが、同じヘラ切無調整といっても上記の 2点よりは底径と口径の比

差が大きく 、色調も異る。体部の色調は赤褐色を呈しており、底部周近だけがくすべ色になっ

ている。この様に同一の坪に色調の異なる部分がある例は、当遺跡内の 4号住居跡出土杯 (No.

25)にもあるが、一部赤褐色を呈しているとはいえ、本来的には須恵器を意図して製作された

であろうという観点からA類に分類している。またNo.87の体部は口縁で若干外反するが、この

部分は器肉が薄く 、逆に底部は、異常に厚く不自然な断面をみせる。胎土は緻密で焼成も悪く

ない。この他に杯はB類の体部片が若干あるが、明確な共伴と断言できるほどの量ではない。

二———
Nn49 

~ 尺已□y 
゜

第13-2図 第 10号竪穴住居跡出土遺物 S=½
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(2甕類

量的にあまり多くはない。しかも何れも破片だけの出土である。土師器は外面にヘラ削り、

内面に刷毛目を施す破片と、磨滅して技法の不明なものである。胎土は非常に粗雑で焼成も悪

い。またロクロ使用によるものと断定できるものはない。須恵器は一片だけ出土しているが詳

細は不明である。

ら1

爪
＇ 削 ，------平--- ， ____ , 
→ A' 叫
~ 

第14-1図第11号堅穴住居跡実測図

。~ 1 2 3m 

I I I I I I I I II li I I I I I 111I I I I 11 11 II I 

第11表堆積土層一覧

八 堆積土色 基本層 特 徴 堆積土色 基本層 特 徴

① 馬色土 D 枯土プロ ック、 遺物混入 ⑤ 黒色土 皿 焼土拭が少ない

② 黒色土 II 焼土を多址にふくむ ⑥ 赤褐色土 焼土 （煙出部上）

③ 赤褐色焼土 カマド部 ⑦ 黒色土 皿 シルトが混人

④ 馬色土 皿 焼土を多凪にふくむ ピット堆積層 黒色土(01)1 黒褐色土(I)2 3 4 

第11号竪穴住居跡 第14- 1図写真33~34

本遺跡内南東部分に位置し、削平のために南壁一部と東壁全体が確認できない遺構である。

西壁 2.6m、南 ・北壁の残存辺長は各々 0.5 m、 2. 6 mであるが、基本的には方形状のプラ

ンを呈すものであろう。壁高は残りのいい部分（西壁）で 7cm位である。

床面は、平担であるが、若干ながら東側へ緩い傾斜を持つ、ピットは 4個 (P1~P4)検出さ

れている。P1は北西隅近くに掘り込まれ、 1 X 0. 9 m径、深さ27cmの規模であり、埋土は黒色

腐植土に被われ、住居跡のそれと同様である。P1、P2、P孔ま35~40cm径、深さ 18~20cm内外の

円形状のヒ°ッ トであり、東側部分にある。埋土は、黒褐色で被われ P1とは異なるようである。
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以上のピットの性格については、現状では何ともいえない。可能性としてば］が本遺構には確

実に伴うもので、貯蔵穴になり得るかもしれない。

カマドは、西壁中央部に構築され、はぼ40cm径の焚口部を有す、床面をやや掘りこんで形成

され、両側には袖と思われる枯土状の隆起部分がある。焚口部から煙道部にかけては明瞭な段

差がある。煙道の長さは I.5 m、巾40cm付で、地山をU字状に掘り込んでいる。煙出部分は、

上面で45X 47 cm平均の規模であり、煙道部分より更に17cmはど深く掘り込まれている。堆積土

中には、焼土などが混入するが、遺物はみられなかった。

出土遺物

遺物量は少なく、実測可能なものはA類 l点と土師器長胴甕 l点だけである。他同類の体部

数片と磨滅した土師器甕だけの出土である。

No.54 (写真No.51)杯は、貯蔵穴埋土中からの出土であり、器高の高い回転糸切無調整の杯で

ある。体部は急な立上がりで激しい凹凸痕を持つ。

甕類は、土師器の長胴甕No.I 07 (写真No.59)が埋土中から出土している。口径14.4 cm、器高

29. 4 cm、底部は欠損して不明であるが、堆定径は 6.7 cmほどである。肩部に軽い段を持ち、体

~==== 
二 三三

No.54 ..: 三ニ一

＇ 
「
~

第14-2図 第 II 号竪穴住居跡出土遺物 S =½
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部外面は箆ケズリ 、内面はヘラナデで仕上げられている。口縁から肩部にかけて、一部極暗褐

色を呈しているが、全体的には橙色である。他の坪片は、外面にケズリ、内面にナデ等の痕跡

が観察されるようであるが、磨滅の度合が激しく断定はできない。また床面上でみる限りでは、

ロクロ使用の甕と断定できるものはない。但し、埋土中から破片で一片出土している。
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第12表
堆積土層一覧

I""' 
堆積土色賢 特徴

① 
上部幾分

黒色土 Il 削 平
遣物ふくむ

② 1 黒色土 m 遣物
ふくむ

③ 熱色土
焼土 ・シ

皿 ルト混人

④ 焼赤褐色土 カマド部

ピ・ノト堆積土層一度

① 
黒褐色 I ピッ ト
土 1 2 3 

第15-1図 第12号竪穴住居跡実測図

第12号竪穴住居跡 第15- 1図 写真35~37

本遺跡南端西側に構築され、床面中央部に電話線架設工事の撹乱部がみられ、南東隅が削平

の為に明らかでない遺構である。

東西 2m、南北 2.48m、床面積4.96 rrfと若干小規模な住居跡で、壁高は残存度の良い所で17

cm程で、床面より外傾している。床は粘土質であり 、若干南壁に向 って緩傾斜をもつ。

ピットは、壁内からは検出されず、壁外から 3個検出された。いづれのヒ°ットも堆積土など

の相違から柱穴とみるのはむずかしい。柱穴、貯蔵穴、周溝等は確認されていない。

カマドは、遺存状況が極めて良好で、 40X 35cm程の範囲で床面を 5cm内外掘り窪めた状態で

焚口部を形成している。煙道部との境に径10cm程度の自然礫が確認され、焼けただれているこ

とから支脚としての役割を果したものと考えられる。燃焼部両側には黒色土と粘土で被覆した

高まりがみられ、一応袖部として使用したものらしい。他に切石、角礫等は見あたらない。

燃焼部と煙道部の境は若干の段をもって区別せられる。煙道は長さ 1.2 m、巾35cmで地山面
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を10cm程度掘り込んで構築しており、周壁には焼土が付着していた。煙出部は、煙道部先端を

さらに 8cm程度掘り込み、直径34cm程の楕円形フ ラ゚ンを示し、壁は垂直に形成され、埋土中に

は焼土粒が多量に混入していた。

出土遺物

完形品は一点も出土していない。

杯類ではA頚、 B類の細片が多数出土しているがはとんどが住居跡、カマドの埋土中からの

ものであり 、しかも底部片は見当らない。

甕類については、刷毛目を残す破片が目立ち、は っきりと ロクロ成形と断定できるものはみ

られない。写真No.62はそのうちの一点であるが、内外面とも口縁部分を除いて刷毛目仕上げで

ある。 外面の刷毛目は縦方向に、内面は横位方向に施され、一部口縁部付近にもかかる。また、

口唇部分には窪みを持ち、口縁そのものは外反せずに軽いふくらみを持って立ち上がる。

第13号竪穴住居跡 第16図ー 1図写真38~39

本遺跡北端部の段丘崖に沿って、東西方向に走る農業用道路下より確認された遺構である。

これは、東西に走る 3号溝、南北に走る 9号溝、また住居跡に残る浮遊焼土等との重複関係に

もある。

3号溝との関係については、この溝が住居跡北壁を破壊して形成されており 、新しい時期の

ものであるこ とがわかる。また 3号溝と浮遊焼土とについてみれば、やはり前者の方が新しい

ことが察せられる。

9号溝と住居跡については、堆積土層からの観察結果から、やはり溝の方が新しいようであ

る。浮遊焼土は、この 9号溝にもかかるものであるが、粘土質土で溝の一部を埋め固めた後に

使用されたものであり、 9号溝が古い。したがって、ここでの先後関係は、第13号竪穴住居跡

→9号溝→浮遊焼土→3号溝の順になると思われる。ただ、この焼土は多少の削平を受けてお

り、その全容は明らかでない部分もある。

遺構の概要については、残存する部分辺長で、東壁 3.9 m、西壁 4.8 m、南壁 2.7 mである

が、基本的には方形に近いプランを呈するものと思われる。壁高は、残りのいい西壁で約12cm 

あり、床面から若干の傾斜を持って立ち上がる。床面は粘土質土であり、平担に構築されてい

る。また、比較的固くしまっている。なお、住居跡中央部付近は、前述の如く 重複関係にある

9号溝によって分断されている。

ピットは、全て壁内からの検出であり 7個 (P1~P1)確認されている。Eは、 1.05 m Xl. 45 

m、深さ 21cm位で東壁のほぼ中央部付近から若干南寄りに位置するヒ°ットである。ピッ ト堆積

土中、底部面から若干の遺物が出土していることと、堆積土層も住居跡最下層黒色土と同質で

あることから、位置、形態なども考慮して、貯蔵穴と思われる。主柱穴は、位置、形態、埋土
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第13表
堆積土層一覧

I¥ 土 色 基本層 特徴
① 
黒色土 a H片、カーポン含

② 
黒色土 D 粘混土土との

③ 黄褐色 貼床土壌
粘土

④ 浅黄 lV 
堀りすぎ

朽色 部分

⑤ 
黒色土 旧 住最居趾卜層

⑥ 剛焼赤褐土色 浮遊焼土

c'~ 

⑦ 極色府娩赤土Ill 浮遵焼土

⑧ 貨費褐ン色ル阻ト 貼袖 床部

⑨ 用黄競 袖 部
帖土

⑩ 吋褐色i 焼混土入多駄

⑪ 赤褐色 カマド部
焼土

⑫ 褐色 焼土混入
シルト

ピ／卜堆積土層一覧

I II II I I、I• I II II I 
黒色土 III ピット

I s 6 

2 3 m ,, a ピット2 3 7 

第16-1図 第13号竪穴住居跡平・断面図
黙褐色i 1 .,ビ＇,ク・(弓浪l、,人4 u 

状況などの点から Ps、p6と思われる。又P2、p3、p4は堆積土が必らずしも住居跡堆積土と一

致しないことから、新しい時期の浮遊焼土生活面に伴うものと思われる。なおRは後世の撹乱

ピットである。周溝は確認されていない。

カマド部は、東壁北寄りに位置し、床面を 4cm程掘り込み、径50X 40cm内外の範囲で燃焼部

を構築しており、周辺から遺物が多量に出土している。袖部においては、切石、角礫等を用い

ず、粘土状の隆起を残すだけで、幾分赤く焼けている程度のものであった。なお南側袖部は、

撹乱の為に壊されており確認できなかった。煙道部、煙出部は確認されなかった。

浮遊焼土面（第 2期生活面）は、上部が極度な削平によ って壊され、はっきりしない。

13号住居跡が廃棄された後に貼床状の補強を施して使用したもので、壁などの拡張および縮

少はみられない。壁の高さは、遺物散布レベルなどから考えれば、はば住居跡堆積土層の Il層

面と思われ、約 7cm前後と思われる。床は、旧住居跡床面を使用している部分もみられるが、

シルト粒の混入する Il層面と思われ、起伏に富む。

カマドは、北壁中央部分に焼土が多量に確認されていることから、北壁に構築されたものと

考えられるが、東西に走る 3号溝によ って切断され、削平とも兼ねあわせて、明らかではない。
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なお煙道、煙出部、袖等の付属施設も、確認されなかった。

ピットは、 P2、P3、p6、Piの堆積土が、浮遊焼土堆積層と類似することから、ほぼ伴うもの

と思われる。Piは直径25cm程で、形状は楕円形を示し、深さは旧床面をさらに掘り込んで

構築し 34cmに達する。これらの位置と形状などから主柱穴と考えられる。又Paにおいても同

様である。なお貯蔵穴と思われる様なピットは確認されていない。

出土遺物

実測可能杯はA類 6点、B類 2点、C類10点、計18点である。破片総数を加えてみても圧倒

的にA・C類が多く B類は量的に少ない。

(1)坪類

-c類一

内面に黒色処理、箆みがき仕上げのC類は多様な出土状況を呈するが、切離しは全て回転糸

切によるものである。無調整の杯はNo.8、No.9 (写真 5)、No.IO(写真 6)、No.11 (写真 7)

の4点、再調整を持つ杯はNo.4 (写真No.8)、No.5 (写真No.9)、No.6、No.7 (写真10)、No.12(写

11)、No」3(写真12)の 6点である。後者は再調整を持つにも拘らず完全に糸切痕を消し去るも

のはない。無調整の一群は体部凹凸が比較的目立ち、体部と底部の境界は明瞭である。No.9は

当遺跡にあっては大型の杯であるが、他の3点は大体同じ大きさである。またNo.8、No.IOはロ

縁が外傾し、No.9、No.11は外反する。内面のヘラみがきの方向は一定したものではなく、放射

状のものはNo.9だけにみられる。No.Iを除く他の杯は内面底部中央付近に若干の突出がみられ

る。何れの杯も内面のロクロナデによる細かい線状痕は箆みがきによって消し去られているが、

No.IOの杯は凹凸が目立っている。これは巻き上げによる整形の痕跡の可能性もあるが断定は出

来ない。またこの杯は、内面底部周辺の箆みがきが同心円状に施されていることも観察できる。

一方、再調整のある坪は 6点であるが、これらは、 (a外面口縁部だけに箆みがきを施す杯、

(No 5、No.6、No.7、No13)、(b林部下端に回転箆ケズリ (No.4)、(c)口縁部にみがき、体部下端

から底部外周にかけて手持箆削り (No.12)の三種類ある。(a)の杯は内面の器面調整の延長とし

てとらえられるが(b)、(c)の杯より器高が深く体部の立ち上がりが急である。またNo.7の杯は底径

が若干小さ目であるが他の三点は口径、底径とも近似値を示す。(b)、(c)O)方もまた底径値の差

こそあれ、大きさ、形態とも大差ない。

-A類一

須恵器A類にあっては 6点の杯が実測可能であるが、反転復元のものが半数ある。このうち

No.15 (写真No.13)、 No.18、 No.19、 No.20、 No.21の杯は回転糸切痕を明瞭に残しており、再

調整が見られない。No.17(写真14)の杯は底部面が剥離しており詳細は不明である。全体とし

て□縁は外傾するものが多く体部の凹凸が目立つ。特に内面の底部周辺はNo.17を除き雑なロク
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ロ仕上げであり、不規則な凹凸をみせる。No.17・18・19の実測図は反転復元によるものである

が、これらをも含めて底径の 2倍値が口径値を上まわるものはない。

-B類一

他に貯蔵穴と床面から糸切底部片各 l、台付杯の底部 I片が出土している。

B類ではNo.14(写真15)、No.16(写真No.16)の2点あるが、量的には出土率が低く完全に C、

A類に圧倒されている。両方とも回転糸切無調整の杯で、口縁形は異なるが、ほぼ同じ大

きさである。胎土中には石英細粒、粗砂等を混入しており非常に粗雑である。No.14の杯は口縁

の立ち上がりが直口気味で、体部の中央より上部位で凹凸が目立つ。又B類の場合は内面中央

部に突出部分を持つのが普通であるがNo.14は窪んでいる。体部と底部の境界は明瞭であり 、内

外面の一部が黒色変化している。

No.16は、体部に若千のふくらみを持ちながら口縁部で外反する器形である。外反する部分と、

体部の接点にロクロによる陵が巡る。再調整の有無については磨滅していて判然としない部分

があるが回転糸切無調整と思われる。色調は全体として赤褐色の部分が多いが外面に白橙色あ

るいは黒色変化を呈する部分もある。他にB類の体部片が床面から 1片、埋土中から回転糸切の

底部片、墨書を持つ体部片が出ている。墨書の字体は細片のため判読できない。

(2)甕類

土師器は量的に多いが破片が多く 、実測したものは体部下端と底部を残すNo.76 (写真No.65)

の一点だけである。ここではロクロ使用と不使用のカメが出土するが、後者の仕上げは外面に

箆ケズリ、内面にはヘラナデか刷毛目仕上げだけの様である。No.76の甕はロクロ成形であり、

回転糸切痕を底部に残す。外面には特に調整の痕跡は見られない。一部条1l離した断面より 、底

部と体部の境界付近に粘土を補強して整形していることが察せられる。色調は橙色を呈し、胎

土には細石、粗砂等を混入し非常に粗なるものである。No.108 (写真72) は口唇に窪みを持ち、

体部外面には縦方向の箆ケズリが見られる。No.109 (写真No.66)はロクロ不使用の体部下端か

ら底部にいたる甕と思われる。体部下端から底部全面にヘラ削りがみられ、底部の反りが強い。

底部径は75cm位である。

床面からは須須器の甕類は少なく若干の体部片が出土する程度である。埋土中からは、完形

品の小型甕No.79 (写真No.74)が出土している。回転糸切による切離し痕を持ち、底部が異常に

厚い。外面底部に箆による削痕があるが、一部小範囲だけにあり意識的な調整とは思われない。

胎土については細石、粗砂を多量に含み非常に粗悪であるが焼成は良好である。
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第16-3図 第 13号竪穴住居跡出土遺物 s-½

第14号竪穴住居跡 第17- 1図写真40

住居跡北東隅、西壁中央部付近、南東隅が削平されている為明らかでないが、各々の残存長

は南壁 3.7 m、東壁 3m、北壁 3.3 mではば隅丸方形の平面プランを呈すとみられる。残存す

る壁の高さは、東壁で平均6cm位であり、床面から外傾する。床は褐色粘土質ヽンルト面で平担に

つくられ、遺物はあまり出土していない。尚西側中央付近の床面から恒径40cm位の焼土散布が

確認されている。

ピットは、南壁部分に不整形を示す落ち込み状のピットが散在するが、これらは後世の撹乱

によるものと思われ、周溝を壊しているものである。床面からは 2個確認された。P1は、円形

を示し、深さは12cm位で、堆積土は住居跡最下層の黒色土と同質であり 、ほほ位置、形態など

から柱穴と思われる。尚、埋土中から土師器甕片が出土している。P2は、西壁部南寄りに位置

し、直径70X 100 cmの不定形を示し、深さ 14cm程である。周溝をさらに深く掘り込み、底部は

平担に構築してある。尚、堆積土はP1と同様であるが、黄褐色の・ンルトが混じっている。遺物

は埋土上部から出土している。貯蔵穴と推定されるが明らかでない。

カマドは西壁中央部に位置していたものと考えられるが、削平の為に、ほとんど壊されてお

り、煙道、煙出部す ら確認出来なかった。床面焼成は、35X 40cm位で、楕円状のプランをもち、

床面を幾分掘り込んで形成している。

周溝は、北西隅から東壁、南西隅にまたがり、壁直下に構築せられている。南壁部分は撹乱

で明らかでない。床面からの深さは、遺存状況の良い部分で 6cm位である。
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第17-1図 第14号竪穴住居跡平・断面図

出土遺物

第14表
堆積土層一覧

堆積土色 1碁本層 特 徴

Il 住居跡日副部分的に残存）

Ill If主居跡下層（堆積はう すい）
ヒット堆積土層一覧

黒色土 IIll Iヒ万 卜1、2、周溝堆積層

第 Il皿層が耕作土とな っており、削平及び攪乱が遺構にまで
およぶ

遺物の出土状況は非常に少なく 、床面上からは ロクロ不使用の土師器体部片、叩目痕のある

須恵体部片、磨滅して切離し不明のB類底部片が各一片づつ出土しているにすぎない。埋土中

からはロクロ使用と不使用の甕の破片が出土している。前者の底部片は回転糸切によるもの

である。尚、この地区の第 I層からNo.56、No.57の2点の杯が出土しているが、同住居跡との関

連については調査の際の不手際により明言できない。しかし一応当住居跡関連としてこの項で

記す。No.56はC類で、回転糸切無調整の杯である。内面の箆みがきは横位の方向に走り放射状

のそれは観察されない。体部の立ち上がりは比較的急で、やや直口気味の口縁につながる。胎

上中には粗砂が若干混人するも、焼成と共に比較的良好である。

No.57はB類で回転糸切無調整の杯である。体部の凹凸は外面が顕著であり ロクロナデ痕が明

瞭に走る。胎土は比較的良質で焼成もいい。

三No.56 '-、 r-・・

三三= ----
三二 ＿＿ 

No.57 --:=三

第17-2図 第 14号竪穴住居跡出土遺物 s -½
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第15表
堆積土層一覧表

7T ① I黒色土 III ::! 
0上層は、攪乱、削平によ

って明らかでない。

0農道施工時の角礫多数混

.... —• -ヽ -

一

- -、 .ャ1/./.-/./ I人。
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ヽ

? I 2 3m 

旦JJLJ...L!.J.L旦ll..Ll..L.1I I I I I'I J I LIリ 第18-1図第15号住居跡実測図

第15号竪穴住居跡 第18- 1図

4号溝、 5号溝と切合い、その他住居跡の 3分の 2が撹乱によって壊され、明らかでない。

各々の壁の残存長は、南壁 3.6 m、東壁 1.8m程度で、平面形は不明である。残存する壁の

高さは、南壁で20cm位で床面から外傾する。床は粘土質シルトであり、堆積土より幾分固い程

度で、特に突き固められた痕跡はない。又、床面南壁東寄りに厚さ 2cm弱の焼土を確認したが性

格などは不明である。ビット 、周溝、貯蔵穴類は確認されなかった。

カマドは南壁中央部に位置すると思われるが、撹乱、切合いの為にほとんどが壊されており

はっきりしない。ただし周辺から若干の遺物が出土している。

煙道、煙出部等も確認されていない。

出土遺物

当遺構では、実測可能な遺物はC類 2点、 A類 l点、高台付杯 1点、土師器甕 l点である。

杯類は全てロクロ成形であるが、甕類については破片を含めてロクロ成形と思われるものは、

見当らないようである。

(1)埒類

c類はNo.32(写真 3)、No.35(写真 4)の2点であるが両者とも内黒、箆みがき仕上げであ

り、回転糸切による切離し後、体部下端に手持箆削り調整を施している。No.32の杯は外面体部

中央には i-tt)」の墨書があり、外傾する口縁を持つ。内面は放射状の箆みがきの上部を横位の
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第18-2図 第 15号竪穴住居跡出土遺物 S -½

箆みがきが切るかたちにある。若干、小型の坪であり 、胎土、焼成共に良好である。

No.35は、No.32とはとんど同じ位の大きさの杯で切離し、調整方法とその部位まで全く同様でる。

ただNo.35の方が体部の凹凸がC類の中では顕著であり、底部との境界も明瞭である。また、底

部外面には、X印の刻線が記されてい る。内面の調整は単位が不明であるが箆みがきと思われ

る。色調は全体的に、にぶい橙色を呈し、胎土は粗砂等の混入が少なく良質である。

この他に同種の体部片が若干出土しているが、その中に黒色処理が何らかの作用によって消

え去ったと思われる杯片が数片あるが、箆によるみがき痕は明瞭に残っている。このうちー点

は口縁が強く外反する器形であり、 No.32 • 35の形態とは異なるもののように思われる。これら

は何れも胎土が精良な破片であり、中には白橙色を呈するものもある。

A類にはNo.36の坪があるがこれも回転糸切無調整のものである。外傾する口縁を持ち、体部

の凹凸は目立つ、A類の中では最も器肉が薄手であり 、器高も低い。胎土、焼成とも良質であ

る。この他に底部破片が一点出土しているが、この場合も回転糸切による切離しのもので、残
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存部分では調整痕がみられない。

(2)甕類

土師器だけの出土であり 、ロクロ整形と断定できるものはない。No.34(写真No.61)は小型の

もので巻上げ整形である。口縁部は内外面ともに横ナデ仕上げ、外面体部は縦位の箆削り 、内

面横位の箆ナデによるものと思われるが磨滅のため明瞭でない部分が多い。肩部段もまた不

明瞭である。色調は、赤褐色を呈し粗悪な胎土である。最大径は直口気味の口縁部にあり、ロ

径は11.2 cm底径 6.2 cm、器高11.6 cmの大きさである。

3̀

A
7
,̀3
 

第19-1図 第16号竪穴住居跡平・断面図
I,,,, I,, ,,I ,,,,I,,, ,I,,, ,11,,, I 
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第16表 堆積土層一覧

＼ 堆積土色 基本層 特 徴 堆積土色 基本層 特 徴

① 黒色土 Il 遺物内をふくむ。 ⑥ 暗赤褐色焼土 カマド部第3層杯片混入
住居 に部分的に確認（極度な削平の為）

② 黒色土 m カマド上部に堆積ピ ・ノ ト堆積土 ⑥ 暗赤褐色焼土 上層より幾分固くしま っている

③ 暗褐色土 焼土との混土、カマド上層 ⑦ 極暗赤褐色焼土 黒色土が混入し、幾分よごれている

④ 明赤褐色焼土 カマド部第2層、遺物(t不、カメ片）混入 ①層は、後世の極度な削平の為ほとんど残痕をとどめない。

ピソ ト堆積土層 （基本層Ill)ピソト 1、2、4、6、9、10、12、13.(甚本層 l)ピット14(粘土ま じり）ピッ ト3、5.7、8、11は不手際により不明
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第1話号竪穴住居跡 第19- 1図 写真41~42

本遺跡内では、 比較的残りの良い遺構であるが、こ の場合も北東隅が撹乱され全容は明らか

ではない。東西 5.9m、南北5.3mで隅丸方形のプランを呈 し、床面積約31.27nfと本遺構内では

大き目である。壁の高さは10cm位で若干の傾斜を持つ。床面は粘土質で堅くしまっている。

ピットは、屋内から13個、 屋外より 1個検出された。住居跡堆積土に近い土色の埋土で被わ

れるヒ° ットは 8 個 ( P 1 • 2 • 4 • 6 • 9 •IO • 12・13)あり、このうちP1、Rは、位置、形態、深さな

どから本遺構に伴う柱穴と思われる。またp4、P13は、同質土で被われ、特に後者は底部面か

ら遺物を出土しており l.7X1.7径のプランで深さ 15cm位である。これらは、位置や形態から

貯蔵穴とも推察されるが、断定はできない。

他のピッ トは、調査段階の不手際により、前後関係はもちろん、性格等については一切明か

にすることは出来ない。

周溝は、北壁の一部、西、南壁にみられ10cm前後の深さである。本来的に 19- 1図のような

様相であったかは問題のある所でもあるが、上巾75cm、下巾40cmの規模を有す。P13は、この周

溝と思われる部分を掘り込んで形成され時間差をみせる。

カマドは、東壁中央部からやや北側に位置 し、 南東方向を指す。煙出部と煙道部は削平によ

って明らかではない。焚口部分は、床面を 6cm前後掘り込んで形成され、その前方には煙道部

の残痕と思われる落込み状のピットが火熱を受け、赤く焼けた状態で確認された。袖部とは っ

きり断定できる施設はみられないが、焚口部北側から赤く焼けた自然礫が出土している。

なお、床面南寄り部分は、東西に走る堰によって一部壊されている。

出土遺物

(1社不類

A類

A類は破片だけの出土であり、床面からは体部の小細片が数点 しただけにすぎない。

埋土中からは、回転糸切痕を残す底部破片が出土しているが何れの場合にあ っても明確な共

伴をみせるものではない。

B類

B類も破片が多く 、実測可能のものはNo46(写真No19)の一点だけである。カマド内か らの

出土で回転糸切無調整の杯である。体部は直線的に立ちあがり 、口縁部分で若干内湾する器形

である。また、底部が張り出した形で体部との境界も明瞭である。色調は橙色を呈し、胎土 ・

焼成とも良好である。B類中ではやや特異な形態であり、A類、C類と比較 しても相違点が察

知される。

この他に回転糸切の切離しによる同類の底部が4片出土している。このうち 3片は、小さ目
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No.llO 

（写真84-a) （写真84-b)

＿ニ―
No.46 

（写真84-c) （写真84-d)

第19-2図 第16号竪穴住居跡出土遺物実測図 S =½ 

の底径であり 、No46の底部と同様の形態を有し、張出しがも っと強くなっているものもみられ

る。他の一片は、箆削りによる再調整が施された様子もあるが、この部分だけでは断定する根

拠に欠ける。

c類のNo45(写真No18)は、磨滅しているため体部の凹凸は見られない。切離技法、再調整

の有無も判然とせす、内面の箆みがきの単位も不明である。体部は、若干のふくらみを持ちな

がら立ち上がり、口縁部分で若干外反する器形である。また、内面中央部は窪みにな っており 、

その分だけ器肉が薄くなっている。

このはか、底部片が 2個体部出土しているが、両者とも再調整のため切離しが不明である。

一点は内外面とも箆みがき調整によるもの、他の一点は回転箆削りを施したと思われる。

(2)甕類

土師器、須恵器とも破片だけの出土である。

土師器にはロクロ成形とそうでないものがあり 、前者の破片には、内面かカキ目による仕上

げもあり 、後者は、外面箆削り、内面は箆ナデか、刷毛目技法による。

須恵器は、床面から体部片が出土しているが、外面に箆削りが施されており、ロ クロナデ痕
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を消している。埋土中からは、明瞭な叩目痕を持つ体部片が出土している。（写真No.79)

その他

ロクロ成形による土師器の台付杯の脚部破片、砥石 (No11 0 、 写真 No.84 - a •b• c • d )

他スラッグ片等が出土している。台付杯は、従来のB類の範疇に入れるべきものでもある。砥

石は、佐藤氏によれば、新第三紀上部の泥質細粒凝灰岩で出来ており 、奥羽山地の和賀地方か

ら雫石地方に分布するものとされている。四面とも使用され、 一部には二条の溝が走る。ひび

割れが数ケ所に観察され、その線に沿って俵I]落している部分もある。長さ 16cm、最大幅 7cmで、

使用痕は縦方向に走る。

Iロ

i心
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第20-1図第17号堅穴住居跡実測図

~ 堆積土色 賢 特徴

① 黒色土 皿
炭化材が多牧

散在する

② 
黒褐色 I 幾分焼士が散
土 在

③ 馬色土 ill 
混入物がみら

れない

④ 
暗褐色 粘土プロ ック

土 混入

ビy 卜堆積土層一覧

Il ピット
黒色土 I 

1 2 3. 4 Ill 

※住居跡上部層は、削平によ っ

て不明

第17号竪穴住居跡 第20- 1図 ・写真43~46

西壁 3.3 m、東壁 3.7 m、南壁 3.2 mあるが、北壁の残りは悪い。全体として隅丸方形に近

いプランを呈し、主軸は北東方向を指す。壁高は、約12cmほどで、 垂直な掘り込みではない。

床面は粘土質シル トであり 、北から南方向に微傾する。西側部分の床面上には、板状の焼木

材が多量に出土しており、床部分にも焼痕が確認されたため焼失家屋と思われる。

ピッ トは屋内から 4個はど検出されたが、そのうちの 2つ (P3、p4)は不定形で、10cm程度
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の深さしかなく、また遺物も存在せず、性格は不明である。残る 2つ CP1、Pりの ヒ°ットは、

位置関係から察する と柱穴とも思われるが定かではない。

カマドは、特に確定しない。ただ、東壁中央部分に40X 30cm径の範囲に黒色土と焼土の混土

層がみられる。しかし周囲にはカマドに伴う施設が確認されず、この焼土そのものの性格もま

た不明といわざるを得ない。

出土遺物

実測可能の坪は、床面一点 (No.31、写真No.17)、埋土中より一点 (No.30)の出土。両者とも

c類の杯である。A類は細片が若干で最も少ない出土率を示す。B類もまた破片ばかりである

が、量的iとは最も多いようである。

(1)杯類

-c類一

回転糸切無調整の杯で、体部でふくらみを持ちながら口縁部で外反する。体部の凹凸はあま

り目立たず、器肉がうすい。この杯は内面に光沢をみせ、 一部に箆磨きが観察されるにも抱わ

らず、黒色処理の痕跡が判然としない。箆磨きの方向は、体部上半に横位にある。底部中央部

分は若干窪みになっており 、その分だけ特に器肉がうすくなっている。また、外面口縁直下に

は「イ』」の刻線がある。胎土中には多量の雲母が混入しているが精良であり、焼成も極めてよ

く、 叩くと金属音を出す。この他、床面からは、同種片が一点出土している。

埋土中からはNo.30の杯がある。回転糸切による切離しで再調整のあとはみられない。器高が

高く 、大き 目で、体部は若干ふくらみながら外傾する口縁に至る。なお、内面の箆磨きの単位

は不明である。

-A類一

床面からは体部細片を極少出土するだけで、明確な共伴とはいい難い、埋土中からは底部破

片が 2個体分ある。何れも回転糸切痕を持ち、残存部分にあって再調整の跡はみられないよう

である。

-B類一

破片のみの出土であるが、量的には最も多い。回転糸切痕を残す底部片があるが、磨滅して

おり、調整の有無は判断できない。

(2)甕類

土師器片は多数出土しているが、ロ クロ成形のものが多くみられるようである。No.111 (写

真70)はそのうちの 1つであるが、口唇に窪みを持ち、その内側には陵線を持つ。比較的薄手で、

胎土はいいが焼成は弱いようである。

須恵器は、No.112 (写真No.83)の大甕がある。口縁はめくれるように外反し、口唇部には窪
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第20-2図 第 17号竪穴住居跡出土遺物 No.ll2 を除き S-½

みが巡る。口径24.2cm、器高40.2cm、最大径は胴部で44.1 cmと本遺跡では最も大型のものであ

る。また、丸底の底部は不安定なすわりをみせる。外面の叩き目痕は、肩部近くでは格子目、

体部では斜～縦位方向、底部では横位方向に走る。内面は大体横位方向に統一されている。
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Li11l1111l 111il1111I 第21-1図第18号住居跨実測図
0 I 2m 

第18号竪穴住居跡 第21図

遺構のほとんどが現代の建物基礎によって壊され、詳細は不明である。

壁は、南辺 2.25m、東辺 1.20mを検出しただけであり 、壁高は 3cm程を残すだけである。

床は起伏に富み、粘土質土である。焼土は、東壁中央部と思われる部分から検出されている

が、カマドとしての根拠に欠ける為に明らかでない。なお遺物は焼土中から幾分出土している。

柱穴、貯蔵穴、周溝等は、調査部分からは、確認できず、不明である。

出土遺物

破片だけの出土、杯類は少なく大半は甕である。ここでは、C類はみられず、埋土中にあっ

ても同様である。

A・B類と も体部、底部片だけであり、量的にはB類片が多い、底部は各々一点づつあるが、

両者とも回転糸切によるものである。

甕類については、土師、須恵器とも小細片だけであり、技法の判明するものが少ない。

写真Nu77a- bは、内外面に叩目痕を残す須恵器片である。また写真76は、回転糸切痕を残

す台の一部である。この手のものは、第8号住居跡の長頸壺のそれにも似ている。

第21-2図 第 18号竪穴住居跡出土遺物 S =½
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第22-1図 第19号竪穴住居跡実測図
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第18表 堆積土層一覧

"" 
堆積土色匁f特 徴

① 
明黄褐色 馬褐色土と

シルト の混土

② 黒褐色土 I 焼土多依混入

③ 明赤褐焼土 シルト 質土

ピソ ト堆積土層一覧

黒渇色土
ビット

I 
I・ 2 

2m 

第19号竪穴住居跡 第22-1図

表上が極端に浅くなっており 、攪乱 ・削平があ った
と思われ東壁 ・西壁の一部がはっきりし

ない遺構である。ま た、南随は第20号（屯居跡と軍複しカ
ットされている。但しこの部分にあっ

てもかなりのi'jlj平があり 、'I'll然としない部分もみられる。

先後閃係については、本遺構の方が古い時期のもの
ととらえられるが、遺物においては決定

(¥'・)な梵料を観寮できない。

規模は、北咲 2.6m、東 ・西壁の残存辺長は各々 1.
5m、0.5mほど しか確認されず、全体プ

ラ・ノは不明である。 咲高は遺存状態の良好な北壁で
約 7cm位である。壁のたちあがりは若干傾

斜してし、る。

床1(りは、'V・坦な沿',+.質・ンルトであり 、特につき固められた形跡
もみられない。

ピットは、墜内と墜部中から各 1wiづつ検出されている。 P1は、北壁やや中央部に位置し、

40 x 60cmほどで、楕円状の平面プラソを示し、深さは床
面から16cm程度である。埋土層は、住

屈跡の堆柏陀と一致する。 したがって当遺構に伴う
ピットと考えられるが、性格などは不明であ

る。Pは北西隅に位償し、壁より張り出して構築 し
てある。直径95x 115cmでほぽ楕円形を示し、

床而か らの深さは12.4cm程で、床面に向って垂直気味に掘
り込まれている。

児十はP1と同様、住居跡堆稼陪と合致する。遺物も埋土
中から見られ、位置、形態などを総

合(t;にみれば、当遺構に伴う貯蔵穴と思われる。なお
、柱穴、周溝等は確認されない。
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カマドについては、はっきりと断定できる痕跡はない。ただ、 P2付近に焼士が散在しており

P2そのものが、カマドの施設に関わる遺構にとれないこともないが、前述の観点でみる限りは

あてはま らないようである。

出土遺物

実測可能の土器は、杯類だけであり A類1点、B類2点である。 C類は貯蔵穴埋土中から体

部小細片が極少の出土。また甕類は、土師器 ・須恵器とも破片である。

(1)坪類

A類のNo.41(写真No.25)は、反転復元による実測である。回転糸切無調整で、体部は直線的

に立上がる。器肉が薄く、休部の凹凸は目立たない。良質の粘土を使用していると思われ、焼

成も固く良好である。

B類はNo.39(写真No.26)、No.40(写真No.27)の2点であるが、 胎土が非常に悪く 、内面の凹凸

が目立つものでもある。特にNo.39の杯はそれが激しい。体部に若干のふくらみを持ちながら、

ロ縁で外傾する器形である。 No.40は底径が小さく、体部に ふくらみを持ち口縁で強く外反す

る。外面の底面近くに沈線状のロク ロ成形痕が回る。これらは共伴する前述のNo.41のA類とは

明かに器形を異にするものである。

C類は、体部の細片だけで明確な共伴とは言い難い。墨書を残す体部片があるが字体は判明

しない。

(2甕類

甕は、土師器片が圧倒的に多く、須恵器は床面上で磨減した体部細片が 1点、埋土中からは

内面をカキ目で仕上げた体部片のみである。土師器はロクロ成形によるものと、そうでないも

のがあり、前者には外面を削り 、内面にカキ目を施すものが多い。後者は、外面に削り 、内面

にヘラナデか刷毛目による仕上げである。

ニニ
_- -ニ―

Nn41 -

三ロニニ―

No.39 ― □ 

-=- ----=---= 
No.40 第22-2図 第 19号竪穴住居跡出土遺物 s -½
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第23-1図第20号住居跡実測図

第1箱畏 堆積土層一覧表

甚

土 色 斎
特 徴

① 黒色土 圃
シルトが

多拭に混入

019'号住居跡と切合う が、20号住居跡の

平面プラン から、 ほぼ当遺構の方が新

しい時期の遺構とおもわれる。

0上層は削平の為不明

O 1 2 3m 

I I I I ii I I I I Ii I I I I I I I I l I I I I I I I II I 

第20号竪穴住居跡 第23-1図

本遺構は、第19号竪穴住屈跡との軍複関係をみせるものである。削平 ・攪乱などによってあ

まりはっきりしない部分もあるが、本遺構に切込んだ形で構築された第19号竪穴住居跡が新し

いようである。

規校は、削平等により全休が明かではないが、西 ・北壁は各々 3.35m、2.6m位残存 してい

る。吃高にあっても北壁部分で6cmほどであり 、プラソははっきりしない。

床面は、住居跡内埋土よりは堅いが、つき固めたというほどのものでもない。また、凹凸も

少なく平坦である。

ピットは、屋内と断定される範囲には存在しない。 10号ピットは本遺構の南東方向に存在す

るが、この場合も極土の削平を受けており 、本遺構にどの程度の関わりを持つものであるかは

明言できない。なお、このヒ°ットは、60cmx 70cm径で、地山部分に約7cmほど掘り込まれてい

る。また、ピッ ト床面中央部分は、若干ながら窪みを持っている。

カマドについては、はっきりとそれらに伴うべき施設が確認されていない。西壁中央部付近

から遺構中央にかけて、東西に長い焼土範囲が確認され、遺物の存在もみられるようであるが

カマドの痕跡とも判断できず、この場合の焼土そのものの性格もまたはっきりとしないのが実

状である。

出土遺物
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埋土、床面出土を合わせても遺物量は少なく、しかも破片だけである。 A類の体、口縁部片

土師、須恵器甕の体部片等がある。何れも ロクロ成形と思われるが、詳細については不明。

埋土中か らは、 B・C類の体部）ャ、 須恵器の甕 ．壺と思われる破片、カキ目の土師器片の出土。

゜第24-1図 第21号堅穴住居跡実測図

第21号竪穴住局跡 第24-1図写真55~57

2m 

第20表
堆積土層一覧

＼ 堆積土色 基本層 特 徴

① 息色土 m 遺物ふくむ

② 黒色土 ru シルトがプロック状に混人

③ 
黄褐色 糾色土との

シルト 混土

④ 黒褐色土 シルトとの混土

⑤ 烈色土 Ill 
焼土が混人

している

ヒ,, 卜堆積土層一覧

馬褐色土 1 ピj 卜l2 

カマド部堆積士 ~ii は、赤褐色焼土と息色

土の混土。

住居跡南西隅が削乎され明かでない。 北壁3.lm、東壁3.4m、西壁 ・南壁の残存長は、 1.6

m• 3mで、ほぽ隅丸方形の平面プラ ソを呈すものと思われる。残存する壁の高さは、遺存状

況の最も良い東壁で約 9cm位であり 、床面より外傾気味に立ち上がる。床は粘土質土であり 、

固く締まっているが、特に突き固められたよ うな痕跡はみ られない。又、床面は攪乱の為か全

体が起伏に富み凹凸が激しい。床面からの出土遺物はみあた らない。

ピットは東壁内か ら径30cm位で、深さ10cm程の不定形の乎面形を示すものが 2個確認された

が、共に住居跡堆積層と必らずしも合致しないことから柱穴とみるのは難しく 、性格および用

途は不明のビットである。また当遺構からは貯蔵穴 ・柱穴 ・周溝等は確認されない。

カマドは東壁中央に位置し、燃焼部と推測される焼土中か ら多量に遺物が出土している。燃

焼部と思われる部分は、特に床面を掘り込む形態は取っておらず、床を直接使用したらしく 、

床面が赤く焼けていた。しかし、両側には、袖部となるような設備は何もみあたらなかった。

また煙道部や煙出部も、検出出来なかった。
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出土遺物

(1)± 不

-A類一

No.43 (写真No.31)の1点が埋土中から出土している。ロクロナデの痕跡を残し、外反気味に

立ち上がる体部は、他のA類と器形を異にしている。回転糸切による切離しで再澗整はみられ

ない。体部の凹凸は著しく 、底部との境界も判然としない。胎土中に多量の粗砂を含み粗悪で

あるが、焼成は比較的良好である。

他に、底部片が出土しているが、これも回転糸切によるものである。

B類は全て破片だけであり、底部片は見当たらず、口縁～｛本部片に限られる。これらの遺物

は、焼土中に集中しているのが特徴である。

(2)甕類

土師器No.44(写頁No.69)は、ロクロ成形によるものであり 、器形的には第13号出土の甕に似

ている。内外面ともロクロナデ痕を明瞭に残し、実測部分では広範囲の再澗整はない。僅かに

内而中央付近に斜位の刷毛目が観察される程度である。おそらくは欠失した下方部分にそれが

続くのであろう。口唇部は窪んでおり、その内側にあたる部分にも浅い窪みが巡る。肩部は、

明瞭な段を持たず短頸部から胴部へと直結している。外面には 4cm径の黒斑がみられる。胎土

中には、粗砂を多量に含み粗悪であるが、焼成は良好である。

他に底部が 5点出土しており、回転糸切によるもの 3点、木葉痕を持つもの 2点がある。前

者の中には、糸切後に簡単な箆削り調整を加えている場合もある。全体としてロク ロ成形によ

るものの方が多くみられるが、内面にカキ目の痕跡を持つ体部片もある。また、 ロクロ不使用

の場合は、外面に箆削り 、内面に箆ナデ又は刷毛目を施す例が若干みられるが、大半は小細片

のため技法が判然としない。

_-― 
__ 

―
 

_―
 

3
 
4
 
Q
 z
 

No44 

第24-2図 第21 号竪穴住居跡出土遺物 S -½
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第25-1図
第22号堅穴住居跡

実測図

I I I 

゜
第22号竪穴住居跡第25- 1図写真47

2m 

第21表
堆積土層一覧

堆積土色 括本H 特徴

① 黒色土 III 
J: 部削平
の裕不明

ビy 卜堆積土培一覧

黒色土 Ill ピット 1

黒k色部土に焼と土 ピソト 2

※上部層が極度に削平されている
為に明確な土層は不UJJである。
浮遊焼土は（主居跡堆積~1(県色
土）中にふくまれる。

住居跡東壁、北壁の一部、南壁の一部が削平によって壊されている為に、正確な形状は分 ら

ないが、ほぽ方形を呈すと思われる。西壁2.6m、北壁・南壁の残存している壁長は、 各々1.6

m、2.lmである。壁の高さは、遺存状況の最も良い西壁で 4~ 5cm程で、ほぼ垂直に掘り込

まれて構築されている。床は住居跡中央部付近で 2~ 3cm高くなるが、ほぽ平坦であり、粘土

質の床面を持つ。堆積層より若干固いが、特に突き固められた様な痕跡はなく、黒色土が、部

分的に混じって散在している。又遺構中央部より 2~ 3cm程度高い位置に黒色士と焼土の混じ

った層が確認されている。直径30cm内外であり、遺物は含まれない。性格は不明であるが、お

そらく攪乱の為の浮遊焼土と思われる。

ピットは、壁内から 2 個 (P1• P2)が検出されている。P1は直径80~90cm、深さ21cmほどで

あり 、形状は楕円形を示す。堆積層は、住居跡堆積層と合致することから、当遺構に伴うもの

と思われるが、性格などは不明である。又、Pは南東隅の焼土の下より検出され、不定形のプラ

ソを示 している。床面を 3~4cm程掘り込んで形成しているもので、遺物は含まない。P1と同

様性格は明らかでない。また、カマドは確認出来なかった。

出土遺物

遺物の出土量は少なく、あっても小細片だけである。貯蔵穴埋土中より B類が二片ほど出土

-62-



している。一点は1,q転糸切痕を残している。fF: 屈跡内の坪▲士からは、＋師席甕の（小部）ヤがある

が府滅のため，~'(細は不明である 。 肛部を一部残す蔽片には 1111転糸切痕が残っている 。 杯は 、 A

·B·C 各＂！ とも 一片づつ出十~ しているが、何れも小糸Ill片のため特筆することはない。ただ、

ロクロ成形であることは確かのようである。

ェ

◎
Ps 

>
g
Pto

P, 

・--削ー・・---
平。
------r--ロ

II 1, I I I" JヽI』II'I'I,'II I , I』,| 
0 1 2 3 m 

第26-1図 第23号竪穴住居跡平・断面図

第22表
堆積土層一覧

八堆積土色 基本層 特特 徴
部分的にみ ら

① 黒褐色土 I れる8号溝堆
積層

住居跡f:層

② 黒色土 a （うすい形） 
遺第構1方 焼土

住居跡最下彫

③ 黒色土 皿
(5~6cml 
浮層遊焼土 卜部

ピッ ト堆積士層一覧

ビJ ト10-16

黒褐色土 I 世が混し16は粘土
入する
（カクラン？）

黒色土 a ピ， 卜1-9
遺物をふくむ

ヒ］卜1、2、
黒色土 m 周5、6、9

i晶堆積榊

新し闘い時期のビ ット群10-16
1浮 土と同時期のものI
古い 1のヒ ソト群 1-9

第23号竪穴住居跡 第26-1図写貞48~50

木遺跡の北端東側に位置し、耕作による攪乱や、表十原I]ぎの段階における1りlj平を受け、北東

隅から東研南寄り部分の一部が確定しない遺構である。

西墜 5.65m、南墜 5.7m、北隈・東壁の残存長は、各々 4.8 Ill• 2. 4 Illでほぼ隅丸方形の'f-f(ijプラ

ソを呈すものとみられる。党の高さは、遺存状況の最も良い西墜で約9cm位で味は床1!!iから外

領して立ちヒがる。床は粘上質七であり 、烈色七が床全体にプロック状に散布している。尚、床

而は同 く締ま っていた。

ビットは床面から16個検出 された。16個中9fll,1 (P1 ~P9) は 、 坪卜カ;住居跡堆稽 — I :と合致し、

出土している遺物も同時期程度と思われることから第 1期生活面に付随するビットと杓えられ

る 。 P1·P2 •P, •Ps ·Psli 、ある程度底部面に向 って垂直に掘り 込まれ、中には掘り方を有すピ ッ
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トもみられ、これら他の位置、形状などから判断する限りに於て、ほぽ主柱穴と思われる。Ps

は、東壁中央部からやや北側に位置し、堆積層は黒色土一層であり 、上部に焼土が微量混じっ

て検出されたものである。また、堆積土中から遺物破片が出土していることより、ほぽ貯蔵穴

と思われるが、断定はできない。p3、p4、P1は補助的な柱穴とみ られる。周溝は、南壁、西壁

一部にみられ、上限巾65cm、下限巾45cm、床面からの深さ 7cmほどで、床面を掘り込んで形成

している。堆積層は黒色土である。また南壁東寄りで8号溝によって壊されている。なおカマ

ドは確認されなか った。

また、この遺構内には、住居跡の埋土である一部の層上に、4ケ所の焼士範囲が確認される。

これらは何れも同レベル上に散在しており、 二時期にかかる生活面を持つ可能性が考えられる。

以下については、浮遊している焼土面を第二面、地山の床面を第一面と記す。

浮遊焼土とされた第二面は、い うまでもなく最下層の第一面よりは確実に降るものであるが、

この場合は、特に焼土下の黒色土の状況から、時期差を持つものとしてとらえ られる。即ち、

これ らの焼土は、住居跡がある程度まで埋没してから形成されたと思われる。ただ、この焼土

の範囲は上面をかなり削平されており 、正確にはどの程度の広がりを持つのかは不明である。

一方、第 1方形焼土遺構については、やはり、 当住居跡の埋土を掘り込んでおり 、床面以下

にも逹するものである。また、その埋まり具合も住居跡堆積層とは異り、時期差を持つことは

明白である。前述の浮遊焼土との関連については、結論的には、同時期かそれより新しいであ

ろうと推察される程度である。即ち、第 1方形焼土遺構の埋土である黒褐色土は、浮遊焼土面

下の土質とは異り、上層の削平された部分の土とも考えられることから、新しいものであろう

と思われる。また、同時期と推察される可能性については、削乎されて露出した焼土面が、上

層の黒褐色土層に及ぶ場合のことであって、結果的に、遺構検出面が判然としないほどのカッ

ティソグを受けた状態では断定できない。

一方、第二面に関わるビットに想定されるのは、 P1o~Pl6の7個である。全て黒褐色土の埋

土であり 、甚本的には第 1方形焼土遺構と同様で、少なくとも第二面か、それ以降に付随する

と解釈される。この うち、 P10、P11、P12は、位置 ・形状からほぼ柱穴と思われる。特にP11にあ

っては、底面部に10cm径の自然円礫があり 、柱の下に置いたよ うにもみえるが、礎石としての

役割を果したかどうかは解らない。その他のビットについては、特に規則性はなく性格等につ

いては不明である。このうちP16fi攪乱されている。

なお、第二面について補足するが、この浮遊焼土の存在する面が、生活面として把握される

とすれば、当然二時期の使用があることは先にも記したが、住居跡の規模については、立替え

の様子はなく 、第二面にあっても、第一面の壁をそのまま使用していたものであろ う。 壁高は

検出面まで僅か3cm前後しか残存していない。床面に想定される焼土面レベルは、特に意識的
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な構築の跡もみられない。 しかし、部分的には黒色土邪分さえも確認できない範囲もあり、表

土の薄いこともさることながら、削平の激 しさが窺えるであろう。

出土遺物

木遺構での遺物の大半は、焼士遺構に集中しており 、竪穴遺構そのものに関わる遺物は非常

に少ない。床面からは、士師器の甕休部片と B・C類の杯休部片が少量出土しているだけであ

る 。 なおNu51• 52の杯については78Pで記す。

埋土中からは、 B類No.50(写真No.49)が出土している。これは1111転糸切で再澗賂を持たない

大き目の杯である。

外面休部中央より上の部分には明瞭な ロクロナデ痕を残 しているが、下端部は平滑である。

下端部には、指によると思われるナデ痕が若干観察されるが調整というほどのものでもない。

また、胎土は粗悪であるが焼成は良好である。

-ニ-――-
ニニニニ ――--

― -二てこ＿ -- -

No51 No.52 -

第26-2図 第23号竪穴住居跡出土遺物 S -½

第23表第23号住居跡ピット計測表

Nu 形状 ’f 又le Cffi 
深さ
位置 備 考

深さ
cm No. 形状 径 cm 位闘 備 考cm 

1 楕円形 40 X 35 27 床面
士甲師色腐器植細士片含む ， 楕円形 65X 70 20 床面 黒色腐植士
‘堀‘‘‘方を持つ

10 楕円形 43 X 50 10 床面 黒褐色腐植土
2 楕円形 25 X 23 28 床面 黒色腐植土

3 楕円形 75 X65 10 床面 黒色腐植土
11 円形 35 X 35 18 認 黄褐色腐植土

楕円形
上師腐席細片含む

12 円形 30 X 30 19 且黒褐色腐植土4 55 X 65 28 床面
黒堀方色を植持土つ

← -

13 楕円形 25X 30 ， 周溝 黒褐色腐植土
5 楕円形 42 X 34 29 床面 黒色腐植士 内

6 楕円形 36X40 20 床面 黒色腐植土
14 円形 25 x25 19 罰 黒褐色腐植士

7 楕円形 30X 27 31 床面 黒色腐植土
15 楕円形 25 X 15 14 訳 黒褐色腐植土

8 楕円形 25 X 27 33 床面 黒色腐植土 16 楕円形 55X7Q 16 床面
北壁寄り

堀方を持つ
黒褐色腐植土
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床而焼成 ミ
第24表堆積土層一覧

A' 

"" 
堆積土色 甚本掃 特 徴

① 黒色士

＂ 
焼土、炭化物混

入

② 黒色土 m 地111粘士が小プ
ロク

③ 明褐色 黒色土との混士シルト

④ 浅色黄橙 N 堀りすぎ部分粘土

⑤ 浅黄橙 IV 
依化鉄分がプロ

色粘土 ／ク状に混人

゜
m
.
 

2
 

第27-1図第24号竪穴住居跡実測図

第24号竪穴住居跡 第27-1図

西壁が全て削平されているために住居跡の全体の形状は確定しない。東壁は約2.8m、北壁

と南壁の残存長は、各 々 1.lm• 1.4mで、コーナーは隅丸形を呈す。壁高は、残 りのいい東

側部分で約10cm程度である。

床面は、地山粘土質シル トであり 、乎坦なつくりである。中央部付近には焼土が散在する範

囲があったが、性格は不明である。

ビットは、遺構内から4個確認されている。 P1は北東隅にあり 、径80x 98cmで南北方向に長

い楕円形を呈す。深さは、 床面より約l}cm位である。規模や位置などから貯蔵穴ともとれよう。

P2・PJ・P41i.、何れも浅いピットであり 、各々55x 55cm、50x 35cm、82X7Qcm径である。こ

れらの ピットからは、遺物を全 く出土せず、形態や位置にあっても規則性を持つものではなく 、

本遺構内においての役割や性格については不明である。なお、深さについては、4cm~27cmと

巾を持つ。

柱穴、周溝、カマド等の施設は検出されないようである。

出土遺物

床面からの出土遺物は一点もなく、全て埋土中からである。完形品は、 B類のNo.59(写真No.

52-a・b)一点である。口縁が外反し、押しつぶされた形に歪んでいる。口径は広い方で14.8

cm、せまい方で12.6cmである。胎土、焼成とも粗悪である。
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A類は、回転糸切痕を残す底部片と休部小

細片が若干、 C類は休部が一片だけの出土。

甕類は、土師・須恵器がある。土師器はロ

クロ成形とそうでないものとがあり、後者の

技法は、外面に削り 、内面に刷毛目の痕跡を

残す。須恵器にあ っては、ロクロ成形後に外 第27-2図第24号竪穴住居跡出土遺物 S =½

面を削lるものと、ロクロ成形痕をそのまま残す破片である。

この他に、絨維を含む縄文片と石器が一点づつ出ている。

?9 
pt) 

第25表堆積土層一覧表

徴特．層
本基

色土

削平--
ps
◎
 

< 

① | 見托色土 I m 
シル トが多く

混人している

ピット堆積土層一覧表

黒色土 Ol 

シルトが 1::¥11
に幾分混人

ほと んど削平を受け不明である

i日II IいIIi II I I I . , I I叫 11』
0 l 2 . 3m 

第28-1図第25号住居跡実測図

蓼25号竪穴位居跡 第28図

西翌1.6m、北味は残っている部分で1.5m、南 ・東競は確定できず、全体のプラ・ノは不明で

ある。また壁の高さも、西側の最も残りのいい部分で 8cm位であり 、/'jlj平の激しさを物語って

いる。床而は、粘土質であるが、部分的に住尻跡堆租料が髭じり 、よごれている。ピットは、

全部で 7個検出されている。P1・P2は西墜部に構築されており 、いづれも直径60cm前後であり 、

深さは床面より僅か 5~ 6 cm程度である。遺物を全く含まず 、 堆梢土も単純な一•熟で占められ

ている。本遺構内における性格 ・役割については不明である。他のピットにあっても、｛叫霞こ

そ異れ、様相は同様である。その他、遺構に関わる施設は確認されない。

出土遺物

本遺構構出土の遺物は、土師器甕の体部小細片が2点だけの出土である。遺構内の東部分に

存在していたものであるが、外面に削り 、内面を箆ナデで仕上げている。胎土中には石英粒を

混入しあまりいいとはいえない。
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第26表堆積土層一覧表

ヽヽ
ヽ
、感x

土色 i 特徴
① 黒色土 Ill シルト混人

② 赤褐色焼土
息色土でよ

ごれている

極度な削平によ って

詳細は不明である。

゜
2m 

L,,,1,, ,,l1111 l1111I 

第29-1図 第26号住居跡実測図

9
,
 ．．． ,.~i., 

第26号竪穴住居跡 29-1図

本遺跡内南側部分に検出された遺構である。耕作時の削平がかなりあったと思われ南壁 ・東

壁が確認されず、この場合も全容が明らかでない。西壁 ・北壁の残存長は各々2.5m、2.8m位

で、コーナ一部分は角張っている。また、壁高は残りのいい部分で約8cm位であり 、床面から

若干の傾斜をもってたちあがる。床面については、粘土質シル トで構成されており、やや堅め

であるが、特につき固められたと断定できるものでもない。なお西壁北よりの底面から径6QX

62cmほどの焼土が確認されている。しかし、その性格については明かにできない。また、遺構

に関わる他の施設についても確認されなかった。

出土遺物

出土遺物は、焼土中からA類杯の体部片、 B類杯の体部片が2~3点出土している。その他

土師器甕の底部木葉底が出土し、体部外面に箆削りを施している。また、須恵器甕は外面に叩

目・内面に布目文を施した破片が出土している。

第27号竪穴住居跡 第30図

本遺跡の北端段近面に立地し、農業用道路下部から検出された遺構である為、遺構全域に削

平が及び、全体のほぽ3分の 1程度の検出にと どま った。

西壁 ・東壁の一部、北壁の全部分は確認出来ず、南壁においては、幾分削平を受けてはいる

が、ほぽ全辺長を確認した。辺長は、南壁2.75m、西・ 東壁の残存長は各々0.75m程度で、平
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第27表

混道施工段階の破壊

角礫層

mmi 
黒色土 (Ill)lOYRY, 
遺物をふくむ

（床面）

浅黄橙色粘土質シルト

゜
LJ
2
 

m
 

□

l3
 

第30-1図 第27号竪穴住居跡実測図

而形は、隅丸の方形を示すと思われるが、はっきりしない。墜の高さは、遺存状況の最も良い

部分で、 9 cm程であり 、床面に対し外傾するように構築されており、床而は平坦に形成されて

いるが農道下の為に、円礫が散在して確認された。尚床面からは、焼土、周溝、

ドに付属する施設は確認されていない。

住居跡の堆積層は、黒色土一層で占められ、

れている程度である。

ピット 、 カマ

B類杯（本部片数点、他に土師器甕片が若干含ま

堆積層は、粘性が弱くしまりがない。また、細礫が多量にふくまれていた。

出土遺物

遺物量は少なく、共伴関係を云々するには問題もあるが、須恵器は一片も見られない。杯類

は、破片だけであるが量的にはB類を中心としている。

(1)杯類

-c類一
回転糸切痕を残す底部片が一点だけである。内面に丁寧なヘラ肥きを施しているが、黒色処

理がはっきりと観察されない。第17号住居跡No.21号のC類杯の類いである。

-B類一

底部が2片、イ本部数片の出土。底部は、回転糸切のものと、磨滅のため技法の不明なもの。

(2)甕類

土師器だけの破片であるが、出土量は極めて少ない。磨滅のものが多く 、明かにロクロ成形

と判断できるものはない。内面に刷毛目が観察されるものが若干あるが、外面については不明

なものだけである。
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第28表下羽場遺跡竪

住 柱 穴 力
居 辺 長 (m) 床面積 辟土 高
跡 主 軸 方向

屑 東西 X 南北 (nf) (cm) 
主 補 有無 位 置

I ~ X 3.5 IO 東北東 N- 55°-E 有 東壁南端

2 4. 0 X 4. 5 18 0 10 東南東 N-117°-E 1 1 ,, 東壁中央

東南東 N-126°-E 有 （旧） 東壁中央
3 3 75 X 15 

南 N-180°-EW 有（新） 南 東 隅
， 

4 3 7 X 18 東南東 N-133°-E 有 東壁中央

東南東 N-127°-E 有 （新） 東壁南寄り
5 3. 97 X 3 77 14.9 15~20 

南南西 N-147°-W 有 （旧） 南壁中 央
ト―

6 5 3 X 5 0 26 5 ID 東南東 N-118°-E 2 有 東壁中央

7 3.3 X 23 東南東 N-134°-E " 東壁南隅

8 3 2 X 13 東南東 N-135°-E II 南 東 隅

東北東 N- 47°-E 2 有 （新） 東壁南寄り， 4 7 X 4.3 20.2 10 
東南東 N-134°-E 2 有 （旧） 南壁西寄り

10 ~X 4.8 5~8 西北西 N- 84°-W 2 3 有 西壁中央

11 ~X 2. 6 7 西北西 N- 83°-W " 
,, 

12 2.0 X 2.48 4.96 17 西南西 N-105°-W 不明 不 明

13 4. 2 X 3 7 15.54 7 ~12 東南東 N-125°-E 2 有 東壁北寄り

14 4 2 X 4. 2 17 64 6 北北東 N- II 0― E 1 " 西壁中央

15 3 6 X 20 東南東 N-121°-E " 東壁中央

16 5 9 X 5 3 3 I. 27 10 東南東 N-112°-E 2 4 " 
東北壁中央より
寄り

17 3 2 X 3. 7 11 84 12 北北東 N- 24° ― E 2 無 ------18 3 不 明 " ------19 3 I x 7 北北西 N- 5°-W ,, ------20 6 北北東 N- 40°-E II -------← -

21 3 I x 3 4 10 54 ， 北北東 N- 40°-E 有 東壁中央

22 3 I X 2 6 8 06 4~5 北北西 N- 6°・-E 無 -----← --
不 明 3 ,, ----23 5. 7 X 5. 6 31. 9 ， 
------北北東 N- 18°-E 5 3 " 

24 - X 2.8 10 北北東 N- 21°-W ,, ------25 ~X ]. 6 8 西北西 N- 76°-E ’’ ------26 西壁~ 北壁 8 北北西 N- 22°-E " -------?. X 2. 8 

27 南壁 西壁 ， 北北東 N- 45°-E N -------2 75 X 0. 75 
-•9 

••• 
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穴住居跡一覧表

マ ド 貯 蔵 穴 周 溝

袖部 煙道タイプ ・長さ 煙出部形状 ・深さ 規 模 位 置 規 模 位 置

無 Bタイ プ 70 cm 楕円形 26 cm 65 X 35 カマド南側

---------------不明 Cタイ プ 63 cm 楕円形 7 cm ~ -----~ ---------無 Dタイ プ 60 cm 無 ~ -----------" Aタイ プ 120 cm 円形 20 cm 

------ ------------不明 Cタイ プ 100 cm 無 ~ 
--------------------有 Bタイプ 94 cm " ~ 
--------------------不明 Bタイプ 95 cm II ~ 

------ ------無 Cタイプ 70 cm ’’ 125 X 90 南東隅 上巾巾 60cm 下 30cm
西 ～ 北壁

有 Bタイ プ 134 cm 楕円形 18 cm 

-------------~ --------無 Aタイ プ 115 cm 不 明

-----------~ --------" Bタイ プ 95 cm 楕円形 7 cm X 

--------------,, 無 無 ~ ~ 上下巾巾 65cm 40cm 南壁西寄り
有 Aタイ プ 150 cm 不定形 30 cm 45 X 35 南西隅~ -----,, Aタイ プ 150 cm 不定楕円形 17 cm 100 X 94 北西隅

---------------II Aタイ プ 120 cm 楕円形 18 cm 

---------
~ ~ ------不明 無 無 105 X 45 南壁中央

--------------" -----無
不定形 ~ 上下巾巾 70cm 北～南壁70 X 100 30cm 

無------------------------------不明 ---------------80 X 60 東壁中央 上巾 70cm 東か 壁中央下巾 40cm ら 北 へ

／ ----------------------~ ------ン-----------------~ ~ -----------ン------------95 X 115 ~ ---------------レ-----------~ ------~ --------無 不 明 不 明 ~ ~ ~ 
---------／ ----------~ ~ ~ ---------I/ ------------~ ------------------------I/ ------------65 X 70 東壁中央か 罪 65cm 南～西壁ら北側 45cID 

／／  ------------80 X 98 北東隅 -------------／／ ----------------------------------------------V ------------~ ~ -----------------v ---------------------~ ~ ---------- 71 -
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第29表
堆積土層一覧

LCO 

ピ

＼ 堆積土色、基本層

① 
凩色土(Ill)

杯甕片をふくむ

② 
(I黄橙色粘土カメ

をとりま く

ピット堆積土色

① 
焦色土(Ill)

遺構に伴 うか •7

③ 
暗褐色土

シルトが多lit混人

第31-1図

第1号堅穴状遺構
実測図

'OJ 

mヽニ冒 0 1 2 m 

I , 1 1 1 I 1 1 1 I I , 1 I I I , I I 1J 

2
 
竪穴状遺構・焼土遺構・ピットとその出土遺物

第 1竪穴状遺構 第31-1図 写真51~53

この遺構の周辺は、表土が極端に薄く 、耕作のために上部層が大巾に削平されている地区

であることから推察すれば、 この遺構自体も削乎を受けているものと思われる。元来は、住居

跡の一部であったと思われるが、表土の薄い部分は削り取られ、深く構築された部分だけが、

残存し、検出されたものと推察される。

東西1.8m、南北2.2m程度で平面形は卵状の楕円形を示す。残存する壁の高さは、最も遺存

状況の良い南西隅で約21cmで、壁は、ほぽ垂直に掘り込まれている。床面は、褐色粘土質シル

ト面で、堆積層より若干固く締ま っているが、特につき固められた痕跡は見られない。又、北

から南西方向に緩傾斜して、南西部で方形状に一段と深く落ち込んでいる。本遣構内から焼土

は確認されず、水酸化鉄分の粒子が堆積土中に混じって確認された。

ビットは、遺構内から 2個確認されているが、いづれも攪乱ピットである。又周辺からは、

不定形状を示すヒ°ットが 3個検出されている。いづれも深さが20cm前後のヒ°ットであり、東か

ら南にかけて存在するが、 この遺構に伴うものかはっきりしない。

なお、南西隅の方形状落ち込み部分からは、白黄橙色を呈する粘土遺構がある。これは、土

師器の甕を取り囲むような状態に形成されている。
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登録 遺 辺 長 1ml 検出面か 焼土 床面 （底部面） 周辺の状況と

番号 構 上 限 下 限 形状 らの深さ 堆積状況

Nn 名
南北 東西 南北 東西

(cm) 有無 状 況 検出遺物

第 卵状
黒色土一庖であり、 2段階構築であり 、3個のヒ°ットを有

2 20 I 80 2 00 I.SO 楕円
約5- 6 粘性強、米粒大の 西側部分が深くな し、埋土状態も同

堅 粘土シルトのプロ る。 様で等 しい。

6 穴 無 ツクが混入。 床面は、なめらか 但し土師、須恵片

状 やや
土師器、須恵器片 であり 、若干凹状 をふくまず。

遺 1.85 I. 2 0 95 0 90 長方形
約20~21 混入。 に窪み｀なだらか 性格は不明である。

構 である。

出土遺物

壁のコーナー付近か らの出土が目立ち、実測可能土器はB類2点、土師器甕 1点で
ある。B

類が主体であり 、A・C類は埋土中より口縁部の小細片が各一片づつ出土しているだけであ
る。

全体としての遺物羅も少ない方である。

杯類は、 No.69、No.70(写真39)の2点で、何れも回転糸切無調整のB類杯である。
No.69は、

独特な体部の立上がりを示し、凹凸は激しい。底部外面は焼成の際による変化の
ためか窪む形

になり、その分、器肉が薄くな っている。胎士中には石英細粒、粗砂等を多量に混
入し粗悪であ

る。

一方、No.70の杯は、器高が浅く小型である。底径は、口径に対して大き目で、体
部には軽

いふくらみを持つ。口経は若干外反する器形である。 内面には黒色変化物が付着
した痕跡を持

ち、他のB類に比して光沢の有るのが特徴といえる。

甕は、土師器のNo.84(写真No.58)がある。肩部から体部上半部分の実測図であるが
、長胴型

の甕と思われる。巻上げで形を整えてからロクロ成形したもので、更に箆削りを
施している。

内面には特に調整痕が観察されないが外面よりは平滑な仕上がりである。なお
、この甕は、

本遺構内の粘土に囲まれた状態で出土しているのが特徴である。 （写真 ・図版No.
53参照）

": 尺□~ 
No84 

第31-2図第1号堅穴状遺構出土遺物 S -½ 
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焼土遺構

方形焼土遺構

方形を呈する焼土遺構は、遺跡内南端部分から 2基検出されている。これらは、何れも溝状

遺構と切合うものであるが、両者とも溝よりは古い時期に存在していたものである。遺構の床

面から側壁は焼土で被われており、かなりの火熱を受けたものと思われる。

堆積層は、黒褐色土が主体であるが、混入物の違いから何れも 3層に細分される。

第 1層はシル トが混入し、 若干の遺物も散布する層である。第 2層は、焼土 ・炭化粒を含み、

第 3層には粘土プロックが混入している。

出土遺物については、 B類だけの出土であり、焼土遺構の特性ともとれる状況を呈している。
なお、性格 ・用途については、結論的には不明である。 B類的な杯を生産した可能性を持つ

遺跡としては、江刺市瀬谷子・秋田県野形遺跡等がある。これらは従来の登窯・乎窯とは様相

を異にするものであるが、本遺構は、更にタイプの異る焼土遺構としてとらえられるものであ

ろう 。

以下、 2基の焼土遺構についての詳細を記す。

堆積土層第31表

｀ A 
I"'- 堆積土色 特 徴

シルト混入遺
① 黒褐色土 物(t不片）を幾

分ふくむ

② 黒褐色土
焼土、遺物を

！ 
ふくむ（多批）

黒褐色土 粘土プロック
③ 
8号溝断面

混入、遺物な
し

第32-1図 第1方形焼土遺構実測図 I , I .1 I I I I I I I I I I I I I I I I I 
0 I 2m 

第一方形焼土遺構 32-1図

本遺跡内南東部分に位置し、第23号竪穴住居跡床面を壊して構築されたものである。

規模は1.5X 1.2mのやや長方形を呈するものであり 、深さは約30cm前後、また床面部分にあ
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っても、1.1 X lffiの広がりをもつ。なお、深さは、表面を削平された後のものであって、本来

的なものではない。この焼土遺構は、垂直に近い掘り込みであり、床面は平担に構築されている。

また焼土は、壁面から床面まで貼りついたように、全体が赤く焼けていた。

堆積土は、大別一層であるが、混入物の混じり具合から、基本的には 3層に分けられる。第

1陪は、黒褐色土にシルト質土が混 じった層であ り、ほぽ10cm程度の厚さである。第2層は、

同一土色中に焼土粒 ・炭化粒等が混入している層で、約20cmほどの厚さをもつ。第3層は、直

接的には、本遺構に関わるものではなく 、それを切る溝状遺構の断面にみられる層である。

軍複関係においては、第23号住居跡、第8号溝と切合い、住居跡より新しく 、溝よりは古い

時期のものである。

出土遺物

須恵器はみられず、土師器の甕と B類だけの出土である。 B類はNo.71、No.72(写真No.53)の

2点あり、焼土中から出ている。

No.71は、外傾する口縁で休部の凹凸は顕著である。B類の中では底径と口径との差が大きく 、

切離しは回転糸切によるものであり、再調整はみられない。胎土中には石英細粒、粗砂等を混

入しているが、焼成と共にそう悪くはない。

No.72は、反転復元によるものである。外面底部に黒斑を有し、回転糸切無調整。口縁直下に

顕著な ロクロ成形痕が巡り 、外反する口縁を有す。体部の凹凸は目立ち、内面底部には渦巻状

のロクロナデ痕が明瞭に残っている。前者の杯に比し、明らかに胎土・焼成等は不良である。

甕類は土師器だけの破片が多数でているが、調査段階で、第23号住居跡の遺物と混同した可

能性が強いものである。これらの破片の中には、回転糸切痕を残す底部片があり 、体部の場合

はロクロ成形後に箆削りを施したものが多いようである。

-— - --

一三― ―― ==-- 二―
No71 Na72 

第32-2図 第 1 方形焼土遺構出土遺物 S-½

第2号方形焼土遺構 33-1図

遺跡南端西側に位置し、壁の長さは、東西の上巾1.3m、下巾1.18m、南北下巾1.15mであ

り、上巾は攪乱のために壊され、明らかでない。壁の高さは、北壁で20cm位であり 、垂直に掘
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第33-1図第2方形焼土遺構
実測図 I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

0 1 2m 

第32表 堆積土層一覧

堆積土色 I基本層 特 徴

馬褐色土

黒褐色土

黒褐色土

①
―
①

―
①
 

焼土、 シルト ｀炭化物類が混人

粘土プロ ック が混入、 10号溝断面

焼土、遺物を多駄にふくむ、炭化物多屈

り込まれている。乎面形は、隅丸の正方形に近いプラ ソを呈す。底部面は周壁と共に赤く焼け

ており、かなりの火熱を受けたものと思われる。尚、床面は粘土質土であり、平坦に構築されて

し、る。

堆積土は、黒褐色士一層であるが、混入物などの相違から3層に細分される。第 1層は、 シ

ルトが混入している層であり 、厚さは 9~10cm程度であった。第2層は、焼土粒、炭化粒など

が混入し、厚さ約llcm内外の堆積を示す。第3層は10号溝の断面土層である。

重複は、第10号溝と関係する。第3層断面図から示されるように、溝より古い時期のものと

推定される。

出土遺物

本遺構に関わる遺物は破片のみであり、しかもビット内の埋土、あるいは重複する第10号溝

との攪乱部分からの出土である。

埋土部分からは、回転糸切による切離しの底部片を含むB類の細片が多数出土しており、こ
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の他にC類体部一片、土師器の甕片裕がある。須恵器はみられず、量的にみても B類を主体と

した遺構である。

c類は、口縁部片であり 、内外面ともに黒色処理がみられるが、外面部分での磨きは、特に
観察されない。土師器甕の破片には若干の底部片もあるが、回転糸切によるものと剣離のため

詳細不明のものとがある。体部片については、ロ クロ成形と判断されるものもあるが、大半は

不明である。

当遺構より後世につくられた溝によって攪乱された部分からは、土師器の甕休部片、 A・B

・C類の口縁部片等が出土している。

土師器甕は、ロ クロ成形のものと、休部に箆削りを施すものとがあるが大半は磨滅、あるい

は小細片のため技法が不明である。

A・B類は、胎土が粗で外傾する口縁部片、

ある。

C類は、胎土中に雲母を混入した口縁部細片で

第34-1図焼土遺構実測図
第33表堆積土層一覧表

＼ 堆積土色 甚本 特 徴
層

① 赤褐色焼土
黒色土 (Il)の下

層炭化物混入

② 暗赤褐色焼
弱粘性、炭化物

土
混入、木根混入

I I I I I I I I I I 
③ 黒色 土 皿 住居跡最下料

0 Im 

その他焼土遺構

第23号住居跡内焼土遺構 写真50、第34-1図

この遺構は浮遊焼土として、第23号住居跡の項で記したも ので、黒色土基本層Nの上部に堆

稽している。

尚、この種類の遺構は、他に第13号竪穴住居跡にもみられるが、こ こでは、 再述 しない。全

体で、 5遺構が確認されている。何れも、 住居跡がある程度まで埋没した時点で再利用された

ものと してとらえられる遺構である。各々の詳細については、各住居跡内で説明 しているので

省略する。
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出土遺物 第23号竪穴住居跡 ・第26-2図参照

杯ではB類を中心としており 、2点が実測可能である。No.51(写真No.47)、No.52(写真No.48)、

c類は一点もみられず、A類は口縁部細片のみの出土である。

No.51は体部内外面にロクロ成形時の凹凸を持ち、ややふくらむ器形である。口縁直下に陵線

が巡るがそれを境にして口縁部が外反する。内面底部中央部に突出を有し、その回りには渦巻

状のロクロナデ痕がみられる。砂粒を若干含むが、胎土 ・焼成とも比較的良好である。色調は

赤褐色～橙色を呈す。また、体部中央部に硬貨大の黒斑が観察される。

No.52も回転糸切無調整であり、成形時の凹凸が激しい。No.51よりは器高が低く 、底径は小さ

目である。内面底部には突出がみられ、またNo.51と同様に小範囲ながらも外面に黒斑が観察さ

れる。

甕は、土師器 ・須恵器の両様があるが、何れも破片のみの出土である。土師器は、ロクロ不

使用で外面に削り 、内面に刷毛目を施す体部片と、内外両面に明瞭なロクロ成形痕を持つ体部

・底部片がある。底部は回転糸切による切離しのものと、磨滅のため不明のものとがある。一

方、須恵器は内外面に叩目痕を持つものと、詳細不明の小破片が出土している程度である。

その他、つまみ部分が欠落した須恵器の蓋の破片がある。これは回転糸切による切離しであ

り、胎土 ・焼成とも良好である。またやはり須恵器で口縁直下に鍔状の張出しを持つ特殊な器

形の破片があるが、全体の形状は知り得ない。おそらくは、第 1号住居跡出土の No.101(写真

No.73)に類似した器形を持つものと推察される。

第 1焼土遺構 35-1図写真61~62

本遺跡内、北東部に位置しており 、調査以前の段階で、極度の削乎を受けた遺構である。調

査時にあっては、既に赤褐色焼土や杯、甕等の遺物片が剌き出しの状態であった。

住居跡内ヵマド遺構としての前程で精査されたが、基本層である I・ll層はもとより 、m層

の黒色土の大半もまた削りとられていた。

結論的には、住居跡と断定するだけの確証が得られず、焼土遺構と して扱う。

第35-1図でもわかるように、最長部分192cm、 最短部分48cmの不定形プラソを呈す。 地山面

から12cm位上まで、盛土的な状態で検出されたものである。

堆積土層は、焼土中の混入物、堅さなどから 7層に細分される（第34表）。 それによると、

赤褐色焼士③を中心としており 、その周囲には① ・②の黒色土が混入しており 、少なくとも①

②部分は、 本来の火熱部分とは考えられない。

また、北東と南西端はにぶい赤褐色焼土となっていることから、③を中心とした火熱が周囲

にも浸透したものと考えられる。

遺物は、COO)③⑤⑥層から出土しているが、特に①②⑤層から多く出土しており 、最下層の
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 第35-1図第1焼土遺構実測図

第34表堆積土層一覧

Im 

—-~ 
I~ 

堆fi'I土色 某本層 特 徴

① にぷい赤褐色 黄橙色シル トに黒色土が混入。焼土が多駄に混入し赤くみえる

② にぶい渇色土 黄橙色シルト に黒色土が混入。焼土駄が_/・,層より少ない

③ 赤褐色焼士 火熱部分と思われ、 I司くしま って いる

④ 黒色土 a 攪乱部分と思われ、木根などが多恥1こ混入している

⑤ 黄橙色シルト 焼土が幾分混入している。杯片が混入

⑥ 黄褐色 シルトと黒色土の混土。焼土混人

⑦ 黄褐色シルト 地山面の土rtと同様

⑦陪からは一片も出土していない。

澗査後の平而形は、第 1ピット 、第2ピットに区分され、前者は、長軸42cmx短軸32
cmの栴

円形を有す。深さは、5cm内外外であり 、浅いピットである。下層部分にあっては全
く遺物を

含まない。後者は、90x 56cm径の規模を持ち深さ、約7~Bernである。但し、この湯合も、
正

確な検出面からの深さでなく、削平されて残っていた而からのものである。 ま
た、前者と同様

に最下層からの出土遺物はみられない。何れにしろ、この遺構は、 住居跡の一
部、即ち南西方

向のカマドではないかと思われるが、現状では断定できないようでもある。

出土遺物

焼土内からの出士であり 、圧倒的にB類が多い。実測した杯は4点あるが、そのうち 3点
は

反転復元によるものである。甕は ロクロ成形と思われる破片が多く出土してい
るが、No.114(写
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真No.64)のような ロクロ不使用のものもある。

杯類は、C類No.60(写真40)、B類No.61、62、63の4点である。

No.60は回転糸切無調整で、器高が深く体部に丸味を持つ器形である。体部の凹凸は少なく 、

外面は灰褐色を呈する。胎土中には多量の雲母を混入している。内面のヘラ磨きの単位は、中

央より底部にかけては観察できるが、上方部分ははっきりしない。また、磨きの方向は一定せ

ず、斜位方向に交錯している。

この他に同種の体部2片が出土しているが、小細片のため詳細については省略する。

B類の 3点は、何れもカマドの痕跡とみられる焼土内、又はそれに付着した形での出土であ

る。全て反転復元によるもので、正確な計測値は望めない。また、これらの杯は、回転糸切無

調整である。胎土はB類の中ではいい方であるが焼成が弱い。特にNo.62は、口縁形が異り 、白

橙色を呈している。また体部下端には黒斑も観察される。

同類の破片は多 く共伴しており 、5点ある底部片は全て回転糸切によるものである。A類は、

回転糸切痕を残す底部と体部が各一片ずつ出土しているだけである。

- :::・ 

二

No.60 
口

"'"ーニJ 口

No.114 

第35-2図 第 1 焼土遺構出土遺物 S -½
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ピット

ピットは遺跡全域に点在し、形状も一定したものではない。全部で16個確認されているがそ

の規模については第35表の如くである。

ピッ トには遺物や焼土を含むものとそうでないものとがあるが、前者の場合は何れも竪穴住

居跡内かその付近に存在している。これは住居跡と何らかの関連を持つとも推察されるが、住

居跡内にある場合は、住居跡の埋土を堀り込む形でつくられたものであり両者間に時間差のあ

ることが明かである。

何れにしろこのようなビットは、その役割として、①屋外貯蔵用ヒ ッ゚ト 、②廃棄物用ヒ°ット

また焼土を含む部分にあっては③屋外炉的なヒ°ット等が考えられる。② ・③に属すると推察さ

れるヒ、＼卜群については、遺物の出土状況 ・焼土粒の混入状態等から自然的な堆積層というよ

りは、かなり人為的な要素が強いようにも観察される。

第35表ピット一覧表

上限下限 上限下限

ぬ 東西x 嗜x 形状 深さ 土 色 出土遺物 ぬ 東西x 東西x
形状 深さ 土 色 出土遺物

南北 北 南北 南北

m m 
44"' なし 9 kl.75X0.9m t I0.52X0 5m 5 "" なしI l 55Xl 5 .02 x0.9 楕円形 黒褐色土

枯土プロ ック混人
不定形 4 黒色土

焼土、シルト混人

2 b 45 x0.4! j).33X0あ 円形 23 黒色土
土師器甕片

10 U 51 x0.6'. 0 50X0.52 楕円形 7 黒色土 なし
焼土、炭化物混入 焼土、シルト混入

3 045XQ 4! ~.30 xQ.3( 円形 23 黒色土
土師器甕片

l!D70X0 70P.60X0.65 円形 15 黒褐色土
なし

焼土、炭化物混入 シル ト混入

4 0.95 x0.8! ~ 75 x 06! 楕円形 23 黒色土
なし 12 klooxo. お~.SOX ? 不整 II 黒色土

A、B土師器甕片

焼土少量 方形 シル ト混入

5 l.30X I 4! JOxJ II 楕円形 22 黒色土
なし

13 b.85X0餃p.BOxO 7B 円形 8 焦色土
埋土から土師器甕片

シル ト混人 シルト混人

6 l.65Xl2! 25X09! 楕円形 19 黒褐色土
土師器甕片

14 I 40XI 3( j0.90X0.85 楕円形 12 黒色土
なし

焼土．．ンル ト混人 シルト 混入

7 085XQ.7( b.ssxo.5( 楕円形 ， 黒褐色土 なし 15 l.45XI 75 1.2 Xl.2 不定形 18 黒褐色土
なし

シル ト屁入 粘土、シルト混入

8 140Xl.5( n.oox J.0! 不定形 13 黒色土
B類坪片、 A顛類杯． 土焼土師器

16 ? X2.00 ? XI 65 方形 31 黒色土 土師器甕片、 AB杯`カシルメ ト混、入C 坪、 ヽ 須恵器片、 シルト混人
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第36表堆積土層一覧

八 堆禎上色 JJ本 ~'1 特 徴

B' 
① 黒色」； m 黄褐色シルトが幾分

混人

-・ 
② 月↓色.:1: 旧

地山ンルトが多1,tiU
人

LL」I I ____ .i ______ L_L_L」--」

゜
l 2m 

第36-1図第5号ピット遺構実測図

第5号ピット 第36-1図、写真59~60

木遺跡内、ほぽ中央部西側に位置するが、結論的には、性格不明の遺構である。

規模は、上幅で130x 145cm、下幅でnox110cm径の円径に近い形状を呈す。深さは約22cm程

度であり、かなりの急傾斜を持つ掘り込みである。

堆積土層については、 基本土層mの黒色土であり 、混入物の相違から細分すると 2層になる

（第36図、第36表参照）。この堆積土は住居跡最下層堆積土と同一の質土であることから、当遺

跡においては、最も古い時期の遺構として考えられる。

出土遺物

写真図版59・60にあるよ うな遺物が出土しているが、 実物は存在しておらず詳細については

記せなし、0

この他には、埋土中から須恵器の台付杯片と士師器甕の体部片が出土している。前者は回転

糸切による切離しのもので、高台部分はその後につけたものと思われる。後者は外面に箆削り 、

内面に箆ナデ仕上げをみせる破片である。

第6号ピット 第37図参照

本遺跡内の中央部に位置している。規模等については、第35表を参照されたい。

堆積土層は、黒褐色土を中心とした 5層に細分される。焼土は黒褐色土に混入した状態で確

認されるが、自然堆積層とは思われない。ピッ ト最下層（第37表参照）から土師器甕の底部が

出土している。

また、このピットの北西部分に焼土痕が点在しているが、当遺構との関係は明らかではない。

この焼土は、厚さ 2~ 3cmで硬く締まっており、本来的には、他の遺構に関わって何らかの形

で存在していた遺構なのであろう。
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第37表 「堆積土層一覧」

I"' 堆積十．色 閉 特徴

① 黒褐色土 I 焼土多lit混人

② 黒褐色 t I 焼士少1,t滉人

③ '.J.1褐色十． I 
炭化物、遺物

シルト混人

④ 黒褐色土 I 枯 ・r. f混人
シルト

⑤ 
黄褐色

4 地ill面と同様シルト

第37-1図第6号ピット（焼土）実測図

出土遺物

全て破片の出土である。焼土上からはA類の口縁部片と、土師器の甕片が多数出土している。

゜
2m 

A類片は、体部外面のロクロ成形痕が深く残っている。甕片は何れも磨滅のため技法が不明で

ある。

埋土中からは、回転糸切痕を残すA類底部片と凹凸の目立つ体部片、B類体部片があり、他

に土師器 ・須恵器の甕体部 ・底部片が出土している。土師器の底部片には回転糸切を残すもの

もある。ロクロ不使用の場合は、外面にケズリ 、内面に刷毛目を施す。須恵器は、内外面に叩

目痕をみせる体部片がある。

第8号ピット 第38図参照

調査前段階において、地山焼成痕だけが、撹乱をうけた状態で確認できた遺構である。焼土

上部から最下層部にかけて遺物の混入がみられた。焼土の規模は(I)で長軸 110X短軸65cmの不

定形の平面プランを持つ。また、(II)は長軸 160、短軸75cmほどで、第(I焼土より大きな不定形

の平面プランを呈し、何れも南東から北西に長い焼土遺構である。調査後の規模は調査以前よ

り若干大き くなっているが、形状は変わりない。検出面からの深さは、 I・IIのいづれも13cm

内外で地山面を掘り込んで構築している。遺物は Iの底部面から若干出土しているだけである。

なお、性格や用途については決定づける根拠に欠けるため明かでないが、81Pの③的なもの

であろうとも考える。

出土遺物

8号ヒ°ット遺構からの遺物は全体として量が少ないが、杯類で4点が実測可能である。何れ

- 83-

111 

I 



第38表堆積土層一覧

翠・・§姿:
亥(?・・・・・ 

調査後

゜
2
 

3
 

4m 

第38-1図第8号ピット（焼土）遺構実測図

＼ 
堆積
基本層 特徴土 色

① 
明赤褐色 固くザラ

焼土 ザラして
いる。

② 
焼黒色土と

灰褐色土 土の混
土

③ 黄褐色土
焼けてい

て固い

④ 黒色土 Ill 焼土混入

⑤ 
にぶい赤 草根な ど

褐色焼土 混入

⑥ 褐色土 焼けている

⑦ 
明赤渇色 砂質シ ル

焼土 卜

⑧ 
暗赤渇色 焼けてお

焼土 り固い

⑨ 
暗赤褐色 シルト混

焼土 人

もヒ°ット内の壁や底面に密着 した形で出土している。

c類はNu66が一点、反転復元による実測図である。回転糸切無調整、体部にふくらみを持っ

てたちあがる。体部の中央よ り上位の部分での凹凸が目立ち、口縁部分は直口気味になる。石

英細粒を若干混入しているが徴密な胎土であり、焼成も良好である。

B類は、 Nu65(写真Nu44)、No.67(写真Nu45)、Nu68(写真Nu46)の3点の出土。何れも回転糸

切無調整で、外反する口縁をもつ。 Nu65 • Nu68はゆるい傾斜のたちあがりで大きさも変わらな

い。但しNu68は体部に「月」の字が墨書されている。Nu67は器高が深く、体部にふくらみを持

って口緑で外反する器形であるが、B類の中では特殊である。前2点より胎土、焼成とも良い。

この他に土師器の甕片が出土しているが、回転糸切による切離しの底部片をも含む。また埋

土中からは、木葉底部、外面にヘラ削り、内面刷毛目仕上げ等の破片が見られる。

なお、 8号ヒ°ット遺構の一連の遺構として10号ヒ°ット遺構がある。この場合は、 B類の底部

口縁、体部等の破片を若干出土している底部の切離しは回転糸切痕を持つものである。

第9号ピット 第39-1図写真64

64 X 30cm径の南北に長い不定形ヒ°ットである。焼土を含むが、結論的には性格や使用用途は

明言できない。

推積土は、 3層に分かれており、焼土下に黒色土が帯状に推積し、その部分にも焼土粒が混

入している。深さは、検出面から約4~ 5 cmと浅く 、床面部分は特に焼けていない。検出面に

おける範囲は、もっと小規模であったが、精査段階で拡大されたものである。 （第35表参照）
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第38-2図 第 8 号ピ ッ ト出土遺物 S-½

No65一ニ~ ::=ジ／

No67 

I 
:'~•; 

ニニ
No.68 

B
 

•
〒
,

••• .••• 
t: 
B
 

調査前 ▽
 

第39-1図

『
第9号ピット（焼土）遺構実測図

調査後
｀`＇ 

＜
 

m
 

第3箱畏 堆積土層一覧

堆積土色 基本 層 特 徴

明赤褐色焼土 固くしまっており、粘性なし、シルト黒色土混入

固くしまっており、粘性有り、シルトがプロック状に混入

黒

黒褐色土

色 土 n"-
幾分やわらかく粘性有り、シルト極少混入、焼土ふくむ
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第10号ピット 第40図写真63

第 9号ヒ°ットから北東に 1.5 m付近に位置しており、構築状態、推積土状況は 9号ヒ°ットに

類似する点が多い遺構である。調査前の形状は直径約47cm程でやや円形に近いプランであ った

か調査後の形状は若干大きめで、やや南北に長い楕円形を呈した。

なおこのビットは第20号竪穴住居跡に伴うヒ ッ゚トとも考えられるが、 住居跡自体が極度な削平

を受けて全体の½程度の調査に止まった為に全容は明らかでなく決定づける根拠に欠ける。 なお

遺物は出土していない。 （第35表参照）

第4~畏堆積土層一覧

e
 （焼土）

`
V
 

＜
 ー

一

―

―

―

!_̀v 

＜
 

B
 

B' 

箪
? I m 

し上し」_L__ _j_」__J_J_」
第40-1図第10号ピット（焼土）遺構実測図

I"" 堆積-'~ 色

① .'H色 I:
焼土、 シルト混

人、粘性あ り

② II;¥-赤褐色焼 I:

粘性あり 幾分さ

らざらした感 じ

がのこる。

③ 褐色土

黒色上と焼上の

混十．粘性な し

第 12号ピット 第41図

規模については省略するが、東西に長い不定形のプランを示す。

推積土は、黒色土一層で占められ、シルト及び焼土粒が混入している。しかし、床面部分にあ

っては、特に焼成痕はみられない。床面そのものは、若干粘性を持つ土質であり、つきかため

られた様子もない。遺物は、埋土中から出土している。

なお、北東 1.5m地点には第17号竪穴住居跡が存しており、遺物のあり方も類似しており 、

あまり時期差をもたないヒ°ットとも考えられるが、断定はできない。

出土遺物 遺構写真58 遺物写真No.52参照

ピッ ト内埋土中からの出土であるが遺物量は少ない。No.64(写真No.52) は、 B類の杯であり、

体部に墨書が記されている。また、底部が俵lj落しており、切離しは不明である。器高は比較的

深く 、体部の凹凸は激しい。
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第41-1図第12号ピット遺構実測図

第41表堆積土層一覧

堆積 1層 I土 色 1碁本層 1 特 徴

「

O Im 

土 層 I①I思 色 土 I Il シル ト・遺物・焼土含む

No.64 

この他に、B類の底部2片、 A類底部 1

片、C類体部片が出土している。底部片は

何れの場合も回転糸切痕を残している。

甕は土師器だけであり、ロクロ使用とそ

うでない破片が出土している。ロクロ不使

用の破片は、外面を箆削り、内面を箆ナデ

仕上げとしている。

□□ 

第41-2図 第12号ピット出土遺物 S=Y,
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第13号ピット

当ヒ°ットは遺構配置図にも記入されているが、単独のプランが不備なため特に記載しない。

大略については第35表のピット一覧表を参照されたい。

ここでは出土遺物のみについて記す。

出土遺物

出土遺物は、土師器のNu58(写真Nu60)の甕一点だけ

である。ロ径 118cm、底径 7.5 cm、器高7.8 cmと小型で

ある。口縁部分は内外面とも横ナデ仕上げ、体部外面は

縦位の削り、内面は刷毛目による。焼成はそう悪くはな

いが、 多量の粗砂、石英細粒を混入する粗悪な胎土であ

る。
第42図 第 13号ピット出土遺物 S -½

第42表 堆積土層一覧表

一
--

一一
― 

一一也森胡

一一一

砥
立
ぶ叫
9

抵
＼
 

漸移層

甑

'"" 
土色 ¥1' 特 徴

① 黒色土 a シルト、遺物
混人

② 焦色土
ID 粘土、粗砂
混人

③ 黒褐色土
粘士n土
シルト混人

④ 黒色土 Il 
シルト質土

粘土混人

⑤ 黒色土 Il 
シルトit土
粘土が極少混人

⑥ 黒色土
D ④、⑤の混人

層

⑦ 
灰黄 粘土買土

褐 色土 酸化鉄混人

⑧ 黒褐色土
I シルト、粘土
混入

⑨ 

シルト

黒色土 n 陵化鉄混人

⑩ 黒色土

゜
地山粘土混入

⑪ 
黄橙色 地山がくずれ

粘土質土
Ill 
たもの

第43-1図 第16号ピット実測図

O 1 2 m 

I, ,1i1, ,11111111111,I 
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第 16号ピ ット 43- 1図

南北に走る溝（第 6号大溝）と切合い、遺構西側が破壊され、たちあがりが明らかでない。

両者の前後関係は、断面実測図から判断して、大溝が明らかに新しい時期の遺構として、断

定できるものである。

平面形は、方形を示すものと思われるが、明らかでない。検出面からの深さは31cm程で底面

に向って外傾して掘り込まれている。推積土は黒色土が中心となり、若干混入物の相違をみる

ことができる。遺物はヒ°ット推積土中から底部面まで多数の出土をみる。

出土遺物

埋土中より土師器の甕細片と A類No.55が出土し

ている。

No.55は、底部が半分近く欠損した杯である。A

類の中では、口縁の外反度が強く 、器形的にはB

類的である。焼成はいいが、粗砂、石英細粒を多

量に含み粗悪な胎土である。

表採出土遺物

,:〗｀三~
第43-2図 第 16号ピ ッ ト出土遺物 S=½

表採遺物については、各類の杯片、土師器、須恵器甕片があるが、多くは第 I層の黒色土層
中からのものである。その中で実測可能のものは、 Aefo3地点からNo.56(C類） 、Nu57(B 

類）、 Bef 62地点Nu86(B類）、 Da65地点Nu73(B類）の 4点である。何れも回転糸切による

切離しであり、再調整はみられない。

第44図 表採出土遺物実測図 S-½
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3 溝状遺構と出土遺物

本遺跡では、11本の溝が検出されている。これらの溝は、本遺跡南端、あるいは北端部分に

集中し、中央部分からは確認できない。

溝状遺構は、東西に走るもの (A式）、南北に走るもの CB式）の 2種類と、両者の特徴を

備える cc式）の三形態に大別できるようである。
A式5本 (1~ 5号溝）、B式3本 (6~ 8号溝）、 C式3本 (9~11号）であり、何れも他

の遺溝と何らかの重複関係を示す。

A式は、一つはその方向性から区分される一群であるが、本遺跡の北端に構築される傾向を

も有する。またその断面形は逆台形を示し、底部面は、粘土質シルトで平坦に構築され、東に

向かって緩やかに傾斜していく 。当然、段丘縁へ連なる溝でもある。推積土は、全て1I層（黒

褐色）で占められ、草木根、地山と同質のシルト粒が混入している。なお、A式からの出土遺物

は第 4号溝を除いてみられない。但し、第 4号溝の遺物そのものも、本来的には重複関係にあ

る第15号住居跡に関連する遺物であると推察される。また、 B式は、本遺跡の南、北端部にあ

り、南北に走る溝である。各々の溝巾は上巾で0.2 ~ 2 m、下巾で10~15cmと一定せず、検出

面からの深さは15~50cmほどである。壁は20°~60° の角度で外傾する。断面形は、 6号溝が

やや巾広のV字形、7号溝が、やや垂直に近い形で立ち上がる。また、 8号構はA式と同様、

逆台形を呈している。底部面は、 6号溝を除き、黄褐色粘土質ヽンルト層まで掘り込まれ、水は

けそのものは良さそうである。一方、 6号溝は、黄褐色粘土層までであり、推積土は、 ほぱ3

層からなる。上部より黒褐色土、黒色土、黒色土にシルトが多量に混入している土質の順である。

7・8号溝は、地山シルトを含む黒色土で覆われている。

なお、これらの遺構は南から北へ向かって緩やかに傾斜していくようである。

出土遺物については、6・8号溝から、土師、須恵器の甕片が覆土中から出土している。ま

た6号溝からは、特に B類細片、蓋と思われる鉄製品等がIV層上部から 2点出土しているよう

である。

C 式は、遺跡南から 2 本 ( 10 • 11号） 、北側から1本(9号溝）が検出されている。この溝は、

屈曲しながら走るものであり、上巾50cm、下巾20cmほどである。壁は基底部より30~50°の角

度で立上がる。深さは、その地域の削平の度合により一定したものではないが、全体として浅

い溝であり 、7~ 15cm内外のものである。断面形は、 A式と同様の形態を有しているが、深さ

はA式ほどの巾を持つものではない。底部面は粘土質ンヽルトであり、推積土とそう変わりない

締まり具合であり、人為的な埋没ではない。推積土層は、黒色土 (II)であり、 シル ト、粘土

鉱滓等が混入している。出土遺物は 9号からA類杯の底部片が出土しており、その他に土師器

甕片が出土している。また10号溝からは、土師器、須恵器の甕片が出土している。なお第11号
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溝からは、何も出土していない。一方、10号、11号溝は、形状からみて同一の溝と考えられる

が、一部かなりの度合で削平があり、明らかでない部分もあることは否定できない。

A式、 B式、 C式各々の前後関係については、溝の推積土によりある程度の判別は可能であ

る。例えば、 A式は、m層を掘込み面として構築されているようであり、また、各形式の推積土
からみるに、 旧層上部に推積している 11層と同質の土色、あるいは混入物などから考え、B • 
C式よりは新しいと推察される。しかもそれは、本遺跡の新しいと思われる部分の遺溝を壊し

ていることから、最も新しい時期に比定される。一方、B・C式は、地山面の黄褐色粘土質ヽン

ルトにまで掘り込まれており、推積層は黒色土 cm層）で覆われている。これらは、住居跡の
推積層と合致する部分を持つことからA式よりは古いと思われる。このように、溝と住居跡と

の関わりは、近い部分もあるが、多少の時間差があることも事実であろう。この中で、C式に

みられる 9号溝は、第13号住居跡の埋土との比較から同時期か、あるいはそれよりは若干新し

いと推定されるものでもある。但し、第13号住居跡は生活面が2つある可能性を有する遺構で

もある為、それらのどちらかに近い部分であるかという事については、断定できない。

各型式の覆土については、11、m層の自然推積層が流れ込んだ状態であり、地山の粘土質シ
）レトが壁際に混入している。また、溝の基底部面は、一般的には使用の際に泥炭層的な層を形

成するであろうが、ここではみられない。出土遺物としては、A式を除き、若干の存在が確認

されるだけであるが、以上のようなことからだけでは、溝の性格、及び年代決定を裏づけるこ

とは出来ない。現段階でいえることは、少なくとも現代における用水路的な種々のものではな

く、同時に、全体としても、本遺跡内の各住居跡とは直接的に関わりないと思われる という程

度である。

: :::  -
:: : ● ：： :・ - 一 ―-― - -
, " "' 

'' '' 
'''  

'''  ニロニ—

I 

第45図第 4 号溝出土遺物 S=½．
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第46-1図 第6号大溝遺構実測図

第43表堆積土層一覧

八 堆積土色 基本層 特 徴 堆積土色 基本層 特 徴

① 撹乱層 農道施工時の角礫層 ⑥ 黄褐色土 壁がくずれたもの

② 黒褐色土 I シルト、枯土、遺物混入 ⑦ 黒 色土 シルト 、粘土が粒＋状混人

③ 黒色土 u シル ト、絞化鉄、遺物混入 ⑧ 黒 色土 シルトが7祁降状に混人

④ 黒 色土

＂ 
粘土、粗砂、遺物混入 灰黄褐色 基本土層下部(V)層と思

⑨ V 
⑤ 黒褐色土 粘土が Imm程度で混人 粘土 われる

北側段丘

,---------. ．．  ＼
 

第15号住居跡

------.. ・f - ＇ 
＇ ＇ 

4号溝

第4号住居跡

第47図

第4号溝実測図

0 5 10m 

11111111111, 1111, 111! 
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4 鉱滓分布について

本遺跡範囲内の中央東側部分に分布しており、その範囲は約 190nfに及んでいる。出土する層

位は、黒色土 cm層）と地山・ンルト質土 (N層）の中間層的な部分からのものが普通であるが、

例外的には大型の鉱滓が地山面にくい込んで出土する場合もある。分布状況も一ケ所に集中す

るものではなく、また、当範囲全域に広がるものでもない、各々 0.6 ~ 2 m径内の広がりのプ

ロックに存在していたもので、それらの集合体を範囲としてとらえたものである。鉱滓の大き

さは、 1 cm径のものから最大40cm径のものまであり、当然、形も一様ではない。また、これら

は各々のプロックにおいてある程度の作為的な配慮が感じられるものでもあり、範囲内に土製

のふいど羽□と思われる遺物の破片の出土という事実と相侯って、本来的にはm層付近に製鉄

に関する何らかの施設の存在が考えられる。また、鉱滓そのもののあり方は、廃棄場的な性格

としてとらえることも可能である。

しかし、この地区そのものは、削平等による破壊の激しい地点であり、鉱滓に直接関与する

と断定される遺構は存在しない。可能性としては、段丘崖寄りの未調査部分にあるか、あるい

は、本遺跡内に多くみられる焼土遺構と何らかの関わりを持つもの等が考えられるが、現状で

は、m層付近の黒色土中に存在していた遺構が調査以前の段階で、 工事等に関わる削平の結果

破壊されたものと考える。なお、この範囲内で南北に走る構は、鉱滓遺構より後世のものであ

る。

:
〗召
Q
 
c
 
バ｛

cnu 

芍
0 1 

;t5S45 G」
第48図鉱滓分布

2

-

3

-

4

-

m
 
5
,_
|
＇ 

- 94 -



IV 分類と考察

1遺構について 一住居跡 ・ カマド ・ 煙道形態の分類とまとめ—―

今回の調査では、 27棟の竪穴住居跡が確認されたが、以下、形態、施設等について分類とま

とめを記す。

(I)住居跡の形態と施設について

平面形 大別して長方形、正方形に近いものに

分け られるが、コーナーの様子から更に、5種類

に細分される。それによると、 A1:住居跡の辺が

外側に弓状に張出し、四隅が丸味をもつもの、 Aが

四隅が丸味を持つもの、 A3:四隅が若干の丸味を

もつもの、 81:四隅が張出し、角ばっているもの、

恥：四隅が直角に近いもの、 等である。

この中で、 Bタイプについては、本遺跡にあっ

てそのほとんどが削平によ って四隅がは っきりせ

ず、部分的な分類をも含み、資料としては、あま

りいいとはいえないものである。本遺跡にあって

は、 A2、A3タイプのものが多く、以下B2タイプと

続き、Ai・B1タイプのものはあまり見られない。

規模

/ィ-:-
□一仁¥、「
口：：斤
「-第4~

第12号住居跡のように、 2.0 X 2. 48 mの小さな住居跡から 5.7 X 5. 6 mの規模を持つ第23号

住居跡のようなものまで、種々の大きさの住居跡がある。規模の点で、類型的なまとまりを示

すものはない。小規模なものまで、ほぼ均等な分布を示すが、 3rn~4rn内外の住居跡がやや

多く分布するようである。

床面

ほとんどの住居跡床面は平坦に構築しており、住居跡自体の掘り方は確認されない。二時期

間にわたる住居跡が存在するが、新期住居跡を構築する際に、シルト及び粘土で部分的に固め

て補強し、貼床にしている住居跡（第14号住居跡）もある。床面土質は全住居跡が地山面同様

の黄褐色粘土質ヽンルト層である。

柱穴

柱穴は住居の上屋構造を支える柱をたてる穴である。 したがって本来ならば、柱穴は掘り方

（柱をたてる為の穴）と柱痕跡から構成される。両者は柱のまわりに詰め込まれた土と柱が腐

った後で入り込んだ土とによ って区別される。柱穴の掘り方は大部分が円形であるが、中には
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長方形のものもある。柱痕跡の大きさから柱の太さも推定することができる。柱穴は、正方形

に4個配置されている住居跡が多いが、本遺跡では、これら柱穴をもたない住居跡が多く 、上

部構造の構築が明らかでない。柱穴をもたない住居上屋構造について今後の検討を要すと思わ

れる。

周溝

下羽場遺跡の周構は、幅が広く 、断面形はU字形を示すものが多い。27棟中確認された遺構

は5例 (6号 ・9号 ・14号 ・16号 ・23号）であり、いづれも壁内部に構築されており、、カマ

ド付近でとぎれる。

貯蔵穴

結論的にいって貯蔵用のための施設である と断定できるものではないが、 比較的規模が大き

く、形が整っていること、あるいはその位置等から判断して、他のヒ°ットと区別され得るもの

を貯蔵穴と仮称した。

炉およびカマド

カマドについては特に記さないが、床面上で直接火を焚いたと思われるものを炉とした。以

下、両者についての詳細を記す。その後に分類とまとめについてふれる。

(2)炉およびカマド

炉について

前述の如く 、床面上で火を使用したと思われる痕跡のあるものを炉としている。本遺跡にあ

ってこれらは特別な施設を伴わないが、ある時期にあって常に火が焚かれていたと思われる場を示す。

これらは、他の空間と区画されるための特別な施設（粘土や石積等）を持たないこと、床面

が一定範囲焼けて赤褐色、又は暗赤褐色に変化し竪くな っていること、熱による影響（色調変

化、硬化）は、周辺部に向うにしたがって弱まっていることなどで区分されるものであり、ま

た、カマドの焚口とは異るものである。

カマドについて

カマドの基本的な構造については、焚口部、煙道部、煙出し部から構成され、焚口部、煙道

部分には側壁の上に天上部がつく、また、焚口部の天上部には甕を受ける穴を有するのが本来

的なものであろう。ただし、本遺跡にあって検出されたカマドは、焚口天上部の残存するもの

一例もない。

構築方法は (1)すべて地山・ 床面と異質粘土の積み上げによってつくられている。

(2)住居跡外の地山を掘り抜いてつくられている。

(3)(1)、(2)の両者を併用 してつくられている。

の三種類が考えられるが、本遺跡にあっては、(2)の掘り抜き式のタイプが多いようであり、 (1)
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は若千、13)のように粘土構築と掘り抜き式の両用を有すると思われる例はみられないようである。

なお、これらは全て住居跡の壁際につくられているが、本遺跡にあっては上部の削平が激し

い部分もあることから、全てのカマド遺構が上記のタイプの何れかに確実に区分できるという

ものでもなく 、不明な例も多い。

13)煙道部分について

煙道部分の分類については、前述のカマドのタイプを加味しながら構築形態を区分すると、

下記の如く 4種類の形態が考えられる。

第一形態

焚口部から煙道部にかけて壁を利用し、急傾斜で立ち

上がり、しかもその境界が明瞭である。また境界より先

の部分にあたる煙道底面部が、煙出部に向かってはぼ水

平の状態でのびるもの。 （第 3 · 8 · JO • l l • 12号竪穴住

居跡等）

第二形態

焚口部と煙道にかけての構築状態は第一形態と同様で

あるが、煙道部分の底面部分に若干の傾斜をもつもの。

（第 1• 5 • 7 • 9 号竪穴住居跡）

第三形態

焚口部と煙道部分との境界がは っきりしないもの、あ

るいはあっても第 1~ 2形態ほど明瞭ではなく 、しかも
煙道部の中ごろに若干の窪みを持ってのびるもの。（第2

• 4 • 6号竪穴住居跡）

第四形態

焚口と煙道部の間に明瞭な境界をもたず、しかも煙道

部が煙出部に向 って若干ながらも昇り傾斜をみせるもの。，

（第 3号旧竪穴住居跡）

煙道各形態の特徴

第 1形態 5棟 ： 本遺跡で最も一般的な形態を

示す一つである。全14棟のうち 5棟を占める。これ

らカマド、煙道方向は西壁中央部に構築 しているも

の3棟、南東隅に構築されているもの 2棟で、磁北

からの振れは、前者北西方向を示すもの 2棟、南西
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方向を示す遺構 l棟であり、後者においては、南方向、南東方向の各 l棟づつに区分される。

このグループの特徴は、コ ーナ一部にカマドを構築している遺構には袖部を有さず、両壁に

多量の焼土が付着しており、火熱が壁部までおよんでいたものと推定される。これら全体的な

特徴は、(1)西方方向と南方方向を示す集合体で占められる。(2)すべて円形状の煙出し部を

伴う。(3)煙道部が長目の構築で一括される。(4)焚き □部 （燃焼部）と煙道部の境が明らか

に区別できる遺構の集まりである。(5)I• III• IV• V区の 4区にまたがる。(6)コーナ一部に位

置する遺構には袖部を伴わない等である。

m
 

、N' II 

第2形態'5棟： 第 1グループ同様、本遺跡に

おける一般的な形態の 1つである。これら 5棟のカ

マドの位置は、東壁南隅付近に構築されているもの

4棟、南壁中央部に構築されているもの 1棟であり、 l'W' 

それぞれの磁北からの振れは、前者の場合北東方向

に方位を示す遺構が2棟、南東方向に方位を示す遺

構が2棟となり 2分される。後者は、南西方向に方

位を示す遺構である。全体の特徴は(1)煙道部が第

1グ）レープよりやや短か目である。(2)焚き口部（燃

E
 

5
 lV s
 

ー

焼部）から煙道部にかけての境界が第 1グループに

比較して目立たない。(3)煙出し部は煙道部を延長して先端部を幾分窪めた程度の構築であり、

第52図第2形態方位図

第 1グループのようなピット状は示さない。141袖部においては、粘土の積み上げ痕があるが明

らかでない。151I·II• N区の 3方向にまたがり、南から東方向を示すグループである。

第 3形態 3棟： カマドの位置は、すべて東

壁中央部に位置し、磁北からの振れは、南東方向

を示す。これら 3棟の特徴は、(1)焚き口部（燃

焼部）から煙道部にかけての境が、ほとんど目立

たなく 、段差が2cm程度で直結する。 (2)煙出 し

部は、ほとんど煙道部の延長であり、先端で幾分

窪みをもつが、区別があまりは っきりしない。(3)

←袖部は第2グループと同様、粘土の積み上げ痕

がみられるが上部構造が削平されている為に明ら

皿
z
 

ll 

w E
 

4
 

N s 

かでない。(4)煙道部は、 第 1、第2グループよ 第53図第3形態

り短か目に構築されている。(5)床面の起伏が激 しい。(6)I区に集中するグループである。
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第4形態 1棟： 本遺跡において特徴的な形

態であり 14棟のうち 1棟だけである（第 3号住）。

カマド位置は東壁中央部に構築され、磁北からの

振れは南東方向 (N-126°-E)を示す。

この遺構の特徴は、第 3グループ的な要素が強い。

(1)、焚き口部 （燃焼部）から煙道にかけての区別

が明らかでない。直接的に煙道に続く 。(2)、煙り

出し部を伴うことなく、煙道部自体を利用し直に

地山面に立上る 。 (3)、煙道部の長さは 1 • 2 • 3 

グループより短か目である。(4)、 I区に位置する。

以上が煙道各形態の分類である。
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W5 

第団図第4形態

(3)まとめ

各々の形態には特徴的な要素が多く見うけられる。これら要素と出土遺物を含めた遺構自体

の前後関係について若干ふれて、本遺跡の把握に努めたい。

第 1形態に伴う遺物は、 A、B、C類杯全てを含むが、C類杯が少なく実質A、B類で占められ、

ヘラ切り底と糸切り底のA類杯を伴出する(10号住） 。第 2形態は、第 1と同様、 A類杯でヘラ

切り底 (1号住）の遺物を伴出する。またC類杯においては、第 1より少なく、ほとんど伴わ

ないグループと思われる。これらの事から考えれば、第 1• 第2形態との先後差は時間的にあ

まり差のないグループと推察される。又このことは、前述した部所の比較からも明らかであろ

う。第3• 第4形態においては、前2者とは異なり、 A、B、C類杯が全てに共伴するグルー

プであるが、 A類杯の出土量が少なく、 C類杯がB類杯と同量程度に伴出するものである。C

類杯は調整の持つものと無調整の杯とが共伴して出土する集団である。また比ら形態は、煙道

構築形態を除き、各部所が似通っており、同時期か、又時間差はあっても、それほど大幅な差

はないグループと推定される。

以上を遺物編年に照合し検討すれば I群 (9C後半→C類杯を主流として、調整を有すもの）

に匹敵する形態は、第 3第4であり、 II群 (10C代→C類（無調整）杯が共伴するが、漸欠減

少して非常に少なく出土する段階）に匹敵する形態は、第 1• 第2に合致すると思われる。

しかし、 I群に区分される第 3、4は、共伴遺物の点で微妙に異る。第 3形態出土のC類杯

は、回転糸切で、下端から底部にかけて調整を施すものと無調整の杯とが共伴する。又、第4

形態出土のC類は、量的にはそう多いとはいえないが、無調整の杯で占められることから、遺

物における I-a・b群にそれぞれ該当すると思われる、とすれば、当然第 3形態は第4形態

に先行するととらえることも可能である 。 また、第 1 形態と第 2 形態については、 A • B 類共
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に量的には大きな差がないが、C類の有無からみて、第 1形態が第 2形態に先行するともとれ

る。

したがって、（第 3形態→第 4形態） ・（第 1形態→第 2形態）という大雑把な流れが推察さ

れるが現段階では、これらを全て、一連の流れとするだけの確証に乏しいことは否定できない。

全体的にみて、本遺跡にあ っては、江釣子村猫谷地遺跡や都南村百目木遺跡のように、煙道

の方向によってある程度の時間差をみせるというような分布状態ではないようである。

なお、形態的な面について言及するならば、第3形態、第4形態に属する遺構の煙道は、南

東向きの方向にあり、焚口部分から煙出し部分までは途中に窪みを持ちながら登り傾斜に構築

されている 。 第 1 形態 • 第2形態にあっては、煙道部分が長く 、焚口から水平あるいは緩い傾

斜状態に構築されている。また煙道の方向は、西、 南東と一様ではない。

このような相違は、本来的には時間差を持って存在するものとも推察されるが、先後関係に

ついては前述のように確定できないのが実状である。ただ、可能性としては、内黒土師器を明

確に伴う第 3 • 4 形態が、そうではない第 1• 2形態に先行するともとらえられないこともな

い。若しそうであるとすれば、登り傾斜、窪みを持つ形から、水平あるいは緩い下り傾斜を示

す形態に変化していったことになる。
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マ
ド
位
四

煙
道
形
態

燃
焼
部
径
煙
道
部
巾
袖
部
有
無

出
土
遺
物

No
 

振
れ

煙
道
区
別
長
さ

有
無
煙
出
部

第
3
号
住
南
東
隅
南
方
向

水
平
構
築
有
段
差
6
~
8
約
12
0
cm
 
35
 X
 4
0 
約
30
cm
 
無

有
30
 
X
 
30
 
A
+
B
+
C
 (
B
>
A
>
C
)
 

N
-
18
0
°
-
E
W
 

須
恵
ガ
メ
、
土
師
ガ
メ

第
南
東
方
向
(a
)

私込
有
地
に
食
い

A
+
B
+
C
(
B
>
A
>
C
)
 

第
8
号
住
南
東
隅
N
-
13
5
°
-
E
 
,, 
有
"
4
 ~
5
 "
 11
5 
cm
 
50
 X
 
45
 
"
 3
0 
cm
 
無

み
不
明

不
明
須
恵
ッ
ポ

第
JO
号
住

西
壁
中
央
部
北
西
方
向

”
 
有
"
3
 ~
4
 "
 15
0 
cm
 3
5 
X
 2
0 
"
 4
2 
cm
 
有

有
35
 
X
 
35
 

ヘ
ラ
切
り
②

N
-
84
°-
W
 

A
+
B
(A
>
B
)
 

形
南
西
方
向

第
12
号
住

西
壁
中
央
部
N
-
10
5
°-
W
 
,, 
有
”
3
 cm
 "
 12
0 
cm
 
40
 X
 
35
 
"
 3
5 
cm
 
有

有
34
 
X
 
37
 
A
+
B
(
B
>
A
)
 

態
北
西
方
向

A
類

第
11
号
住

西
壁
中
央
部
N
-
8
3
°-
W
 
,, 
有
”
4
 cm
 "
 15
0 
cm
 
40
 X
 4
0 
"
 4
0 
cm
 
有

有
45
 
X
 
47
 
B
・
C
ふ
く
ま
ず

南西
東
12
)
 

平
均
平
均
平
均

平
均
B
中
心
.
C
類
極
少

壁
13
1

13
1.
00
cm
 
40
 
X
 4
0 
35
. 
4
 cm
 

36
 
X
 3
7
 2
 

|
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第
7
号
住

東
壁
南
付
隅
近
南
東
方
向
(a
)
緩
傾
斜
や
段
や
差
有
3
~
4
 約
13
4
cm
 
40
 
X
 4
0 
約
25
cm
 有粘
土
状
高
ま
り
幾
分
く
ぼ
む
25
 
X
 
30
 
A
+
B
+
C
(
B
>
A
>
C
)
 

N
-
13
4
°
-
E
 

第
5
号
住
第
東
壁
南
付
隅
近
南
東
方
向
(b
l
,, 
や
や
差有

,, 
94
 c
m 
50
 
X
 4
0 
"
 3
0 
cm
 有
"
 

,, 
A
+
B
+
C
 C
A
>
B
>
C
)
 

N
-
12
7
°-
E
 

段
2
~
3

東
壁
南
付
隅
近
北
東
方
向

や
や
有差

第
1
号
住

N
-
55
°-
E
 
,, 

段
2
~
3
 "
 7
0 
cm
 2
5 
X
 4
5 
"
 3
0 
cm
 
無

,, 
25
 
X
 
20
 
A
+
B
C
B
>
A
)
 ヘ
ラ
切
り

形

第
9
号
住

東
壁
南
付
隅
近
北
東
方
向

,, 
や
や
有差

"
 9
5 
cm
 5
0 
X
 
50
 
"
 4
0 
cm
 
無

,, 
25
 
X
 
30
 
B
中
心
A
・
C
な
し

態
N-
47
°
-
E
 

段
2
~
3
 

第
5
号
住

南
壁
中
央
部
南
西
方
向

,, 
や
や
有差

"
 7
2
 cm
 
40
 
X
 4
0 
"
 4
0 
cm
 
有粘
土
状
高
ま
り
"
 

無
B
中
心
若
干
c
類
あ
り

N
-
14
7
°-
W
 

段
I
~
2
 

南南
東壁
隅中
付央
近
((]
4)
 

平
均
平
均
"3
3.
00
:
m
 

平
均
B
中
心
c
類
極
少

93
. 
00
c
m
 4
1 
X
 
43
 

25
 
X
 
26
 

第
4
号
住
第
東
壁
中
央
部
南
東
方
向
(a
)
窪
中
央
部
がむ
や
や
有差

約
10
0
cm
 4
5 
X
 5
0 
約
50
cm
 有粘
土
状
高
ま
り

無
先
端
径
A
+
B
+
C
 (
B
>
A
>
C
)
 

N
-
13
3
°-
E
 

段
2
cm
 

45
cm
 

第
2
号
住

東
壁
中
央
部
南
東
方
向
(C
)
,, 
無
直
結
,, 
63
 c
m
 3
0 
X
 
20
 
"
 2
5 
cm
 

無
40
 
X
 
35
 
B
 +
 C
 C
B
キ
C
)

形
N
-
11
7
°-
E
 

第
6
号
住
態
東
壁
中
央
部
南
東
方
向
(c
)
,, 
無
直
結
"
 7
0 
cm
 3
5 
X
 4
0 
"
 4
5 
cm
 
無

無
30
c
m
 
A
+
B
+
C
(
C
=
B
>
A
)
 

N
-
11
8
°-
E
 

東
壁
中
央
部13
)
 

平
均
平
均
36
.
6
 平
均
無
と
解
釈

先
端
径
B
中
心
C
類
杯
多
し

7
7
 6
6c
m 
X
 3
6
 6
 
40
.
 
00
 c
m
 

3
8
 33
 c
m 

第
3
号
住
閥
東
壁
中
央
部
南
東
方
向
(b
)
上
り
傾
斜
無
直
結
約
60
cm
 3
5 
X
 
60
 
約
30
cm
 
無

無
先
端
径
c
類
杯
多
し

N
-
12
6
°-
E
 

25
 c
m 
A
+
B
+
C
 (
A
>
C
>
B
)
 



2 出土遺物について

(1冶類とその結果

本遺跡における出土遺物は、土師器 ・須恵器 ・鉄製品 ・砥石 ・緑釉陶器片等がある。ここで

は杯類を中心として下記の如<A・B・ Cの三顆に分類した。杯類は実測可能のもので77点の

出土をみる。その内訳は、 A類17点、B類38点、C類22点である。

以下、 aー各類について、 b一分類基準、 C一分類結果、 dータイプ設定、 eー各タイプの

特徴について記す。

a. 各類について

A類ーくすべ色を呈し、胎土は密で焼成良好の所謂典型的な須恵器杯の一群

B類ー赤褐色あるいは黄橙色を呈し、一見して酸化烙焼成によると解され、胎土は全体的

に租であり、 A類より軟質のもの。内外面に器面調整を施さず、成形技法、焼成、色

調等の観点でみる限りでは、所謂須恵系土器、赤褐色土器、土師質土器等と呼祢され

る杯群に比定され得る一群の杯である。

c類一酸化焔焼成による ロクロ成形土師器杯。内面に黒色処理 ・箆磨き等の調整を持つ。
b. 分類基準

〔切離し技法、調整の有無、再調整部位等について〕

く種類＞ー ＜底部切離し＞ー く調整技法＞ ＜調整の部位 ・範囲＞

〔形態による分類〕

口縁については、右図(1)の様に直口、あ

るいは内湾するもの、(2)外傾、(3)外反する

ものの三種に分類される。（第55図）

体部の凹凸については、（イ顕著なもの。

（口）ややある。（ハ）目立たない。の三種類に分

無調正

回転ヘラ削り

手持ヘラ削り

ヘラみがき

その他

第5~

ィ． 底部

ロ． 体部下端

ハ．体部下端～底部面

ー．口縁部分

ホ． その他

JJJ 
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類される。

〔数値による分類〕

口径(a)、底径lb)、外傾角度(8)については、度数分布による数値の確定であり 、器高(d)、a/b

については測定値あるいは計算値をそのまま使用 している。

く口径(a)cm> ＜底径(b)cm> く外傾角度(el>

1 (12 5cm以下） I (4.5~5.lcm) 1 (45° 以下） 第561i目

2 (12.6~13.5cm) 2 (5.2~5.8cm) 2 (46° ~48°) 

d 3 {l 3.6~14.5cm) 3 (5.9~6.5cm) 3 (49°~51°) 

4 (14 6~15.8cm) 4 (6.6~7.3cm) 4 (52°~54°) 

5 (16.0cm以上） 5 (7.4cm以上） 5 (55° 以上）

C, 分類結果

本遺跡では、 77点の杯か出土しているが、前述の(1)、(2)、(3)の各分類の結果を集約すると第

46表のようになる。但し、形態的な特徴については、遺構毎の遺物項で記したので、ここでは

再述せず、切離しと数値についての分類を中心に記す。

第46表 分類一覧表

種別 切離し 調整技法 調整部位 口径値(cm) 底径値(cm)
分類

実 写 a b c I 2 3 4 イ.ロ.ハ.ニ.ホ. I 2 3 4 5 1 2 3 4 5 
器 外 そ

測 A類 底体体口そ
,.....,_,.....,_,.....,_,.-...,,-..,, 

＾へ＾＾＾へ回不 無回手へ 傾
真 転持ラ

部下縁
二二三四六 四五五六七

図 転
調へフ＿へフ＿ ミ

a/b 角 の
フ 1 の 五六六六〇 五二九六四

番
B類

糸 下底部 I I I I I I I 
番 削削ガ 以ーーー以 以

高 度
切切明 整りりキ 部端面分他 三四五 五五六七

号 号 C類
下・ ・・ 上 .... 上．

＾ 他五五八 一八五三 cm 

゜遺構名 ‘ーノッツヽ_,,..._,, 、~-、_,;.._,. _ヽ,, 、一”‘ ~ 

第 1号
53 37 B b I 3 3 5 5 2 4 4 B-b-1 

住居跡

2 20 C b I (21 3 4 7 2 I 4 C-b-1 

第 2号
I / B b I 4 I 5 2 3 2 2 B-b-J 

住居跡

3 21 B b I 2 2 4 9 2 3 4 墨書ありB-b-1 

25 ／ A b I (41 Ill 5 0 3 0 I A-b-1 

22 ／ B b I (4) (4) 5 0 2 2 3 B-b-1 

23 22 B b I 3 2 5 I 2 7 3 雲母を含む
第 4号 B-b-1 

住居跡
24 23 B b I (21 Ill 4 9 2. 6 3 B-b-1 

26 ／ B b I 15) 2 4 I 3 I I B-b-1 

27 24 B b I 2 I 5 4 3 0 I B-b-1 
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80 ／ B b ／ 2 2 4 5 (2. 7) ／ B-b-

第 5号
29 32 B b I 3 4 4. 7 2. 2 3 B-b- 1 住居跡

28 I C b 4 ホ 4 3 5 5 2 5 4 
雲母を含む

第 6号
C-b— 4ーホ

住居跡
83 2 C C ／ 4 4 5 2 2 2 4 雲母を含む

c-c 

37 ／ B b I 131 121 5 5 2 7 3 埋土中B-b- 1 

38 29 B b 1 (41 2 4 6 2 9 l 埋土中第 7号 B-b- 1 
住居跡

81 30 B b I 3 3 4. 9 2 2 4 B-b- J 

82 28 .A b I 131 121 4 4 2 6 2 A-b- 1 
消 9号

42 38 B b l (31 2 5 2 2 5 4 B-b- 1 住居跡

47 33 A b I 4 4 4. 0 I 9 3 A-b- 1 

第 IO号
48 34 A a I 3 4 4 I 2 I 3 A-a- 1 

住居跡
49 35 A a I 3 4 4 I 2 3 3 A-a- 1 

87 36 A a I (21 4 3 9 I 8 3 
埋土中
A-a- 1 

第 II号
54 51 B b I 3 2 5 8 2 5 5 B-b- 1 住居跡

第 13号
8 ／ C b I (3) 141 5 0 2 0 5 C-b- 1 

住居跡 ， 5 C b I (51 151 6 4 2 2 5 C-b- 1 

10 6 C b I ？ 3 5 3 2 0 5 C-b-1 

11 7 C b I 3 3 5 3 2 2 5 C-b- I 

4 8 C b 2 ロ 3 3 4 5 2. 3 3 C-b-2ーロ

5 ， C b 4 二 3 4 5 2 2 0 5 C-bー4-.::.

6 / C b 4 二 3 3 5 6 2 2 5 C-b-4ーニ

7 IO C b 4 二 2 2 5 4 2 4 4 C-b-4ーニ

12 11 C b 3 4 ホ 3 4 4 5 2 I 4 
雲母混入
C-b-34ーホ

13 12 C b 4 二 3 4 5 7 2 0 5 
雲母混人

第 13号 C-b-4ーニ
住居跡

15 13 A b I 3 3 4 8 2 5 3 A-b- 1 

18 ／ A b I (21 (4) 4 5 2 2 4 A-b-t 

19 ／ A b I (4) 121 4 5 3 0 2 A-b- 1 

20 ／ A b I (41 3 4 5 2 5 2 A-b- 1 

21 ／ A b I (4) 3 5 2 2 5 3 A-b- 1 

17 14 A C ／ (4) 131 (5 0) 2 5 ／ A-c 

14 15 B b I (4) 2 5 4 2 5 3 B-b- J 

16 16 B b I 4 3 5 9 2 4 4 B-b- 1 
第 15号

32 3 C b 3 ロ 3 3 4 S 2 3 4 
雲母混入住居跡
C-b-3ーロ
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35 4 C b 3 ロ 3 3 4 5 2 2 4 
墨書あり

第 15号 C-b-3ーロ

住居跡
36 ／ A b I 12) 12) 4 I 2 4 2 A-b- 1 

雲母
45 18 C C ／ 131 (4) 4. 8 I 9 4 

第 16号 c-c 
住居跡

46 19 B b I (3) (4) 4 5 2 I 3 B-b- 1 

30 ／ C b I (4) 4 5 9 2 3 5 
埋土中

第 17号 C-b I 

住居跡
31 17 C b I 3 3 5 I 2 3 3 C-b- 1 

41 25 A b I 14) 3 4 6 2 3 2 A-b- 1 

第 19号
39 26 B b I 13) 4 5 I 2 0 4 8 b ~ I 

住居跡

40 'n B b I 3 2 4 8 2. 5 3 B b ~ I 

第 21号
43 31 A b I 4 2 4 9 2 8 3 

埋土中

住居跡 A-b-J 

第 23号
50 49 B b I 5 4 6 4 2 0 5 

埋上中

住居跡 埋上R中b I 
第24号

59 52 B b I 2 2 5 6 2 7 I 
住届跡 B b- I 

第穴状1号遺構堅
69 ／ B b I 3 2 5 2 2 5 3 B b I 

(Cg65) 70 39 B b I I 3 3 6 I 9 B b I 

第 9号 及上
86 ／ B b I 131 I 5 I 2 7 3 

ビット B b I 

66 ／ C b I 131 121 5 0 2 7 4 C b I 

第 8号 65 44 B b I (41 131 4 5 2 5 I B b I 

ビット
(Bf 68) 67 45 B b I 2 2 6 I 2 5 5 B b← l 

68 46 B b I 3 I 4 7 2 8 2 墨苫B-ありb- 1 

第ビ 1ッ2号ト 64 so B C 3 (41 5 g 2 I 5 墨内あり
B C 

第ビ 1ッ6号ト 55 ／ A b I 13) 131 (4 6) 2 2 3 埋上巾A-b I 

第 23号
51 47 B b I (4) 3 4 6 2 3 3 B b I 

焼土遺構
52 48 B b I 141 2 5 I 2 8 2 B b I 

第方遺形1焼上構号
71 ／ B b I (41 I 5 4 3 I I B b I 

_, 

72 53 B b I 131 2 5 5 2 5 2 B b I 

60 40 B b I 3 2 6 0 2 7 4 ・.£ 1:}若 —I·/比人
B b I 

第焼(B土a1 遺56構号) 

61 41 8 b I 131 (41 5 3 2. 0 5 B b I 

62 42 B b I (41 151 5 I 2 0 4 B b I 

63 43 B b I 13) 13) 5 I 2 2 5 B b I 

Aef 03 
56 ／ C b I 131 (4) 5 3 2 6 5 I層C出土b I 

地点 57 ／ B b I 141 2 5 5 2 7 4 l府出上b 
B I 

Da 65 
73 54 B b I (4) (4) 5 4 2 I 4 I /M• い

地点 B b I 

構内埋t中
第4号溝 74 ／ C C 4 ホ 15) 4 5 3 2. 3 3 A 合J62 11との

C切C い
C 4-:t-) 

不 明 75 ／ B b I 4 2 5 0 2 B 3 8-b I 

（ ）内は推定値である。
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以上77点の杯についての分類を記したが、これらの切離し技法についてまとめると第47表の

ようになる。これで解る通り 、本遺跡では回転糸切を主流としており、特に B・C類にあって

は箆切によるものはない。また、再調整を有する杯は C類に限定されるが、 22点中JO点に調整

が確認される。 C類は更に第48表ー(1)、(2)の如くに分類される。

第47表 底部切離技法一覧表 第48表ーI1) 第48表ーI21 調整方法一覧

~ 類 a b C 
計（へう切） （回転糸切） （不明）

C 類 技法別個体数

A類 3 I 3 I 17 
回転ヘラ削り 手持へう削り ヘラみがき その他

B類

゜
37 I 38 

体部 下端 体部下端 口縁部分
その他 ロ縁＋

（全面） 体下端

I 2 4 2 I c類

゜
I 9 3 22 

計 3 69 5 77 

この他に、床面上から A•B•C各類合わせて底部分が33個体分出土している 。 A類は 15点、
B類は16点、C類 2点がその内訳である。ヘラ切はA類に一点あるが、 他は回転糸切によるも

ののようである。但し C類については、回転ヘラ削り調整を有して切離しが不明のものと、内

外面とも黒色処理、ヘラみがき調整が観察されるものの 2点である。

B類にあ っては、磨滅しているため切離し技法の不明な底部片が一点あるが、他は全て回転
糸切によるものであり、 A類と共に残存する部分にあ っての再調整の痕跡はみられないようで

ある。

d. タイプ設定

以上の分類結果で明かになった特徴を抽出し、 総合的な立場からみていくと、 A • B • C の
各類は、最終的に各々 I~皿類に整理区分される。．但し、この段階における分類は、床面上か

それに近い出土をみせる杯に限定してある。また、計測値を重視した分類については、一部の

反転復元による杯をも除外してある。これは流れ込みなどによる混入、測定値の誤差が許容量

以上に予想される場合等などの不確定的要素を可能な限りとり除くための配慮である。したが

って、ここでは、埋土における出土遺物の取扱いについて異論もあろうが、実測した77点の

うち、床面近く 、しかも全体の形状がかなりの精度で確認し得る49点の杯についての記述であ

る。

なお、49点の内訳については、 A類 9点、B類21点、C類19点である。これらは次頁のよう

に分類されるが、以下については、A- I類、B-ill類、 C- I-b類等の如く記号で示して

いくこととする。
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AR-E: 
ヘラ切 ：□ ~ a 体部の凹凸かあまり目立たす、器高か比較的浅目

回転糸切 であり、底径も口径に比して大き目。〔A-II-a類〕

不 明 (A-III類〕 b 体部凹凸が顕著、口径に比して底径が小さい。

〔A-II-b類〕

{ 外傾角1,恥大きく 、口径か大き目な杯。 〔B-1類）

B類 Il 体部の立上がりが緩やかで、口径に比して底径が小さ目な杯。 〔B-Il類〕

m 小型の杯。 (B-ill類〕

a ヘラみがき 口縁部のみ

c類{' 有凋整{bヘラケス三：~:ケズリ
II 無調整 (C-II類〕 丁：回転ヘラケズリ

〔c-1-a類〕

〔C-I-b類〕

e. 各タイプの特徴

-A類一

A類全体では、反転復元の杯をも含め、実測可能杯は17点ある。切離しについては、前項の

通り、 A-I、A-IIの両様があり 、13: 3の比を示す。A-illは一点あるが剃離のため不明

である。

この他に切離痕を残す底部片が16点あり 、これらをも含めた切離しの全体比は、 ヘラ切：回

転糸切=4 : 27と回転糸切が圧倒的に多く、全て無調整の杯である。ヘラ切の杯を出土する住

居跡は 、 第 I • 10号の 2棟あるが、何れの場合も箆切だけの出土ではなく、回転糸切を共伴す

るあり方を示している。後者は底部片の出土である。

A-I類に属する杯は、第10号堅穴住居跡よりNo.48、49、87の3点が出土している。本遺跡

では特異な出土状況を示す一例である。これら三点の杯は、ヘラ切で切離したままで再調整

を有しない杯群であり、器高が低く、底径が大き目なものである。計測値の比較結果では、底

径値が口径値の半分からそれ以上の比を示している。口縁は僅かながらも外反し、糸切による

杯に比べると、体部と底部の境界がやや不明瞭である。 No.48、No.49の杯は、完形品であり、両

者とも外傾角度50度、器高 4.I~ 4. 2 cm、底径と口径の比が I: 2. 2位とほとんど同値に近く、

胎土 ・色調とも同様である。更にこの 2点の杯は、遺構の出土遺物でも記した通り、回転糸切

による須恵器杯 (No.47)と共に三枚重ねで出土したものであり、同一エ人による製作の可能性

をも示唆するものである。これに対してNo.87の杯は、還元焔焼成によるものではあろうが、 一

部酸化焔焼成的な色調を呈しており 、底部は厚く、雑な作りである。

A-II類は、回転糸切による切離しの杯であり、 No.47を除き、A-I類に比して底径値が小

さいようであるが、逆に器高はそれより高いのが特徴である 。い これらの杯は、更に A- II — a 、
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